
CR 和 2 4 年 3 月 1 9 日 第 3 積 郵 便 物 惚 可 昭 和 2 9 年 2 月 2 5 目 印 刷 昭 和 2 9  &手 3 月 1 日 後 行

9

1骨

、A
m

z

ト

g

J

r

A

W

内

j

ベ

陶

.

a

日

J

什

吃

必

ず

f

-

一

f

b

匂

」

，

B

，

a

'

a

、

，
J

A

UY 

，
f

t

 --

N  rlf ゲ

-• 仏 人 4

日 本 建 築 協 会

! HE  A R C HI T E C T UR A L  A S S OC I A T I ON OF  J A P A N V OL ・3 5 3 1 9 5 4



三宮内

らふし「防 IIく牧料

い/ イド

ト7ず〉119 ゐ

日明

日明

薄売精許

第 193114 号

品

一

殴

誌

協

同
A

三

五

議

臨

i1 

，ｾＮ＠

"  ｾＮｴｾ＠

議

目

盛対

川両

、川

到

狩

困窮応用化工株式会紅

東 京 足 立 区 Jh 色 6 3 3 TEL 王子 (91) 代表 5111

大阪西区京目I堀上過 1-14 TEL 土佐堀 (44) 代表 0809

ｾＮｦ￞話お宮古駒田沼田自由明百四盟



位 置

構 造

規 模

株 式 会 社 長 部 文 治 郎 商 庖 '匡 和 蔵

西 7有 市 社 前 町 1 1 8 各 地

鉄骨及鉄筋コングリ ー ト造 2 階建

1  階 841. 85坪

2  階 681. 20W-

塔 屋 10. 40坪

1533. 45坪

設 計

施 工 清 水 建 設 株 式 曾 祉

大 阪 支 庖



(  株 式 会 社 長 部 文 治 郎 商 底 恒 柿 制 施 工 清 水 建 設 株 式 会 竺 竺 」

貴 賓 室

天 井 ペノレセ ー ド 貼 後 光 燈 間 接 照 明

壁 裂 地 貼

床 寄 木 貼 絞 殺 敷

マ y トノレヒ・ 戸 ス 廻り 大 理 石 ( 美濃黒〕姑 ホ ワイ ト プ ロ γ ズグリ J L

飾 棚 塩 地 紗;貼り スグリ ー シ ア グ リ ラ イ ト 入

圧 搾 室

庄搾槽 10槽( 二週)

白色タ イノレ貼外装

圧 搾 機 油 圧 式

搾汁 採 取 ピッ ト

白色タイ ノレ姑

告を光普賢府、明

周壁 綬白 色 タイノレ
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大 日 本 製 糖 株 式 会 社 堺 工 場

設 計 新 制 作 家 協 会

山 口 文 象

池 辺 陽

施 工 株式会社 大 林 組



|  大 日 本 製 糖 堺 工 場 設 計 新 制 作 家 協 会 施 工 株 式 会 社 大 林 組 |  

工 事 概 要

位置宣 教I' i li 神 高辺岡f [ i

敷地 13，510好

建物

工 場 本 館 延 1，∞OJi l

基 礎 ベ デ ス タ ル杭打、 主 体鉄骨、

陸 屋 根 コシグリ{ ト、 4 階 建、壁

ユ エ オ γ ポ { ド 貼、 床モルタノレ仕

上

原 動 室 延 144J:f

ボ イヲ { 基 礎 の み 、 ペ デ ス タ ノレ杭

打、 主 体 鉄 骨、屋根ロ ーノレアルミ

板 E革、 ー 部 2階 建、壁 ユニ オ γ ポ

ｾｊＭＢ 貼

原 絡 倉 庫 延 678呼

主 体 鉄 骨、 屋 根 ロ { ノレアノレミ板

野、 平家主主、 壁 ユ エ オ γ ボ ー ド 貼

製 品 倉 庫 延 364上平

基礎 ペデス タノレ杭打 、主 体鉄竹、

2階 建、 底 ユ ニ オ γ ボ ー ド鮎

包装用品倉 庫 延 150上、ド

薬 品 倉 庫 延 32上ド

i由 倉 庫 延 10併

車 整 品 倉 庫 延 282呼( 三棟)

事 務 室 延 170.lW

食 堂 、 浴 室 延 172苦手

食
ρ'" 
a とる 内

精 糖 工 場 内 部

事 務 室 内 部

部
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大 阪 生 コ ン ク リ

工 場 の 主 な 設 備

ミキシング・プラン ト

付) 材 粉 貯 蔵 室

(ロ) ベースト計量及び混紡崎議室

料 材 斜 計 量 室

(斗 コγ タリート混線室 28切可傾式ミキサ ー 3 合

同 コγ P リー ト積込室

骨 材 受 入 般 倫

( ぺ 起 重 機

(ト) パケットエレベ ー タ{

刷 ベノレトコ γ ペーア{

( リ) 骨材貯蔵庫鉄骨造

能力 100 li 車時

能力 100 随時

能力 140 陸時

容 量 8，000砲

卜 株 式 会 社 佃 工 場

建 築 位 置

設 計並施工

敷 地 面 積

建 築 面 積

概 要

大阪市西淀川区イ岡町 1 丁目

株式会社 銭 高 組

4，3 3 2 坪

5 9 3 坪

セメントｾ 入 陵情
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其 f也 の 鮫 備

vW セメ γ トタ γ P 鉄iJl' l 500 魁 2 基

伊) 骨 材 飾 別 室

( 功半地下水槽タ γ グ 容量 70 随 1 基

(カ) 草 庫 建坪315平方米 2 棟

(ヨ) そ の 他 建 物 683 平方米

汐) 運 搬 自 動 車 アジテ ー タ { ・トラヅグ

20 柄
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ｾ＠ 告

建 材 優 良 証 明 発 行 の 件

1. 口
H 日 名

1. 製造社名

ニュースタンダードメタル

大 島応用化学工業株式会社

昭和28年 8 月12 日提出の資糾につき本委員会に於て審査の結果下記特徴に依

り昭和28年12月10 日附を以て優良証明を発行した。

特 。 徴

1  アノレミ箔を密着せしめてあるので下地鉄板被覆のプロー γ アスフアルト

の老化を防ぎ耐久力を増す。

2. 従来の被覆欽板の歓点のーである引火性がア ルミ箔を施す事により緩和

される 。

3.  長尺ものの製造が可能である。従って谷樋の如く水勾配の少い場所にア

ノレミ箔を施した面を使用すれば他の製品に比し流水が良好である。

4. 殺を反射する事により防熱の効果に役立つ。

5. 従来の此の種材斜に比し外観が美で為る。 以 上

耐酸ニュースタンゲード

メタルの製造工程

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 審 査 委 員 長 置 塩 章

一
一

月 午 餐
.6、

ヨx

( 本 会 創 立 記 念 日 を か ね て )

3 月の定例午豊富会は恒例により本会創立記念日の 3 月30日を卜し、下記事喜領で僚 します。当日は名営会員観問主主特

に父子二代に豆り本会に協力されている会員各位を御招待する外、長q貝、映画等の余興もまb ります。街会場に充てた

日本経済新聞社は戸田組施工の下に長近駒築されたので当日は増築部の見学も予定しています。多数会員の御参集を

黙望いたします。

言E

日 時 3 月30 日 ( 火〉午前11時30分集合

1. 矯 所 今矯グラブ( 大阪市東区今橋 2 日本経済新聞社大阪支社 5 階〉

':ii< 受 ￥ 3 0 0  

1. 余
思

長 唄 「蓮 莱 j

唄 三味線 杵屋佐喜三

「多 摩 川」 杵屋佐喜登喜

映画「 日本美をもとめてJ 4巻

1.  申込締切 3 月28 日まで本会朝日ピノレ及天神僑分室へ御申込のこと。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
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会 費 改 正 に つ い て

( 昭 和 29 年 4 月 1 日 か ら 実 施 )

本会は今春をもって37年の歩みを続けることになりました。偏に会員各位の御力の賜と感謝しております。然しな

がら逐年諸物価高騰の経済情勢の影響を受け、雑誌及事業等、必要経費の自然婚のため会務運営に支障を来すことに

なりましたので会費改正を余儀なくする事となり本年 1 月21 日の評議員会に細則第10条を下記の通り変更の議を諮り

ましたところ、評議員会にては事情止むなき事とし、全員一致で下記の通り 決議されましたので 4 月 1 日から実施す

る事となりました。 会員各位に於かれましても何卒深き御理解とー! 習の御協力をお願いする次第です。

f 個 人 会 費 ( 正会員告書 1 号 ) 年 額 1，200円

|  改正前 ( 960円)

I  : 地方会費 年 額 960円

|  改正前 (760円〉

改 正 会 費 〈 ー

| 団体会費量 〈正会員第 2 号 ) 年 額 2，000円

|  改正前 ( 1，∞o円〉

| 准 会 費 年 額 720円

L  改正前 (600円)

、，唱向

会 費 分 割 払 込 み に 就 て

会費の払込みは誠に御蕗倒で、御手数をかけておりますが現在の所、木部叉は支部所在地に近い一部の方面以外集金

に伺う事が出来ず、集金には非常な困難を来たし、諸事業の遂蛍に影響する所が多いのです。本会よりの請求: 工整理

上 3 ヶ月毎、年 4 回分割l誇求申上げますから、振替用紙 (本号挟入〉を御利用下さる様お瀕い申上げます。本会の請

求を待たずに御払込下さる時は何ヶ月分にでも随意御送金頂けば結構です。

0 録者書番号 大阪 3 9 9 7 5 番 0 振替払込料lま本会負担

主 計 理

神戸銀行大阪支庖新築ビル見学会

事

御堂筋に清楚な姿を現わ した標記建物の見学会を渡淘建築設言十事務所及大林組の御斡旋により催すことになりまし

た。奮って御参加下さい。

2  

1. 日 時 3 月26日( 金〉午後 2 時

1.  集会場所 大阪市東区平野町 4 丁目大林組平野町工事事務所前( 瓦斯ピル御堂筋を向い東角〕

1. 会 費 ￥ 3 0 円

1. 申込締切 3 月24 日迄に申込の事

建物概記

設計監理 株弐会社渡部建築設計事務所

施 工 株 弐 会 社 大 林 組

敷気回積 469坪

建築国積 399坪

延 面 積 2，6∞坪

地下 1階 地上 6階
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大阪ピノレディ γ グ協会、大阪土地協会、並に本会の三団体は今次創設されんとする不動産取得税に対し之が実現中

止を要望するため、度々木会事務所にて協簡を重ねた結果 2 月15 日附を以て下記の通り四団体連名で関係方面に陳情

した。急ぎ作成 した為、充分縫廠出来なかったが反対の趣旨は下記の如くで・ある。

不動産所得税に関する陳情書ｾ＠

邸

郎

造

節

崎 忠 三

井 昇 三

腰 健

辺

岡

阿

竹

渡

29 ・2・15

社団法人大阪土地協会々長

大阪ピルデイング協会々長

社団法人 目本建築協会々畏

大阪府建築士会都市不焼化促進連合会々長

書情陳

3. 土地及び恒久的建造物 はし、はば国家的資源である。

これを建物について見ても 、戦後殊に大都市におい

て筒未だ不足 している現状である。然るに本税負担

の加重によってこれを充足せんとする意欲を抑制す

ることは、その復興を逮延さ せると 共に、将来に向

つての発展を阻止することになる。

叉土地につい て見ても、戦災等のために未利用の健

となって今備散在する空地がらる。これを立体的建

造物の敷地と して集約的に利用する等の有効適切な

使途を- 妨げ、ひいては国家の進展を阻害する。

4. 土地及び家屋の取得に対して課税されることは、建

物の攻得価格を引上げその結果、耐火構造建築の促

進を渋帯 し、勢い可燃性木造建築僧加の傾向を生ず

る。斯くでは漸く軌道にのり 出した都市不燃化の気

還を阻止する逆効果ともな り、当局の標接する都市

の耐火建築助成政策にも逆行する。

上以

昭和29年度地方財政計画に基き政府当局が今次の国

会に提出を予定している地方税法改正案のうちに道府

県税として不動産取得税の創設が企図されているが之

に対して吾々は現下のわが国における社会経済の突情

に鐙み、その及ぼす影響の極めて重大なるを慮り、次

に帰げる理由によって反対の芯見を表明し併せて本税

の実現中止を要望するもので・ある。

1 京税はさきにシヤウフ・勧告に基く税制改革により国

定資産税の創設に伴って廃止された経脅から考えて

も之を復活することは所謂二重視税となるのみなら

ず弊筈を繰返へす懸念がある。

2 既 Iこ土地及び家屋を中心とする不却躍を対象とし、

課税団体を具にして固定資産税を始め、再評価税、

譲渡所得税、所有権移転登品税等各極の税金が諒せ

られ、而もそれ らの税金が過度の孟圧となっている

今日 、更に類似の新税の追加創設されることは、他

の有価証券等を対象とする課税に比し廷しく不当で

ある 3

ｾ＠(合理化を目的とした)色彩管理技術講習会ｾ＠

大阪府立産業能率研究所色彩管理委員会

色彩管還による合理化方策を検討するために当初に色彰管理委員会が発足して以来、 2 年間にわたる理論的研究

と 、 そのラ訪包についての Ｚｦｊ ｾｩｩＧＱ の結果が一応まとまり成果を得ましたので 、 ｊ 1  S の問題と相関連 して発表いたすこと

になっましTこ。

1. 期 日

1. 会 場

1 定 員

1. 会 費

1. 申込方法

昭和29年 3 月2 9 R ( 月) 30 日( 火) 31 日( 水) 3 日間

日本経済新開校ピノレ内今橋グラプホ ーノレ

300名 先 走}I 隠締切

無 斜

申込: J i により御申込み下さし、。聴講主主をお渡しいたしますc

⑨当日{ ま必ず聴成主主を絡1持参願います。

大茨市東区基金後町 19 大型E府立産業能率研究所

3 月27日

大茨能率協会発行「色彩管理ハ γ ドプツグ」を使用いたしますから大阪能率協会にてお求め願い

ます。

3  

TEL. 東@1851- 2研究室申 込 先

締 切 回

テキスト

•
•. 

1

1

1

 



色 彩 管 理 技 術 講 習 会 日 程 と 講 師

目 題 目 情 師

あ
L 、

さ イコ 大阪府立産業能率研究所

(1) 色彩管理の効果

所 長 大 内 次 男

A . 中小企業庁よりの委託研究を含む

B.  J  1  S の説明

安全色彩使用遥則 大阪府立産業能率研究所

31'129目 ( 月〕 鉱山保安警標
大 橋 伸 光

配管識別標準策

P . M. l .凹 - 5. 00

標準用語

(2) 色と照明 J I S の説明( 色の表示方法〉

通産省大阪工業試験所

福 田 保

(3) 色彩とモラル

大阪学芸大学

伊 藤 博

(1) 色の見え方

大 阪 市 交 通 局 病 院 眼 科

松 下 和 失

3月初日 (火〉

A. M. 9. 叩 - 12. 00

(2) 間色効果から見i : : : . カヲーコシデイシヨニ γ グ

奈良女子大学

山 崎 勝 "51，. 

(3) 色彩と疲労

堺 市 民 病 院 内 科

奇警 口 質草 彦

(1) 災害とカヲーコシデイシヨエング

大阪大学医学部

郎 |
傷 原

3月31 日 ( 水)
間色彩管理における塗糾の選奴と塗装の方法

関西ベイ γ トI CK.

児 島 修

P. M. l. 凶 - 5.加

(3)  アメリカデュボ γ 社提供天然色映画

仏) 天然色スヲイドによる実例集 色彩管理委員会作成

新刊のおすすめ

「 色 彩 管 理 ハ ン ド プ ツ グJ

大阪府立能率研究所では経営合理化の目的から昭和27年10月以降色彩管理委員会を作り、それぞれ専門的な立場か

ら研究を進めてい ます。 この 2 年間の研究の報告を一番にとりまとめて戴いたのがこの。色彩管理ハシドプツグ 0 で

あり、これが普及のため当協会から発行することに相成った次第で，ｾります。したがって御執畿の各伎はいずれも斯

界の権威でありまして、その内容は色彩管理を研究さるに際し、かつまた色彩管理を突施させるに際し: 是非とも知っ

ておかねばならない事項を平易にもれなく収録致しておりますので、色彩管遼指よ言; の決定版として自信を持って関係

各位にお奨めでをる次第であります。

，，ｾから

4  

o 工業技術院長は 遠商産業省においてもこの問題を宣視し検討を始め今回その最初の規格として「安全色

彩使用通則 J を制定した。

( 中国各)

この脅はわが国におけるこの方商の発展のために貴章な礎石となるものと確信し立派な指針として大方

に推薦する一- ー。

o中小企業庁長官 lま 中小企業庁ではつとに色彩管理に関心を持っていたので実施研究に讃手していた大阪

府立産業能率研究所に研究を委託していたが… ・( 中略)

本奮はその委託研究成果の他、 大阪府立産業能率研究所で組織する色彩管理委員会による、 その他研究

資籾も併せ集録し、 平易に解説したもので、合理化を志すわが国中小企業の方々に良き伴侶として、ひ

ろく活用されるようにこ L にお奨めする次第である。
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欧 米 の 製 鉄 工 場 見 学 の 記 ;  

高 橋 慶 夫 川 川

昭和28年 9 月2 日羽田空港を出発、アメリカを振出し

に欧米の製鉄工場見学の旅に出ました。同行は川崎製鉄

株式会社千葉製鉄所の浅川秀雄氏と私との二人旅です。

二人共建築屋、たのむ誇学は単語だけ時々わかるとし、う 、

凡そ御想像通りの我々二人、そこは図太くも一応見送り

をうけて P A A機に乗り込みました。そんな訳で皆様に

正面きって申し上げる様な収穫とではもとよりある筈は

ないのですが、乞われたままに事のついでと見学の記な

どものする次第であります。

はじめに大体の見学旅程と、その工場の紹介を記して

みましょう。

0 9 月 8 日( 火) K A I S E R  S T E E L， Font ana 

pl ant  

ロスア γ ゼノレスから 東へ高句50哩の 7 オ Y !7 ナという所

にあり、工場敷地面積約 218 万坪、 アメリカ西部大平洋

海岸での需要に応え、 1942年 4 月に着工せられ、 8 ヶ月

後の同 12 月 30 日に熔鉱炉が操業せられたそうでありま

す。そして翌1943年 5 月14R には185 トシ平炉6基と 20 ト

γ 電気炉 1 基を有った平炉工場が稼働、ひきつづいて同

年 8 月には分塊及び鋼板工場、 1944年 6 月には型鋼工場

が操業、現在では平炉の数も 9i 基となり( 年産 153 万ト

シ) 、ブリキ絞、バイプ工場等が動いて、アメリカでの

第十二番目の大製鉄工場となっております。カイザーェ

シヂェアーの設計になって戦争中に作られたもので、私

共が戦後いち早〈知ったアメリ

の割合で自動車が作られ、直ちに試運転場に迩ばれる と

いうもので、建物の床面積総計44万坪、 コγ ベャ ーの延

長1∞哩等と自慢しております。 ここではデトロイト 市

の遊覧パスがそのコ ースの一つに選び、最後の組立工場

だけは案内してくれます。( 第2、3図〉

0 9 月17日 ( 木) WE S T I NGHOUS E， East  pi tt 晶

bur gh 機械工場であります。

0 9 月17日 ( 木〉 ピツツパーグの各製鉄所

これらは街を歩いて外部から見物しただけで したがア

メ リ カ の 古 い 製 鉄 所 の 様 子 に 興 味 が あ り ま した。

( 第 4 図〉

0 9 月18 日( 金) UNI T E D E NGI NE E R I NG &  

F OU ND R Y  CO.  

ピツツパーグから少し離れたニュ ーキヤツスル及びヤ

y グスタウ γ の二工場だけを見学しましたが、建物では

見る程のものでもなく 、大型の圧延機械、鍛造機械主宰の

製造の有様を見学しました。機械工場ではありますが、

平炉を持って鋳鋼でやっております。

0 9 月29 日( 火) F  AI RL E S S  WO R K S， morri svi l l e 

ブイラデノレフイア近郊のモリスピルにあり 、デラウ エ

ア河に沿った製鉄所で、Uni t ed Stat es Steel  Co. の

アメリカ東海岸に於ける大工場で、 1952年 の末に出来た

アメリカでの最新の製鉄工場であります。まだ事務所 も

完成しておりませんでしたが、私共の見学予定の中でー

カの最新工場の一つであります 第 1 図 カ イザー製鉄の平炉工場

が、殊に平炉工場に思いきった μｾｶＮ ，｜ ＧｕＢＢＢＢ ＢＢＴ＠

新型の建物をとり入れて、その ー____， 抑 制 ト 印 刷 」 一

方面の技術者の中で評判のもの

であります。( 第 1 図)

0 9 月14 日( 月) F O R D MO・

T O R  CO. ， Rouge pl ant  

デトロイド近郊のノレーク河に

沿ったフォ ード自動車工場であ

りまして、敷地面積約150万坪，

63，000人の人が働いている流れ

作業で有名な工場であります。

設計はアノレパートカ{ ン氏熔鉱

炉、平炉、圧延工場を始め、ガ

ラス工場までを持ち、最後の自

動車組立工場で、は55秒間に 1 合



第 2 図

デトロイト近郊 J レー ジ河にあ

るフォ ー ド自動車工場の弔炉工

場・ …・線型屋根のところが変っ

ている。煙突が建物の中にある

ことはアメリカ式平炉工場の常

道である。 …ー アルパートカ ー

γ 事務所設計

第 3 図

フォ ー ド自助車工場の遠景田・・

・・・洗炭工湯をのぞむ

番期待していた工場であります。( 第5図) 無駄な作業

を出来るだけ指し、最もアメリカ式に合理化 された工

場という印象を強く した工場でありま した。

0 9 月29 日〈火) Y A L E  &  T O W N  CO.  

フェアレスワ ーグスの近くにあり まして、工場や倉

庫等で使われる荷役機械類を作づております。美しい

芝生と花にかこまれた工場と事務所、そして建物の敷

地をうんと高く構成している点力. 特に 目に残っており

ます。

0 10月20 日( 火) US I NOR， Denai n pl ant  

ブラシス北部、ベルギ ー国境に近いデーネ γ という町

にあります。 ユシノ ーノレ会社が古くからここで製鉄工 第 4図 ピツツパ ー グにある ｕＮｓＮ スチ ｾ Ｏレの ｊｯｮ･ｳ

場を持っていたもので、戦後アメリ カの資金に よって &  Laughl ing 工場の遠景… …平炉工場を 眺める。

2  



第 5 図 フェ ア レ ス ワ ー グ ス の 鳥 敵 図 1. 貯磁場 2. 熔繍炉

9. ピレツト工場 10. 棒鋼工場 11. 熱間待板工場

17.  火力発電所 18 鈎管工場

c. l  

3. 貯炭場 4. コ- ! / ス炉 5. 化成工場 6. 平炉工場 7. 均熱炉

12.  i専板及プリキ工場 1:l 工作工場 H  工業会館 15. 事務所

8. 分塊工場

16.  研究所



第 6 図

ユシノール会社

デナイシ工場の熱

問薄板工場の烏隊

図

歯車屋根の美し

し、工場

ストリップ工場を新設しました。熔鉱

炉は少し離れた別の敷地にありますの

で、最近に出来た日本でも広畑とか千

葉とかいった様7こ整然とはしておりま

せんが、そのストリップ工場は、桁行

450米、 梁間192米ありまして、機織設

備はアメリカのU. E 会社製でありま

す。分塊機等が今度千葉に据えられる

ものと同じであり、参考図として見せ

られていた工場で、あり、屋根の構造に 第 7 図 アムステルダムの

特に期待を持っていたものでありますn でf中々 美しい。

( 第 6 図) と恩われます。殊に模型製作室等うらやましく感じまし

0 10月28日 ( 水) B R E E D B A N D  I j mouden た。

アムステノレダム ( オラシダ〉から西の方へ電車で約40 0 11月3 日 ( 火) M.  A.  N. ， Gust asburg 

分、イムーデンというアムステルダムへ遥じる運河の入 フランタフノレトからライシ河を下ること汽車で約一時

口近くにあります。 プランスのユシノ ールと同じく 、 間余のマイシツの近くにありまして、 ドイツ最大の機械

U.  E 会社の圧延機械を入れたストリップ工場が新しく 工場だということで、100 年前からの建物を今も使って

出来ております。ストリップ工場の型はここもおなじみ おり ます。したがって工場の構造設計は我々がドイツの

の型で煉瓦の壁体の感じがややオラシダ、風をおもわせる 香物で・見た通りのもので、それらを目のあたりに見たと

ものでありました。( 第 7 図〉ここの事務所は仲々立派 L 、うだけのものでした。 しかし原料置場に積んである銅

なものでしたが外角の見学だけに終りました。 板がすべて肉厚のものばかりで、 100 粍位のものが沢山

0 10月30日 ( 金) D E MA G， D ui sburg あって、こ れらが板だというのには、それまでアメリカ

デユツセノレ ドノレブ〔西ドイツ〉より自動車で約40分の 以来見て来た最近の工場の鉄骨を凡て感じて来たことの

製鉄市デユ〈イスプノレグにあり、アメリカの:U. E と同じ 裏付けとして輿深 くながめました。

微な機械工場であります。工場はすべて復旧され、一部 0 11月4 日 ( 水) MA NNE S MA N， Hut t enwerke 

新しい大型機械工場も憎築されており、事務所は 9 階建 デユイスプノレグ近くにある一貫作業の製鉄所で、ここ

の行きとどいたものでした。機械の外橋梁や建物の構造 もすべて書物遥りの工場で、未だにほこりだらけのトー

等も設計施工しております。 マス転炉を使った製鋼をやってお りますが、現在新しい

0 10月31日 ( 土) S C HL OE MA NN AK T I E NGE・ 平炉工場を建設中であります。

S E L L S HAF T， Duessel dorf  0 11月21 日 ( 土) C OR NI GL l A N O  S. P.  A. ， Ge.  

機械類その他技術設計事務所であり 、目下増築工事中 nova 

で- あり まして、完成の院には見事な設等計事務所になる ゼノパ ( イタリ ー〉ににらるコノレニリアノ製鉄所であ

4  



u1  

司 M ・， .. ‘  

第8図ゼノパ( イタリー〉のコルニリア; ; 製鉄所の烏撒図

中央 Ｖ 本』歴突の工場は平炉工場、そのｴｲＮは冷Ａ日 ｉｪｾ 草板、

その手前は熱間lf < 草板工場、右手記j は船苅拐でここから原

料を荷あげする。金工場は埋立地であるが、その下部は

岩盤で、大きな船は桟績でなければ活かな l 、。

第 9図 コルニリアノ製鉄所の平炉ヱ場、外塁走は煉瓦



りまして、敷地面積約30万坪の地に、熔鉱炉、平炉、罪悪

間圧延及び冷問圧延の設備を持ち、殆んどの敷地を1936

年以来海中に埋立工事を以て形成し、 1950年から53年の

間にその殆んどが竣工している様で、欧州大陸では最も

立派なものだと自慢しておりました。之もやはりアメリ

カの資金によって建設されたものです。

以上が見学したもので、英国のウエ - 1レス製鉄所が大

変立派なものだそうで、之を見学出来なかったことが心

残りでしたが、写真で見ると大体私共が見て廻った欧州

の新しい型のものと同一でしたからあきらめて帰って参

りました。限られた紙面につき以上見学の一つ一つに対

する税関を省略し、総括して申し上げ:亡みましよう 。

1. 外から見た工場

前にあげた写真 、図 面等ｾ大体のところは感じられた

ことと恩いますが、概して古い工場は山型屋根で、 日本

でもいつも見なれた形ですが、最近のものは思いきって

、陸屋根叉は山型のものでも非常に勾配のゆるい、平ら

とし、う感じのものになっております。そ して桁行の方向

に歯車型の屋根にしております。 この形は私共も昭和

12、3 年頃にはアノレパートカー γ 氏設計になる工場の紹

介の受け、その形が美しく 、叉採光の点では非常に王思想

的で為るので、是非とり入れてみたいと思いながら 、雨

に対するカパ ーと いう点、叉工事費の点で仲々問題が多

く、わずかに一度試みたままになっていたものでありま

した。あちらでは雨が少なく、叉地震や大原がないため

この型を極めて簡単に実施出来る次第で、カ イザー や 7

JOHN5  c! ｬｾｎ￺ｾ ｌｬ ｎ＠ Il Hl  CORP 

キミー民誌とミ程

柿--' ) 十- 300 →、…

第10図 ユシノ ール、ストリ ップ工場の屋根仕上

エプレスワ { ダスではアイプレ ート を使い、欧州のもの

ではコ γ グリ ー トプロックが使われ、防水はその上一度

そノレタノレをやった上防水紙とアスフアルトタールを使っ

ておりました。例えばシユノ ーノレの工場では第10図のよ

うな屋根構造にしておりました。外壁はアイプレ ー トで

やったもの波形鉄板その他で、欧州のものは殆んど煉瓦

のカ ーテンウオ ールです。

2. 鍋気、採光のこと

さきに申したように歯車型の屋根の場合は採光の点で、

は充分平均した照度b・4尋られ、作業商で機械のかげにな

ることもなく申し分がありません。 しかし換気の点では

之は充分とは申せない様で、必要な場所はペシチレ ータ

ーをつけたり 、或はカイザ{ のようなガラリ式の換気装

置をとりつけています。 ピツツパ{ グに沢山ある在来か

らの工場は、ただ屋根に空気の抜けられる孔をあけてお

くという程度のものの様で、第11図で街l覧のように恩ひ

思ひの孔が開けてあります。 マンネスマ γ の転炉工場等

は見るまに帽子の上、服の上 に鉄 くずの粉がつもるとい

う、おそろしい工場でも操業していました。これらの点

では決して教えられたという点はなかったのですが、只

UNlHD  ITATf S  51fEL. H.." t<d  d;.{ " ，t ・..-I<s

ｦｾｲ 可「へ戸、「Ｏ九
=  汗y Y ¥戸そ 正阪商
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一つ、フェアレスワーグスの平炉工場ではゆるい山型屋

根の頂上にモニターを連続にて設け、倶l窓を全然なくし

て、床から僅か上に堅型のガラリを設け、 ここと 、棄の

開放部から風をとり入れ、これを頂上のそニタ ーに抜く

という方法をとっております。これは換気の理論上から

は最も好ましいやり方で、私共もすでに実験によってこ

のことを知っていたのですが、勇敢に無慾の平炉工場を

やっていることは面白いと思いました。勿論、案内者の

説明中に、窓L とると維持に面倒だからという言葉があ

り、その意味は換気を理論的に扱ったのがさきか、 この

点がさきかが一寸不明なのですが、とにかく面白く印象

に残っております。

3  内視にはいって

構造は勿論鉄骨造ですが、風や地震がないため、屋根と

柱の上部は非常に簡単であります。ここは垂直荷重だけ

で決められたという感じで‘ す。その代りに F レー γ の動

く位鐙から下部の構造は大変がっちりとしております。

材斜は大型の型鋼を多く使ひ、アシ グノレその他型物類も

すべて肉厚の厚いものでd ; ， 1) ， プレート類に至つては

25- 35粍の厚さのものが普通のようです。リベットはさ

程大きく感じませんでしたが、 この様な材料でしかもフ

ルウエツプのものが多いので・見たところコ γ パタトに出

来ており 、 日本でやるように細かい材斜で簡のようにこ

まごまと組んでいないのでスマートであります。勿論加

工も簡単で しょう 。細部設計も単純のようで、ペ{ ス等

にしても ' 1∞粍位の ペースプレートに主材を無雑作にち

ょんとのつけているというようなのがあります。

構造の方ではしたがって長張関のダレーシガーダーを

フルウエツプでやっているものが多く 、張関30- 3 5米の

梁もほとんど梁のせいが3 - 4米位と恩われるプルウェツ

プの単純梁です。おそらくウェツプの板もかなり厚いも

のでしょうが、 これの大きい板を熔援で一枚にして使っ

ております。こ れはたしかに太短かい部材で組立てられ

たトラス梁よりスマ ー トですが、鋼材は多い筈です。フ

ェアレスワ{ グスの平炉工場では 200 トγ のグレー γ 走

行の強間 35 米の梁に一本当り 140 トγ の錦材を主要したと

説明されましたが、之をトラスに組めば80- 90 トγ 伎で

おさまりそうですが、之をあちらの事情で考えると鋼材

量よりも加工事堂の方が経済的に重要であること 、従来よ

りも大きな鋼塊の生産が可能になって大きい板が使える

様になったこと、将来の容量僧加に対してあまりぎりぎ

りの設計をして置くことの不都合なこと等が考えられま

すが、 これらの点は更に研究してみようと考えていま

す0 ・・・ あちらでは製鉄工場は 10 年後には容震を 6 劉

増、20年: 後には10劉舶にする必要が起ることが常識とさ

れ、その時に補強等について問題とならぬ位に始めから

大きくとって置くことがさ程の選手でもなさそうで、建設

費は日本のそれの 2 倍に近いものを投じているそうで

す。…・・

ユ シノ - 1レの λ 卜リップ工湯は扇積 87，000平方米で

18，∞0 トγ の鋼材を使っております。平方米当り約 180

E王位です。屡恨を除くと 140 疋だそうですが、こちらで

は80庖位です。屋根に要 した鋼材は屋根重量に大差があ

るにもかかわらず間程度であがり 、下部構造で 7 割 以上

の多くを使っています。コノレニリアノに芸つては更に多

いように見受けられました。今の私共では先ず現在のと

ころの節約を課題の第ーとしなければならず、 といって

製鉄事業の将来のこと等に対してどのような態度で臨む

べきでしょうか。

ドイツでは理論的に鋼材の軽減を計っていることと大

きな期待をかけていたのですが、前にも申した通りで、

在来のものでは多少その点で感じられたものもありまし

たが、最近のものではやはり肉厚のプレ { トを使ったフ

ルウエツプのものが多く 、理論的である答のドイツのこ

ととて何か理由のあることと思い ますが、今はただ見た

だけの箆囲でお伝えしておきましょう 。

4， そ の 他

このほか、お話し申したいことでは、工場内での安全

f 諜のこと 、色のこと、 従業員の勤務の様子、 福利施

設、工場事務所のこと、従業員の通耳目牒り等々数多く思

い浮ぶのですが、お約束の紙面もつきましたのでこのへ

んで一応見学の記も終りと致します。

( 筆者 ( 株) 大阪建築事務所専務取締役〉

;自板・6樋7比切軒樋

d密室診排気ダクト -dT〉チしーター

ニ Ｒ ・ ＳＹ［［ｾＭｾＧ ｾｧｬＧ 日本建築摂錦震証 Ｘ 股領
大 島 応 用4乙 学 工 業 株 式 会 承 主

$ T A NDA R D ME T A L  尉 ｴＮ Ｑ｜ Ｘ ，肺現業 ｅ 野江東芝Ｑｂ￬ Ｔ ｔＡｊ電話 Ｑ 撤回ｾＩＴ ＴＸＱ
A NDA R D ME T A  主庖・新居浜市電話新居浮 ｾＳ ｚＷ ・ ＹＳＸ 出張所四日市市電話四日市65 ・広阜市電話南ω)2473
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紡 績 工 場 か ら 合 成 繊 維 工 場 ま て

一夫冷の工場の過去・現在・ 未来 ー

1 . はじめに

1. 1. 繊維を三大別すると 、天持紘維と再生繊維と合成

繊維に分けられる。天然繊維より再生繊維の方が、叉再

生繊維より合成繊維の方が、より高度の科学の所産であ

り、当然より高度の級雑である。

1. 2.併し夫々の工場構成について見ると、三者の順序

の通りに段々高度になってはおらない。何故ならば、工

場とは単に科学の陳列館ではないからであって、管理技

術というものがその背後にあることを忘れではならな

し、。

1. 3. 工場に於ては社会的経済的条件は常に科学的条件

と同様であらねばならない。放に科学的条件のみが飛躍

したからと云って、急激に社会的経済的条件までが共に

飛躍することは出来ない。

1. 4.以下繊維工場即ち、紡績、化織、合織の夫々の工

場をその起原より、為るべき姿へと発達史的に考えて行

こうと思う。なお夫々の工場建築を論ずるに当って、見

落せないものにその福利施設がｾ，＿，此の問題は重大で

はあるけれども、一応本論に於ては他日に諮ることとし

浦 辺 鎮 太 郎

て除外した。

1. 5. 本論に於て紡績とは綿紡績を、化織とはピスコ ー

ス法レイョ γ を、合織とはピニロ γ を言って居るが、こ

れはそれらが夫々を量的にも代表して居るからである。

2. 紡 績 工 場

2. 1. これは英国に発詳し、 Mill と言われた当初より 3

~句皆の立体的工場として存在した。我が国に於てもその

時代の直輸入として、大医紡の三軒家工場( 明15年、 1882)

にその立体的型式のー制を残している。

2. 2.所が企業が次第に大規模となり、大工場化するに

伴って広い床面積を要するようになった。そしてその広

い床面積に対する採光換気の問題が起った。その解決の

ため見付けられたものは鋸屋板型式であり、その型式の

採用によって、建築は平面型式化 して行った。

2.  3. その時、同時に問題となったのは、広い作業床の

levelli ngである。これは s haft dr i vi ngのため要求され

たのであったが、原動力の進歩により機被の単独運転が

可能になっても 、伝統的に極端なまでに要求され続けた。

- 7- K?た又.;，. J一品」日広L Y  ¥ ‘ ?  

?  ケ ー ・

一 一 、・ マM ・開 . ; 岬 ， 一 一 晶 山 岐 仏、曙 M ・怯抽融ふ四岬由ι ・品

フラ { の Ver l i cal Text i l e Mi l l 祭 (Arch. F or um.  Ma y  1952)  
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2. 4. その後製品の高級化と工程の hi gh speed 化と の

要求に従い、 ai r condi t i oni ng の問題が起った。 そし

て ai r condi t i oni ng によって、勿論作業能率は向上

し、混棉技術 〈日 本に於ては下等な格よりよ等な糸を造

ることを意味する〉を促進した。

2. 5. ai r condi t i oni ng を行う必要上 dead s pa田 を

失くそうという問題が起った。鋸屋根型式はもはやその

要求について行けなくなった。 そこで東洋紡の f l at

roof 型式が生れた。

2. 6 第二次大戦は紡志賀界を全くの苦境に陥れ、大空白

時代が緩いたが、戦後素早い立上りによって、再び新し

い型式が生み出された。 それは呉羽紡の庄川工場( 昭

27. 1952) の無慾型式である。

これは東洋紡式の fl at roof 型式を改良したものでゐ

る。即ち東洋紡式貧at roof 型式の l i ght eni ngwel l

は雪国では用をなさぬのみか、却って雨仕却の大きな弱

点、ともなるから、全くの無慾としたのである。叉現代の

人工照明法の発達がこれを可能にしたことは言を侠たな

L 、。

2.  7. 紡緩工場も此処まで変遷して来れば、即ち採光換

気が機彼によって充分可能となれば、再び 1 に戻って当

初の mi l l の如き立体型式化が可能となるわけであり、

叉そうした方が有利になるであろう 。

2. 8. 紡績工場の立体型式化は、目下世界的に取上げら

れている問題で、現在米国や独逸にはすでにその小規模

なものは存在して居る。 パツグミシスタ{ ・プラーの

Vert i cal  Texi l e Mi l l  ( Ar ch.  F ot um， Ma y， 1952)  

などにも、その兆しは見える。

3. 化 繊 工 場

3. 1 . 化繊工場は我が国の工程の現状が、連続式でなく

断続式であって、その工程より原液、紡糸、仕上の三部

分に大別される。その中で仕上部は在来の紡績と似た所

があるが、原液部は全く異った条件に置かれて居る。と

いうのは此処では原料薬品の温度調整が最も厳密に要求

されるからである。温調は機械自身で行えるようになっ

ては居るが、室内気候の調整がなければ、 要求を1∞%

まで満すことが出来ない。

3. 2. 紡糸部は紡績と向様に糸を紡ぐ所であるが、両者

に於けるものは互に本質的な差異がある。それは一言に

して云えば、紡績では“ ma de f r om" であるに対して、

化織の方では“ ma de of " であることにある。そこで

耐化学薬品( 化織では此の問題は紡糸部のみに限らない

が〉、耐ガスという 問題が起って来る。

叉此処の機械に関して見逃せぬものは、ガスに対する

対抗処置として、機械の個々にそれ自体の密閉装置を有

して居り、個々の機械として処理して居る点である。

3. 3.仕上部は殆ど在来の紡績と同様の考え方で作られ

て居る。併し大いに異るのは、そこに精練工程があり、

莫大な量の水を用いることである。そのための給水と排

水が充分考えられねばならないし、同時に耐湿性( それ

も酸を含んだ水に対する〕も問題となる。

3. 4. 此等を綜合した化繊工場の姿は、異質である三つ

の部分が複合されて居るので、紡績工場のそれほど簡単

なものではない。

その歴史的発達の跡を見ると、はじめには簡単な平面

工場であったものが、先づ原液部が立体化された。これ

は化学工場の特質である重力式 ( gravi t y s ys t em) が

採用されたからである。所が新興工業であるので、そこ

に機械装置の根本的進歩があり、固定的な建築では不利

なことが経験された。そして現在では機械の安定して居

る部分では立体型式を、なお不安定な部分では平面型式

を用いた混成型式となって居る。

3. 5. 各化繊会社に例をとって、その行き方を見ると下

記のようである。帝人の工場は当初より 、化学工場的に

出発したので、原液部は非常に合理的で、温調も充分に

考えられて居る。併し紡糸部は機械が不安定であった為

か、磁適性に富んだ簡便な型式を採用した。一方倉敷レ

イヨンは、元来紡績工場から出発したので、仕上部は紡

績工場の姿そのままに完備して居る。紡糸部も紡績の基

礎に立って、しかも化学的な観点を持った独自な姿を以

て始められた。併し原液部は当初温調の条件を考えず、

パラックの型式で出発した。叉東洋レ ーョ γ では輸入工

業として、先進国の技術を以て創業したので、全部鉄筋

コシグリ{ トによる固定的な型式で出発した。

3. 6. 化織に於て、 工場建築は新しい分野を開いた。

化繊工場に於て始めて、 工場建築は単に機械のための

shel t er ではないことが強〈認識された。即ち機械と製

造工程を考えねば建築はあり得ないし、建築を考えねば

機械や製造工程は成果を上げることが出来なくなった。

此の様にして、機械と建築との聞の国境線は互に交流し

あい、協同の必要を生じた。

3. 7. 叉建築材料に関しても、耐酸、耐アルカリ、耐ガ

ス、耐湿等の耐構学的問題が山積して起り、技術者はそ

のための分野を開拓した。これは紡績工場にはなかった

問題である。

3. 8. 先に紡演工場は立体化する可能性があると述べ

た。これはその機械が安定して居るからである。すでに

早くから建築の uni t はスバ γ 1 9氏、 桁 行 11ft 叉は

22ft と決定されて居るし、その Pl ani l Ing も平面型式

としては、もはや完成された形と云えよう 。

所が化繊工場に於ては未だに不安定な部分を残して居

るので、決定的な pl anni ng はなく、まだ変化し得る。

我が国にある現状のものは、余りにも整理の悪いのが通

例となって居るようだ。併し現状を一応安定しているも

のと見て、私見によれば日産10t on の工場は2∞mx 2 0 0
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m の正方形の pl anni ng に整

理され、完成された形として出

来る筈である。

併し注目すべきは革命的な連

続紡糸法で、これによって工程

が連続式になれば、 化繊工場は

より単純な、より完成された形

となって現われるであろう 。そ

れは既に、米国の進んだ技術を

導入しては じめられた。 Cuba

の Compani a Rayoner a Cu-

bana S. A . の工場 ( 1948) に

その形を見ることが出来る。

4. 合 繊 工 場 倉 敷 レ イ ヨ ン 商 条 工 場 ( 化 繊 工 場〉

4.  1. 第二次大戦が終って、改

めて世界を見直 した我々 は、 天

然繊維や再生繊維だけでは量的

にも質的にも 、叉国際経済的に

も、もはや満足出来ないことを

発見した。そこで我々は多年の

研究の成果としての合成繊維の

量産に乗出さねばならなかっ

た。こうして倉敷レイョ γ が合

成繊維ピニロンに於て、世界最

初の一貫工場の建設を完成し

Tょ。 ( 1950)

4. 2. 合総工場は紡績工場とそ

れに続く化繊工場との経験と技

倉 敷 ν イ ヨ ン 富 山 工 場 ( P V A工場〕

術の上に積 み上げられたも ので、それがなければ決して

生れて来なかったで、あろう 。

その工場の型式を結果的に見れば、 P V A工場 ( 人絹

に於けるパルフ・工場に匹敵するもの〕は立体的に建設さ

れた。立体化 したことは非常に冒険であった。何故なら

ば、 滋械装置は現状のままで安定したものと云えない

からである。併し合意訟は化繊より更に高度の化学工業で

あって、立体型式を採用することは極めて自然な行き方

であり、不安定かも知れない機械装置については、我々

は一応それが安定したものとして立体化したのである。

そしてそれは幸にして成功したと云える。( 立体化の今

一つの原因は狭小な敷地にも原因があったが。〉

それに続く人絹工場に於ける原液、紡糸、仕上の各部

に相当するピニ ロシ工場は古い人絹工場を、それほどの

大改造を要せずに利用する手とが出来た。

4. 3. 全般と して合繊工場を見れば、 化繊工場に比 し

て、再び本質的な差異を発見する。その最も大きいもの

は、機械自身で充分可能であって、作業人員に対するも

のを除けば、室内気候の調整は全く不要となった。

4. 4 勿論、化繊より高度の化学工場であって、化学薬

品も多く用いられるが、それに対する処置は酪酸の如き

ものに対するのを除けば、化繊工場に於けるより、寧ろ

簡単である。ただ此処で‘ 考えねばならないのは、爆発と

いう問題である。

4. 5.更に合鍛工場の特質として、 r e mot e cont rol  

( 遠隔像作〉が部分的に採用されていることである。将

来これの全般的具体化が完成された院には、合繊工場の

姿は露天工場一建築のない建築ーと なって出現すること

も極めて可能性に富んでいるのでらる。

4. 6. ともかく、合繊工場は我々工場建築家に与えられ

た輿味ある新課題である。そして工場建築が不要になる

ということは、その結果建築家が不要になるということ

では断じでなく 、突に建築と機械装置とが一体化するこ

とを意味する。おに工場建築家の新しい進路が見出さる

は ai r 'condi t i oni ng の問題である。加黙と冷却の工程 べきである。 ( 筆者 倉敷 レイヨン営繕部長〉
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紡 績 工 場 建 築 雑 感

アメリカの大きな工場; 主第二次世界大戦後、都市を逃

避して郊外ゃ田舎に移る傾向の薪しいことを F or um誌

は報じているが、日本の紋緩工場等は早くから都市の中

を避けておった。広大な土地を擁するアメリカでも都市

は地価が高〈なり 、且つ額まった敷地を得難くなったの

と従業員の高い賃金、高い生活費、高い福祉費、運輸交

通の逮滞等のため生産裂が高くなるのだと同誌は論じて

いる。( も 1 つ原子力戦で最先の目標になるということ

も言っている〉。が狭い日本では早くからこんな状態に

なっていたのは言うまでもないところである。

更にも 1 つ大きな原因として、日本の紡績工場は労働

力を大量の都市労働者群に負う必要がなかったという事

実がある。日本の紡績工場は所誇農村余剰労働力を短年

月宛 ( 近頃は産業界の最右翼に列し得る程の給与水準の

ためか、段均勤続年限が延ひ. ておるが、一頃は平均勤続

年数がu : 手未満だったこともある) 動員して労力の殆ん

どの部分を賄っておる。闇市従業員は大低農村の未婚女

子であり 、之は寄宿舎に起居せしめるより他なく従而都

市に工場を建てても従業員住居を都市の既存家屋に依存

することは出来なかったし、叉一郎利用し得る都市の通

勤女子労務員を経蛍者は余り歓迎しなかった。この間の

経済的分析その他詳しい事情はまEに記すいとまはないけ

れど、兎に角かかる事情は紡績工場の者s市逃避、地方分

散を容易ならしめたことは確かである。

一方アメリカの国関立地の新工場は広大な土地を擁し

て之に煎餅の様に薄い工場を建て、定届工場を放棄しつ

つあると之も同誌が論じている。先進資本主義国に重層

工場の多いのは周知の通りであり、他方日本では之が極

めて少いのも読者の常に見ておられる通りである。之は

地震の多いことと建物単価が特に木造の場合目臣いことと

が大きな原因ではあったろうが、併し広い拡狼余地のあ

る敷地さえ得られるなら工場は平家法に赴き勝ちな要素

はあるのである。図 1 はフオラ

ム昔、1952年 5 月号に1950年代の

典型的紡織工場として載ったも

ののスケッチである。

だが日本では今や土地取得の

困難牲がアメリカよりも一歩ひ

どくなっておる。狭い日本で広

大な敷地を探すことは今やどん

若 木 望 太 郎

県も、と云って良い{ 立方々で工場誘致運動をやってはお

るけれど、いざ敷地を求めるとなると矢張り農地や農耕

適地をつぶして了うことになり勝ちで、之が取得は突に

容易でないのみならず、買収価格も大きなものになる。

こうなると我々の工場建築も天に向って伸びて行かね

ば仕方が無い答である。今夏重層の工場ナ γ テ逆行で

あると言う人もあるけれど 、之は矢E酌逆行ではなく経

済の進行過程から当然そうならざるを得ないものだと私

達は信じてし、る。 都市に土地が無いから地方に疎開し

た。その次の棺梯では縄訪にも良い土地が無くなる。才

は止むを得ざる過程である。悲しいかな日本は人口に比

して土地が滅茶苦茶に狭いからこの過程の進行が早かっ

ただけでまb る。

こんな所から考えて私は日本にもツロツロ窓層の紡績

工場が出るであろうと、満 2 年前の本誌に記しておいた

が今までのところ未だ現出しそうにもない。地震も多い

ので余り高いのは無理だけれど或る程度の軍帽なら 、今

日紡績工場も3、保皆の寄宿舎やアバートを鉄筋コ γ グリ

ートで建てている時代なのだし鋸屋恨の鉄筋ヰ γ グロ ー

ト工場も例があるのだから 、出芸員ない筈はなく 、特に紡

績工場の如き室内空気の温湿度を一定に保つ必要のある

工場では軍属は建物の表面積が狭くて温調効果が良いか

ら相当有利である。唯現在の建築基準法は工場にも一定

の採光面積を要求しており( 労働基準法にもかつてあっ

たが間もなく照度制限に置き換えられた) 窓! 留では之は

不可能である。併 しこの規定はどうも無理な話であり現

に 図 1 のアメリカの典型的工場もはっきり無窓構造だ

し、其他のアメリカの煎餅型工場も大低無窓式である。

建設省当局も祁rr くこの非を認め何れ何等かの改正が行わ

れるだろうと私達は期待しているし、叉→昨年本誌に載

った呉羽紡庄川 l工場の他にも無窓紡績工場は認可されて

いるのである。だから無窓工場は今日決して禁止されて

な田舎に行こうが山聞に行こう 図 1. Cl ems on 社の紡織エ渇

が難かしくなってきたつどこの 本館の左端が混棉で右端が織布である。

t1 



図 2. 大東紡織紛鹿工場本館内部

3 スバシ速続、無慾式シャ ーレン構造

で、画期的な試みである。

設計 ・日建設計工務。 施工・大林組

図 3. Ful l er の噴水工場

いるのではなく 、当分の間建設省迄伺いを建てね

ばならないだけなのである。

近頃は平家建銘屋根でも完全な鉄筋 コシダリ ー

ト造が出現してきた。その例をま互に紹介したかっ

会自働なので床版はなく保全用の歩み板があるだけである。

原料はオ { プニング後風圧で最上階に上げられ、各階の床

梁の網目を通して次第に下に降りて行く。外殻は最小面積

になるような形になっているが、プラスチツグスの二重張

りである。拡張 も極めて容易であると Ful l er I' i . 云っている。

たのであるが種々の事備で・掲載出来なかったのは遺憾で・

ある。こ の種の工場は建築基準法が防火の点、で諸外国に

例をみない程厳重で、法文を字義通り解釈したら小屋組

や屋根は鉄筋コシ グリ { トでなければ出来ないようにな

っているために膏らされた趨勢で［ｾろうが 、 建築の質的

向上という点から云って欣ぶべきことではらっても他

方、そこまで工場建築に資金を注ぎこまねばならぬとな

ったら因り物であろう。コ ' /! f リート は比黙が大きいけ

れど黙伝導率は鉄板と余り違わぬ位大きいし屋根の防水

にも日本では大いに疑問があるし、叉平家建の鉄筋コ γ

グリート造なるものが随分と銭のかかる代物である。或

程度重層に した ら大抵の紡績機繊は騒いのだから 、かな

り安くなるのではあるまし、か。何れにしても建築取締り

の当局は外国の産業と太刀打出来ぬ程日本の工業を圧迫

することのないよう御留意あり度いものと考える。

抑々工場建築に数百年の寿命を予想するこ とは徒らに

償却年限を長くするだけで企業上合理的であるとは考え

難い。機械の進歩、附帯設備の進歩、工程の変更、製品

の質的進歩乃至量的俊平等が想像に余る程の短年月で起

きるので、古い型の工場建築はとかく能率を殺ぐことが

多く、そのままでは企業の採算がとれないし新鋭工場と

競争が出来ないのである。概括的に云うならば之等各種

の変革のテ γ ポは、かなりお粗末な建物の寿命よりも、も

っと遥かに早い。そこで前記アメリカの新しい煎餅型工

場はみな軽い鉄骨で巨大スパン構造を採用し以て将来の

改革に際してもそのまま使える ように心がけておる。だ

12 

から鉄筋コングリ { トの様な寿命の恐ろしく永い建物に

するならばスバン6 - 7 m程度の ものはまずしどうして

も超大スバ γ 構造を必要とする。図 2 は檎々此理想に近

寄ったものでスバ γ39. 5尺桁行スペ{ シ γ グ48尺でらる

尤も柱は2[ー250x 90の露出て¥ガ { グ{ 及びア { チ梁は

鉄骨鉄筋コシグリート、屋根はシャ ーν γ 式鉄筋コ γ グ

リートだから完全な ( 鉄骨〉鉄筋コングリ { ト 造ではな

い。少くともこの程度のスバ γ でないと( 之でも不充分

な室も多いと思うが〉永久建築の平家建と云うのは私に

は賛成出来ない。普通スバ Y のものならむしろ重層にし

て建築費と土地代とを低減すべきものと考える。

併し私は矢張り重層にしろ平家にしろ、柱の断面積の

小 さくて済むそして比較的大スパ γ の作り易い鉄骨構造

に期待を寄せ度い。その意味でパツ F ミ γ スタ ー・ プユ

ラーの提案する噴水工場は剖目すべきものである( 図 3

参照。詳しくは A rchi t ect ural F o r um 言昔、 1952年 5

月号参照のこと〕 。之は9 5 %自働として設計されておる

ので今の所夢物語に近いけれどもその示唆する所は頗る

大きいので紡織工場建築に関係のある方々は是非この提

案を翫旅されんことを望む。

鉄骨の弱点は溌みの大きいことを除けば耐火の点にあ

る訳だグM今日の紡績工場に於て発火の危険の檎々多いの

は極めて局部に限られており、一般には室内空気を相当

高湿度に保持せねばならないのだからスプリ γ グラ { を

完備しさえすれば耐火構造の必要は全く無い、と云うの

が我々の常識である。今まで燃え易い建物に固まれてい
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図 4. 大和紡績株式会社舞鶴工場
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図 5. 大和紡績株式会社福井エ渇

たからと云って極端に耐火権造だけにして了うと云うの

は右に51つばった摂子が左に行く様に時の勢である程度

止むを得ぬ事もあろうがやはり中庸に落付くべきものな

のである。その疲幅を小さくする程賢明な答だ一一尤も

今の世の中、振幅の大きいことのみ多いが一一。特にス

プリシグラ ーの威力については一般に認識が梢々簿いの

ではないかと思えるが、たとい木造に して もスプリンダ

ラーの効力は 1 0 0 %といってよく之は過去の経験がよく

証明するところで・ある。現在の建築取締の法規類はスプ

リγ グラ { による制限経和の項目が極めて少く 、専ら建

物そのものの主要構造部の材質にのみ頼り過ぎている感

がある。.. .… 叉取締法規に対する抗簡になって了ったよ

うf三……この辺で…・・

こんな議論めいたことは止めて紙数も 少いのだから少

し実例を御覧に入れる。突は最近の紡績工場建築の展望

集と云ったものを鎮めたかったのだが、どうも突現が幾

かしく、認に公表出来るのは大和紡の建築主任技師橋本

敏一氏の提供によるものである。同氏によれば大和紡の

工場の本格的建築復元は昭和24年頃よりの間でその第一

着手が福井工場改造である。温湿度調整のため採光窓附

天井を張って室容積を綴少したのであるがこの為、

1. 冬期室温の休業時低下率 ( 操業時に比し)

工事以前10%だったのが工事後5. 7%になり

2. 各職場代表者22名の回答によると

イ、照度( 昆光〉充分100%不充分 0 %

ロ、夜間作業の感じ良い 96%不明4 %

ハ、糸の調子良くなった91%不関9 %

ニ、作業環境の感じ良1∞% 不明 0 %

3. 24年12月24日雨天、14時の照度は作業薗で"60Lux

だった由。

この結果に鑑みて図 4 舞鶴工場では柱聞を広くして天

井を斜めに張り採光度を上げた。天井板の間際から Fl y

が天井袈に廻り採光硝子面を汚す傾向があると 。そこで

図 5 の第 2 次福井工場では鉄骨の節約を計りスバ γ を大

きくし天井はサ γ ライト張りペンキ仕上げにしたら温調

効果は非常に良かった由であるが、スブ紡101伝換のため

13 
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←↑ 図 6. 大和紡績株式会社金沢工場

- Ｎ ｾｾ＠ H  .1日呂

材、更には泊にも衝撃にも耐えて足触りのよい丈夫な床

材等々数えれば切りが無いが才等は徐叫'こ改良されて行

くのであろう。筒採光については一昨年来日本綿業技術

研究所の委託により名古屋大学建築学教室の小島助教授

が突地調究されて 3 月には一応の結論が発表出来る予定

になっておるので、その後に機会があったら改めて論じ

てみたいと思っている。

日本の紋績工場は初めに記した通り未婚女子労務者が

大部分のために著しく福利施設が発達しどこの工場でも

温度が上昇してサンライトに歪みを生じたそうである。 福利厚生施設の占める敷地は全敷地の半分を越えている

垂直窓面の結露についても研究を要すると云っておられ 様である。之は極めて顕著な特徴であって之に言及しな

る。次いで・昭和27年に完成した図 6 の金沢工場では小屋 ければ紡演工場を論じた事にはならないが紙数の関係で

組をみせず保混露滴等も考えてあるので効果は頗るよく 意を尽すことは不可能なので之も別稿にしたい。ロ街庄頃

採光も理想的の由である。翫味され度し、。 は鉄筋コ γ グリ ート造の寄宿舎も追々出てきたし、叉図

前記の最後の型式は最近の新築紡緩工場の殆んどが螺 7 の様に我陸濠高水準の療霊安所さえも 1 つならず現われ

用しておる所であって、まずこの辺が日本紡績工場建築 てきた事を記しておく。最後に私の勤務する倉敷紡に於

の現段階に於ける落着き所であると私はみている。勿論 て戦前著名だった分散寄宿を新らたな観点から採上げて

之にも多 くの不満があって、矯本氏も指摘される通 り天 実施 した例を掲げる ( 図 8 'l. 。之は入社年齢と毅腕年数

井の断熱材耐火材 、叉耐混耐火耐久の廉価な塗料、屋恨 の関係で従業員の年紛が上がったため集団寄宿では無理

14 

図 7. 東 洋 紡 結 核 療 養 所 東 光 圏

現在日本では結核療養所としてこの右に出るものは無い。その設計までの脊心と、之を絡突させた

当事者の英断に敬意を表する。図の左の分は本館 ( 診療棟〉の正面で、君Tは病室とベランダ。笑施

設計日建設計工務、筋工神崎組@



図8 倉敷紡津工場女子分散寄宿舎

1 棟 2 戸、 各戸l ζ4人定員の主室 ( 10中前

を2 つ、副室 ( 4 盆〕を1つ持つ。右図は 1

棟の北面玄関側。左は分散寄宿の中心にあ

る談話室の一隅。

を生ずるので家庭的な雰囲気のものが慾しくなったので 築費は償くなるようて・ある。

ある。延坪は祭回答宿より大きくないのだがやはり平家 ( 筆者 倉敷紡績営繕課長〉

建なのと各戸に便所洗面所から炊事設備まであるので建

国 際 建 築 科 学 生 会 議 へ 参 加

一 一 関西でも 学生の動 き活接、各方面の支援を望んでい る

! 同15 臼- 21日 … 一 一 一 一 る の で … 一 舗 の 組 織 を つ j
くり、その代表として学生数名を送る準備が進められている。 ここに、 そのもょうを広〈建築界にお知らせし 3

て、各位の殴い御支援をお願いしたい。なお、関西建築科学生会議から建築協会への正式の申入れがあった。 1

1 月下旬、国際建築科学生会議開催について 、同会議

準備会より、イタリア学連を通じ、日本の学生宛に招諸

状がとどいた。 ( 招請状全文は33頁をみよ 〕

叉 2月中旬にとどいた会議準備会コミュニケによる

と、今度の会議は次の様なイタリア建築学界、著名人に

よって支持されている事が朗らかにされている。

全国研究評議会会長ギ ュスタグォ ・コロネッテイ教授

プィレシツェ大学建築学部長 アノレカシヂェリ教授

ミ ラ ノ 0  ポノレタノレッヒ，. 11 

グ ェ ネ チ ャ 。 ヂュセッベ ・サモナ。

国立者s市 計 画 学 会 副 会 長 J レイヂ ・ピチナ ー ト。

このよびかけに応え、関西の 6 大学の建築科の学生た

ちは先生方を交えて、伝統の問題を論じ、学生生活を調

査する等、活滋に活動を始めたが、何としても 、これに

応えて民主的に日本の代表を出せる組織をもたず、 まず

こういった組織をつくる事b当必要であった。 し か し こ

の機会に組織をつくり 、今後各大学々生間の交流を深め

たいとの要求が各大学の間より強く出、 2 月9 日に第 1

回の準備会がもたれ、 2 月12日には関西建築科学生会裁

をつくる事が決議され、2 月20日には結成準備金を行う

等着実な歩みを続けつつある。今度のロ ーマの国際建築

科学生会議は、建築科の学生にとっては戦後始めての試

みである同時に、その議題は我々の当面する問題に一致

してをり 、これに出席して各国の代表と討論し、叉今後

の学生交換を相談する事は 、今後の日本の建築科学生、

ひいては， 日本の建築界に大きな成果をもたらすので、

是非代表を送りたいものである。 ローマよりの返事によ

ると 2 月10 日現在参加申込の国身は日 末、 オ { ストリ

ア、ニュー ジラシド、 アルゼγ チγ 、ベルギー、 英 国、

レパノシ、チ ェツコスロパキア、ハシガ「リ {、 デシマ ー

グ、オ{ ストリ ー、 ブラシス、米国である。 3 月4 日関

西建築科学生会議は派遣代表を選出 したが、代 表 1 人送

るにも最少60万円を要する等、資金の函での面題が一番

大きな強路となってをり 、各方面の暖かい援助 を期待 し

ている。一方関東でも 、東大、東工大、早大、 日大等々

各大学で関東プ ロツグ協議会がもたれ、関西との連絡の

下にJ 全日本建築科学生会議結成のために努力 が払われ

ている。各地方で組織をつくりつつ、 「現代建築と国民

的伝統」などの ロー マ会議の 4 つの議題及び日本から提

出すべき議題が討議されようとしている。なお、 3 月10

日頃 日本か ら代表 4 名が選出された。
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サ イ ロ に つ い て

一 大 阪 製 粉 ナ イ ロ ー

1. 概 説

書買物サイロには加工業者が自己工場の倉庫として使用

するものと、政府叉は倉庫業者の倉庫との 2 つの別があ

る。之が相違は Pneumat i c Pl ant に於て前者は叡物

中にある塵挨を出来るだけ除去するに対し後者は目滋り

を可及的に防く事である。立地条件は勿論その本質的に

差がある。近年ダイヂエス トのロスアシゼルス港の広告

を見ても港湾施設は相当に完備されて来たが、之は施設

に依り荷役の時間短縮を計り、荷役コス トを低下せしめ

以て港発展を計画して居る様でらる。我国のサイ ロの歴

史は大正12年横浜に完成したのに指定き芙の附近に大容量

のものが出来た。昭和 3 年には名古屋に出来たが芙の後

中絶せるも終戦後横浜港外にトップを切り、 25年に同所

に大容量のものが出来た。英の総収容量90，( 削頃で 5 指

を屈するに過ぎない。而して全部加工業者の工場用であ

る。政府の計画は未だ工事完成せるものは無く之が完成

は食斜保管の点に大なる安心感が得られるものである。

大阪製粉サイロ外観
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陶 j昆 貞 彦

世界の毅倉を見るに北米オシタリオ州、| ポートウィリアム

にある GR A ND T R UNK  PACI F I C E L E V AT OR の如き

優秀なるものがある。円形15;転5 列計75; 伝と中間槽56;転

合計750，0∞プ ツシェルと主毅槽 70本 ( 内径23' - 3" 高

9'5) と中間槽54;<$: で計2，750，000プツシェルとで総合計

3，500，000 プツシェルを収容し得る。操作能力は多楢引

込線に対し10時間にて200繍の貨車の荷役が可能である。

次にサイ ロの利点としては、 1. 平面積が少くて済む

( 普通倉E重なれば10碩/ 坪なるも英の 5 - 7 倍) 2. 穀物

の搬入撒出が完全な機械カである。従って僅かの電力料

金で・良い。普通倉庫に施設してある各種コ γ ペヤー類で

は到底比較の限りではない。 3. 操作時間( 噸当り〕が

僅少で間に合う。( 停船滞事等の料金其他に大なる関係

あり) 4. 保管貯綴が最も安全且有利。 5. 搬人搬出時

に於ける損失欠量の心闘がない。 6. 包装容器が不必要

で風害が無い。 7. 搬ス搬出に際して自働計盆機を使用

する故人手無く E 確にして早し、。 8. 殺菌に際し気密で

あり操作簡単にして薬品代がYs- Y4で済み効力が大であ

る。( 殺菌は特に重要な問題である) 9. 穀物の発する

黙を発散する為外気に曝す場合亦は除塵再精撰亦は或る

種類の混合を欲する比にて混合する時に、機械装置に依

り、操作し得る。10. 修理費が不必要( 外国では湿度温

度の関係から小麦の持つ塵換に依り爆発せる例があるが

我国にては30年来皆無である〉

以上概説として述べたが大阪製粉の合理的経営に合致

し、小麦サイロの突現を見た。英の設計に当り考慮せる

諸点亦は内容に就き列記す。

2. 計 画

工場の立地条件は本船直接の底上げは不可能なるもハ

シケよりの底上げは可能にして、入手を全く憂しない。

(阪上機械の能力も距般に依り動力が大となるものであ

る〉設計の第 1 回闘は欽鋲サイロで、主主は地総軟弱なる

為基礎工費節減を企図せるも伝熱係数大なる為小麦格納

に適せず中止せり。第 2 回目は縦方コ y ! / リート角型槽

で、ある。之は敷地の狭小なる為最大収容を要求された為

でらるが、建築資の超過の為変更せり。多角形槽は応力

の点格納函積より一考の予地ありしも割愛せり。

建築概要 l土4三重| 一構造鉄筋コ γ グリート。基礎

一杭打( 末口 9 寸長サ 3 間〉直径 6 M、言t 6墓、介

在槽一辺= 約2. 5M2墓、高 21. I BM、建坪56. 64



に: : aI I 二Eコ

=: : : 1ごD C Iコ E 二mJ C E : コ

大阪重県粉サイロ率直・断面図
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サイロ屋上

ＷＺｴ 切符 ， ｾ 理Ａ 神￯， 希望 ｆ 偏比較ＨｉｊＧＱ ｐＮ＾Ｎ )  

九- -
内 ｾ＠ 角 干監

牧名号量 3 000 Ｍｨ ｾ 朱 2 0 0 0  U担 当t

出版差、持
Q  ;-.τ 62白 60 (j) .  '1. 6&0.  00 

防ITf，J念事h・ 6. 守ワ 5.00 '1， 60M( )  

ｾ肢は l 、3 ' 7' >

サイロ底部

並びに

機械室鉄骨

坪、外装ー シーカ防水剤入セ メシ ト吹付

|サイロ上部コ γ ペヤー建家卜 鮪

附 属 機 械 室部l- 構造 鉄骨造 6 階建、 建坪34. 29

坪、 延坪218. 76坪、外装ー亜鉛鍍波形鉄鉱銀 ペγ

キ塗

3. Pneurnat i c Pl ant  

サイ ロに附随せ る機械設備は下図の如くにて、船より

駁上げられた小麦は第 1 回の塵挨の除去を行いエレベー

ターにて上部に撒入され、 自働計量機にかけられる。次

に第 2 回の除塵を行い同時に援別後第 3 回除墜を行う。

而して必要量を計量な しつつ、製粉工場に廻わされる。

本サイ ロは工場用なるも倉庫業としてはベル トスケール

のみを通してサイロに撒入される訳である。

4. 小 麦 の 圧 力

応用力学中にて粉体の研ｾは最も未知の点が多いが圧

r  t. . . - ' : . . . J .  Oa h  ... 酬 J _ P， 山 山A t:. P' . . j  

AI R  

@  

① 

W糧昨

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1人

!

1

1

1

1

1

1

1
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力算定は疑点ある ままに次の如 く数価 を算出せり 。

浅樽に属する上部の圧力は土庄論に依り深槽としての

限界点は

去=ょJ :opt こて決定せり 、

2 山へ...... - 2 )  a =直径

2 0 = 上部より崩援面深さ

次に深槽に属する部分の釣合条件式は次の如し、

F dP bm= 'YP d Z - /  p . UJ Z  

F 断面積 U 周辺の長さ

/  tanrp'  P. 側圧強度

P bm底庄平均強度

Ｔ 邑 ＡＡｌ ｾ d- Ｔｾｕ＠ 'f¥ 上記釣合方程式の解法には結

d Z  F  ， ｾ＠

果的に 2 つとなり、亦土圧論

民→

に依るものと 3 つである。

1. ヤ ν セシ式

P. = k Pbm と仮定すれば

P - 7 F  f T - e - 与h
' - 7  

U ¥. .  )  

Z = ∞なる時

zn a x P 7 F - 7 T  

.= j  
X  

U  
= j ・

τ

U "  
1  

一一
j k = ー-

p
r  

Z。

Ps =r o叫(
1 _ e -

Z
! Zo)  

Pb=P. / k  

li! Pち深さの限度以上は圧力一定を示す。而して

怠角には無関係是 = 0. 6とす。

此の式で / =t anr p' なる値の少しの差が可成り P.

に影響があり、設計上之が値の決定に困難あり。上

記表中のコシグリ{ ト商に対する値即 / =0. 44 を

採用せり 。

2.  !J ーロシ式土圧論より P. =  t an
2

(  
45

0  

- ｾ＠ )Pbm 

li! Pち小麦の値は rp=25
0

の時 k=0. 406く 0. 6=突敵

値之は差が大である。而し浅槽の時は上記値は突

測値に近い。

3. フレＭＡＩｾヒ式土圧論に比べて静力学として扱

い平面的な扱いから、空間的の扱いをしている。亦

等方弾性土質とサイロのと内圧とを結びつけ内圧力

を求める方法を示している。( 方程式道路〉

以上であるが Koer on 式は浅槽部分に適用し深槽部分

に対しては J ans s en 式に依れり 。問式は計算簡単にし

て、 h の値も突験値より安全側である。本サイロに於け

る内圧は次の数値で‘ ゐる。

1= 0. 44 k =0. 6 

2 n =..!!_ x  _l _ x  
_  1  

o = - ，- X 一一..，
X. . .  

=- = 5.  5 M  
v  

4  0. 44 '  0. 6 

D  

_  

'YP  _ '  0. 8 X  5. 82 ，.， ，，ｾｾ＠ I  ｭ｡ｸｐＮ］ ｾ ］＠
ｖｾｾ ＭＧ ｖＮｾｾ＠

=2.  65t / m .  

' - 7U- 0. 44 x 4  

-....v.... ，.u 

ma x Pb =2.  65/0. 6= 4目 42t / m
2

z

s

r
'

・
a

凶

w

z

n捜

S

V

流動せる叡物の圧力は流出孔を

H  
底の中央に置き且つ聞孔を栂断

刻 ｾｾ Ａｄｏ

面の 1/150 以内なら しむれば穀

物の流動に因る圧力上昇は静止

穀圧を超ゆる事甚だ僅少で最大

変動は通常の状態にては10% 以

内で‘ ある。 断 面 決 定 に 於 て 内

圧はパン ド筋に依り処理するも

のであるが、 材籾許容限度は

次の如くせり。 混凝土 / o = 5()

1

官庁

内孟
24'/Ha

ザ千口肉s:. ゑ k g/c m
2

鋼筋 / 1=12∞k g / c m
z

之は円形引張力に対しては鏑筋に全部耐へしむるもので

らって、 2 次的応力主主混凝土応張力以内に収める萄: に依

り、許容設計荷重以前に初期亀裂の発生する司王を防ぐ為

である。槽断面積応張力 18c mX  100c m X  4.  5 kg/ c m
2  

=  

8，100t on く 7，400t o n ス ラ
y

プ = 1 9 c m 水セメシト上[ : j ;

= 65  

5，二 次 応 力 解 析

円筒の 2
次応力として最も大なるものは地震力に依る

曲げモ ーメシトに依り、円形に歪を起す問題がある。地

震時水平力が円筒に作用せる時円筒は鉛直線に対し、僅

かの援みを生ずると同時に、円形臨調は僅かに偏平とな

る。此の力をX として円形断面に生ずる曲げモ ーメント

を求める。要するに円筒に努断補強として補倶! 財を要す

かる否かの検討である。此の作用は「ゴムチュ ーブ」を

曲げる時に見られると同様であって「チュ ープ」では遂

には最大曲げの点に於て管は完全に平になる。サイ ロが

|  
地震力を受けて柱脚

に於て最大曲げを生

ずる点では、此の応

力は最大である。而

本設計l主群糟であり

周壁は同一なる断面

ではないが、簡単の

為に同一なるものと

する。梁が曲った時

断面 A B 上に於ける
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中立執より 上方の任意のC 点に於ける応力は

8 = 予y ① X =Por p=苧mo伊 ②

1 =断面 2 次セー メシ ト

d Aゆ ら く 垂 直力 = 山 = 学y d A

従って A ，B上に働らく垂直力の合計は

r/'  r/'M  M r/' . .  Mmo  

Po=  L. &d A =  L_T y d A =了l J d A =ニFι

X は Po のx 方向の分力の和であるの

ｘ］ Ｒｐｯｳｩｮ 少 角 Ｒｐｯ ｾ ］ｐｯ ｲｰ
玄 ー 0 言 。

MI  r--. 

rp= B了…・・ …・・・・ω ーモト mo =2rr: ，. 2t 

X = 主竺Q} _ ω  
12B - r、

ーふキ- mo =2r
2

t  

mo=J〉d A は中立執より上 V '  

叉は下方の断面の面積の中立車翰由の周りの一次互率客

円筒脚部地震時最大そ - メγ ト M = 3024“t

O  
右図 y 紬に関する断菌 2 次率 2 = 1臼38剖O∞O∞

8  =  ＳＰ ｟Ｒ ｟ ＴＺ ｟ Ｐ ｟ Ｐ ｟ ｾ 巳］ 22kg/ cm!l f ，p. ・ i

13800000 - - - - g ， - /七々 、 再，

②式より 「 与↓ 千 Ｋｾ
Pn=  ＲＲ ｾ ｟ Ｒ こ ＳＮＱＴ せ豆三日旦 ・( U  LJ 

o  ｾ＠ - - - 600 '-f'I'11.口

=  372， OOOt on 1"  

MI  30243000 x  100 

rp= 宝 了 - 210，000 x  13800，000  x  600 

= 0. 0000174 

X  =  Porp =  6.  48kg  

上記 E の{ 直は次の如き割t曽をなし得る。 ( チモセ Y コー

の連続せる版叉は円筒の条件〉 辻 玄 μ ーポア ソγ 比

- : : l ' . / ! I ト ト の 時台 寸8

即ち 亡七言= 3抗 側

次にX の{ 面} が求まった故之が円7診断面に働いた場合の

曲げモ { メγ トを求む ( 簡単に以下言句草は 1 個の円筒と

す〉

方向の反対な力X が働らく場

合円形は対総である故輸の士の

4112服

部分だけ考へれば良い。隊商m，

n 内に於ては努断力は働ゆず張

力叉は圧縮力は X / 2 である。此の断面に働ら く曲げモ

ーメγ トM の大きさは不静定でカスチグリ アノーの定理

を用いて求める。結果のみ示せば

X R  

ma x = 一一一= 土0. 318 x  R = O.  318 x  0. 065  x 3  

π  

= 0. 062t. M.  

筒最上部サイロ充満時最大地震力に依る擦は f =.0. 136 

c m である。

20 

6. 防湿防熱

鉄筋 コシグリ { ト はサイロの材質としては最良のもの

であるが而し湿気を幾分吸収す る点叉は黙の伝岩手率の点

にて完壁 とは云えない。 特に湿度の多い我国に於ては湿

気の問題は考慮、しなければならなし、。 本工事に於てはシ

ーヵ防水剤人り そノレタノレ吹付 とせる も之は不充分であっ

た。近年ア ーマーコー トの如き優秀品があるが之を使用

するか、叉は混凝土防水の上防水モノレタノレ塗程度の必要

が充分あり 。混凝土打ち放 しの方法は最も危険であって

僅かの援体の欠点より 、暴風雨時、高所の内外圧力の差よ

り相当量の水を透す結果を招来する。 上部屋根はコンペ

ヤー建家を必ず設けられるので- 心配は僅少で‘ あり 、此の

場合も防水モノレタノレにて完全で‘ あった。サイ ロ防水の為

に建築費が僧加しでも穀物保存上の点より見れば致し方

なく 、後に於ける補修は、建物が高いだけに出灘いもの

で・ある。次に断熱の問題であるが、本サイロに於ては壁

体の断熱率の他には何等の養生は施してない。内部温度

は小麦自体の呼I J & 作用に依っても発生するが、外よりの

黙の侵入に就いて検討を試みる。材料の黙伝導率とは単

位時間に単位面積に於て表面に垂直なる方向に黙を遜 し

単位厚さに対 し摂氏 1 度のi温度上昇せしむる害事丞を云う

のであって、即ち 1 平方米を 1 時聞かかって摂氏 1 度高

むる率を以て計鉾式が出されて居るが之は黙浸入量を単

に壁体のみに依ると仮定しており 、突際には囲儲する空

気の署名伝導即ち物体より空気に黙の移り行く 率にも関係

する。

1 ，1  1 ，.1 

ー + ー = 一 一一 = 0. 165

a l  T  a 2  - 25 ・8

a l 流動状態の気体 内 =25

a !l 静止状態の気体 a: : ==い 8

上記関係式に材料断罪悪率を加えて透入黙盆を計算すれば

良いが此処で熱伝道の大なるものは何であるかを考える

に対流副射に依るよりも 60- 70% のものは反射に依り妨

げるもので‘ ある。故に表面にアノレミシ ート を貼る事は断

書思防湿の点より最良の方法であると恩はれるが経費の点

より見れば之に近い塗斜即ち白色叉は銀色を使用し、平

滑なるものにすれば好結果が特られると確信す。而して

白色ア ーマーコー トを使用すれば良いのではないかと患

はれるの

7. 殺 虫

小麦の入荷に際して農林省植物貿易所の検査があるが

穀物中 1 匹の有害虫が居ても殺虫消毒をやらなければな

らなし、。有害虫とはコグゾウ 、 ノシメガの卵、幼虫、成

虫が多L 、。 殺虫の方法としてはサイロの上部より下部に

至る樋を作り 、同省にて定等有害虫の培養せるものを適

当の間隔をあけて釣し下げておき、後之等の死滅せるを

確認するもので・ある。薬品として使用せられるものはメ

チールブロマイド( 商品名メチプ ロν 〉である。
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意に依り記されたもので、昭和27年始めのものである。
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高く 採用せず最上旬砲を 4 回に打ち上げたのである。次

に法規上の問題としては O. P. に依る高 さの制限と前面

道路を基準とする建物高さの 基準は適用されるのであ
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る。終 りに臨み大阪製粉の上阪氏の御厚意に感謝 し亦先

に建築学界見学会に御参加戴いた方 々に対 し厚 〈御礼申

し上げます。 ( 筆者 清水建設大阪支庖設計部技 師〉



神戸港第七突堤上屋倉庫建設工事について

写真 1 外 観

1 . はしがき ー第七突堤の概要

第七突き是西側は戦後神戸港における鮮の滋少及び駐留

軍接収による揚げ浜の不足を補い、貿易の漸摺に備える

ために、昭和26年 4 月着工し、公共事業費及び安全保障

諸費計 5 億 2 千 5 百 7 万円を以て昭和28年 6 月下笥購造

である鉄筋コシグリート造筏矯( 長 200米、巾負 51. 8米〕

をほぼ完成すると共に、上部精進である上屋倉庫( 鉄筋

コγ グリート造、 3 階建、延坪 6 、500坪〉は神戸埠頭株

式会社企業のもとに昭和27年 12月総工費 3 億 3 千万円を

以て着工し、翌28年11月25 日完成したもので、その主要

項目は次の通りである。

( 1) 突 堤

防) 突f是形式一双子式突堤

(b) 突堤構造ー鉄筋コ γ F リート造桟橋構造

(c) 突堤長さ及び巾員一200米 1 パ{ ス( 片側〉

51. 8米( 片側)

( め突堤水深ー10米( 対象船舶 1 万総屯級純貨物船〉

(e) スリップ巾員一本船側スリップ 143. 4米

指字、筏l汎船側。 45米

的 ェ プ ロ シ 巾 員- 6. 5米

( 2)  上屋倉庫

切) 構造一鉄筋コシ F リ{ ト造

(b) 階 数 ー 3 階

信 ) 階 高 ー18. 90米、最高階高22. 20米

ω 屋根ーアスフアルト防水層施工の上、押へコシ

グリート打金銭仕上

(e) 外 装ー防水モルタノレ塗の上、刷毛引

( f ) 面積一建坪7，490平方米、延坪21，316平方米

(g) 上屋倉庫内荷役機械

貨物用エレペ{ タ ー 1 台、容量 3 屯

スパイラノレシユ { ト 2 基

( 3)  岸壁荷役機械

本船俣lト 2 屯ダフワレリシグ式レベルラプイシグ

東

回 賀 秀

寿 ※

和 ※※

タレ ーγ 1 基

鮮 側ー 2 屯〆プノレロープトロリー式モノレ ーノレ

ホイスト 1 基

1. 5屯 。 2 ;li15

( 4) 鉄道引込線ー 1 階屋内に 2 車線 (工事中)

( 5) 錦頭船舶給水設備その他

2. 上 屋 金 庫 建 設 計 画 の 概 要

( 1)  計画の方針

第七突堤の建設計画は神戸港外貿施設の不経済なる施

設配置を是正し、港湾諸掛りを最も際くすることを目標

とする一つの試みである。J . ! Dち神戸港の第一乃至第六突

堤は輸入貨物に対する税関事務を執行することを主目的

として施設配置を計画されたものであるから、上屋のみ

が本船岸壁に近く配置され、民間倉庫は突堤基部の物揚

場に面して建設されている。このため貨物の流れは必然

的に次の経路の何れかを辿らざるを得ない。

輸入物資

岸壁荷役→上屋メ陸上運搬一一一一、

本船ど W 回漕→沿岸荷役τ倉庫

『舷仮附役一一- - +鮮回摺→沿岸荷役/

車市出物資

倉庫→沿岸荷役→3字国潜→舷側荷役→本船

このため、貨物の多くは鮮回漕によることになり 、港湾

諸掛りは必然的に高くなる。従って現在の神戸港に於て

港湾諸掛りを出来る丈付廉くし外貿施設能力を場強する

方法は次の諸条件を持つ施設問置の新しい突堤を建設す

る以外に方法はなL 、。

(a) 輸出入とも上屋倉庫を持った本船岸壁において繋.

岸荷役する。

(b) 上屋倉庫を立体的に岸壁線に配置して貨物が岸壁

線に直角に流れる丈で積卸し、荷捌き、旗持ち保管

出来る。

( の荷役を出来る丈機械化す る。

換言すればこの新しい突堤の計画は本紛が接岸出来る様

に海上に突出した上屋倉庫の建設討商で‘あって桟橋はそ

の基礎である。かくの如く第七突堤は従来の突堤と異な

り最初から筏備、上屋、倉庫を一体として計画した「海

上倉庫」と云う考え方から出発している。

(2)  計画の概要

第七突堤の計画対象とする船舶は神戸港における過去
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平面図 1

の統計、関係外国港湾の水深、パナマ、スエズ両運河の

水深、 日本の造船計画、経済的船型等の観点から 1 万総

屯級貨物船を対象とし、上屋倉庫に搬出入される貨物は

専用設備の関係から棉花、食糧を主な対象とせず、所課

定期船貨物特にグリ ー γ ヵープーを対象とし域情酉され

たものである。

(め よ 屋 倉 庫

(  i  )  上屋倉庫の面積

上屋は10，∞0総屯の貨物船が満載している貨物を全部
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妨げ、同時に貨物船に満載する丈の貨物をも収容しうる

容積を計画し、倉庫は次表に示す神戸港における上屋倉

庫の面積比により上屋の 1. 5 倍とし鉄道敷及び運営に必

要なる附格面積を考慮して、高句21，000平方米とした。向

上屋倉庫の dead space については貨物の樋類により

異なるが一応3 0 %としている。

神戸港における上屋倉践の面積比

( 神戸海運局倉庫深調〉

(  ii )  上屋倉庫の高さ

上屋倉庫の高さについては貨物の種類により積上高さ

は異なるので、貨物別の積上高さ及び各種上屋倉庫の実

例を調査し、筒倉庫業者その他の意見を徴して次の如く

計画した。

1階 階高 7 米、室高 6. 7米、桁下高 5 米

2階 。 6 米 、 。 5. 7米 、 。 4 米

3階 。 5 米、 11 4. 8米 、 。 3. 6米

( iii )  上屋倉庫において取扱う貨物量の推定

この上屋倉庫において取扱い得る 1 ヶ年の輸出入貨物

量は輸入貨物は輸入用上屋の面積で制限されるものと考

え、上屋倉庫における荷動きの状態が神戸港既存の臨港

上屋倉庫の取扱量及び廻転率と同じ、即ち輸入用上屋倉

庫 1 平方米の取扱量0. 61屯( 坪 2 屯) 、 1 年の廻転率を36、

輸出用上屋倉庫 1 平方米の取扱丞1. 51屯(坪 5 屯)、 1 年

の廻転E容を12とすると、年間20万屯の一般雑貨を取扱い

得ると縫定される。

(b) 毒壁荷役機械

岸壁荷役の方法についてはシツプステーダル法、パー

トニγ グ法、廻転式叉は直進式岸壁グレー γ 、コ Y ベー

ヤ{ 法等を比較検討した結果、本船側はマシトロリ{ 式

複線テノレフアｻトラ γ スポｾ t - 3i妻、鮮側はダプノレロ

{ プトロリ ー式モノレ ーノレホイスト 3 基を計画したが、

その後種々の事情により本船側荷役機械はダプノレリ γ グ

式レベルラフイ γ ググレ ー γ Ｑ ｾ 去に計画変更したが 、 将

来地設の計画である。

本船側 ダ. プノレリ γ グ式レベルラフイ γ ググレ ー γ

l 基

捲上能力 常用荷重 2 屯

海側軌条中心より最大及び最小到達距離22米、7. 75米

揚 程 全 揚 程 34米

捲上速度 60米/ 毎分

引込速度

走行速度

旋回速度

60米/ 毎分

30米/ 毎分

1. 5回/ 毎分

鮮 側 ダプノレロ ープト ロ リ{ 式モノレ 【ノレボイス ト

捲上能力 1. 5屯、 2. 0屯

倉庫前脚柱中心よりフツダの最大到達距離

( 海側え) 9. 8米

( 陸側え) 35米

協 程 (海面よりフッタ迄〉 22米

捲上速度

横行速度

30米/ 毎分

60米/ 毎分

(c) 鉄道、道路

上屋倉庫fこて取扱われる貨物盆は年間 200，∞0 屯と考

えられ、その内臨港鉄道に負荷されるものは神戸港の突

績よりして70，000屯と推定される。今船積屯数と貨車積

屯数の比を 1: 1. 6 とすれば、臨港鉄道 1年間の取銀

は約45，∞0屯となり 、 1 日平均必要草橋数は約12痢で最

大必要事柄を考えても 2 車線とすれば充分である。道 路

については一階上屋内に 2 率線を計画したがその後鉄道

敷を舗装して道路に兼用させることとした。

(3)  殴計の概要

第七笑淀は周囲を重力式岸壁で囲み中を埋立てた神戸

港における在来の突堤と異なり 、突堤全体を櫨橋構造と

している。Nsち桟橋全長 200 米を50米毎の 4 プロ ツグに

分けて不等沈下及び温度変化による伸縮等を考慮し、各

プロツグ毎に 9 ;; 転の脚柱を据付け、各脚注を縦横に鉄筋

コγ グリート梁で剛結し、之に床版を張った域協情造で

あって、この上に建てられた鉄筋コシダリ ート 造 3階建

の上屋倉庫も 4 プロツグに分けられている。この構造は

神戸港における自然条件、経済的理由及び急速施工の観

点より、種々の比較設計の結果決定されたもので‘ ある。

外力については

同 地震 一神戸地方に発生した地震の資料か らどの地

域に起る地震が神戸地方に被害を与える 可能性が大き い

かを調査し、第七突堤予定地と神戸海洋気象台とに力極

度計及び変位計を据え、 1 年間の地震観測をすると共に

弾性波探査法によって、両地点の地盤構造を調査し、地

盤の影絡による地震動の相対的関係を求めて、南海地震

程度のものの、 第七突提における最大力i薩度を准定し

た。 これに上屋倉庫の勇断震動の影縛を考慮 して、 各階

の設計震度を次の如く決定した。

下部構造( 1 階床面以下) 0. 15 

2 階床面 0. 20 

3 階床商

屋 上 面

(b) 貨物荷量

0. 23 

0. 24 

上屋倉庫の床面に対する設計荷重は棉花、食糧を主な

対象としていないので前述の階高その他 より考え次の如

お



T写真 2 ↓ 写真 3 写真 4→

く決定した。

り、その工事についても第七突堤建設工事の一部として

計画し実施した。即ち全体工事を50米毎の 4 ブロツ グに

分け、 1 プロツ F の筏筏工事が完成すると直ちに上屋倉

庫建築工事に着工し、所定の短期間に全体工事を竣功す

る様にした。 ( 写真 2 、 3 、 4 参照)

( 1)  筏橋建敵工. の概要

脚柱ケ ーソγ (8 mx 8 mx 15. 7 m、8 mx 8 m x  15.  2m、

8 m  x 8 mx  13. ＲｭＩ 計 ＳＶ 基を函合 Ｓｾ 左上で各函台につき

2 - 3 個づっ同時に製作し、浮揚力約 2 千屯の浮ド" 7 ! 7

1 階 3t /m2  2 階 2. 5t /m
2  

3階 2t /m
2  を使用して函合共ケ ーソ

γ
を持上げ、 ドツ F プール( 水

(c) 地盤支持カ 深( ー) 155米〉に運び出し、ド ッグを除々に沈めながら

ボーリングによる地質調査及び土質試験の結果より設

計荷重 80t /m
2

としてゐるが、ニユ{ マチックヶ - '/:.-'

工法による脚柱沈下中、獄荷板試験を行い、必要なる支

持力の地盤を求める。

同 風 カ

本船側上屋倉庫の面が殆んど全部シャツタードアであ

り、文従来の上屋倉庫よりも相当風当りが強いと考えら

れるので、東大生産技術研究所の風洞で模型実験を行い

60m/ s ec の風に対する各部の風圧分布を求め、 これに

より細部設計の外力とした。

3. 上 屋 倉 庫 建 築 工 事 の 概 要

上屋倉庫は第七突堤の一部として計画されたものであ

↓ 写真 5 写真 6 →
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補助フ ローター を取付け、ケ{ ツ γ を浮世草させた。 ( 写

真 5 ) 。ケーツシを据付位置まで曳航し、ケーソ γ 及び補

助フローターに注水して海底に仮振付け、側壁中詰コ γ

グリ ー ト及び継足コングリ ート を打った後、ニ ューマチ

ツグケ ーツγ 工法により海底約 4 - 1 0米まで掘盤沈下さ

せ、底部中詰コ γ P リートを施工した。一方縦横の大桁

及び突桁をプリカ { スト にて製作して置き、沈下終了し

たケーソシに起重機船叉は桁架設用合船にて架設し、ケ

ーソγ 上の桁結節部に場所打コシクリ ート を施工した。

( 写真 6 ) 。次にプリカ ーストした小桁を大桁叉は突桁問



運 転 実 績 表

階

階| ス ト ロ ー

プ レ ツ シ ヤ ゲ ー ジ 110. 0 110.0  

芳 三 ζ ｉ ｾＰＷｾ ｉｾ Ｐ Ｑ Ｒｂ
政 状 三--::___INo.  5 P  jNo. 4P

1

No 町N o・4 P

176. 60 175. 05 

7. 80 7. 80 

7. 00 7. 00 

44 43 

38. 0 45. 0 

12. 5 12. 0 

セメ Y ト 320kg 砂 639kg

砂 利 1，177kg 水 155kg

W/C  0. 49、スラ γ プ15c m、G/ S 1. 85 

粗骨材最大寸法 25 mm、空気量4. 5%、

ダレ ツグス使用

工事の施工については、コ γ クリ ート ポγ プ

によるコシ タリー トの施工以外、特に問題とす

る点はない様に考えられるので、コ ンクリ ート

施工について概要を記す。 コシグリートは主と

して神戸港工事々務所構内にある既設の コ ' ./!l リート

プラ γ ト( セメシト輸送用ニュ ーマチックコ γ ペヤ ー

骨材遊搬用地下ベノレトコシペヤ ー及びパケッ トエレベ

ー タ ヘ ウオ{ セタリ ータヘミキサー等〉で製造 し、‘

ダシプ トラツグにて第七突堤現場まで運搬 した。第七

水 平 距 離 126. 30M1  26. 601  77. 叫 80. 05

_ ，鉛 直 隠 離 122. 00M1  22. 001  22. 00， 22. 00 

時間当コングレト最 1 7. 50M8， 7. 501  7. 501  7. 50 

流 142- 58A:32- 61同~叫

ｉ ｾＭ ｒｾ［ Ｎ ｾ ｉ ｾＭ -T- -- 1  突知見場ま T迩搬すると コγ P リート は軟繰りのため

階| ス ト ロ {  グ |泊 o J  45. 0 1  37. 0 1  44. 0 多少分離するので之を練直し コγ グリ ート打込現場まで

1  ｫｧＯｭｭｾ Ｑ＠ 1  1  

プレツシヤゲ ー ジ Ｑ ＱＲ ｾ Ｐ 1  12. 0 1  14. 0  1  15. 0 コシグリートポ γ プにて圧送した。然 しコ γ グリ ートポ

そ と - どロツ パ N 0・1 B 1  N 0・2 B シプによる公紘輸送距離について鉛直及び水平輸送距離

i  i ド ぞ | l  l  l  M OW 250米 山 脚 初 、 院の 使 用 峨

P 状 ¥ 久1No.  5 P  1  I
N o

.4P恒 竺 圏において最初のことであるので、上屋倉庫 3 、 4 プロ

水 平 鹿 離 ¥32. 60M1  1  81.吋 ω S ;; t: の 3 階、開 及 び 極 の コ げ ト トについては 3

塔 | 鉛 在 庫 離 炉7. 5 0 M 1  1  24. 50
1  30. 00 、 4 プロックの聞にタワ ーを建て、 ここ までコ γ F リ{

時間当コンダリ3 ト最 18.
20M8

1  1  8.
50

1  7. 00 トポンプによってコシグリ ー トを圧送し、タワー で捲き

電 流「℃221 lm 4 0i2 M O 揚 げ む こ の 工 高 に 関 す る コ げ ト トポγ フ・の溜模

霊 | ス ト ロ ー グ P 8 0 1  144 4M- 2績は上表の通りである。

プ レ ツ シ ヤ ゲ ージ 113. 0 17 0  :2O・b 筒使用したコシグリ ート ポ げ は 石)11島重工業株式会

に起重機船にて架設し、床版を場所打コ γ P リ{ トにて

施工し、筏橋を完成 した。

( 2)  上屋倉庫建築工事

桟矯工事の床版場所打コ γ グリ ート を施工する前に上

屋倉庫の柱の鉄筋を埋込んで置き、桟 橋工事 1 プロツ グ

が竣功すると直ちに上屋倉庫建築工事を施工した。工事

{主主E輸省神戸港工事々務所の監督のもとに清水建設株式

会社によって施工されたが只コシグリ ート のみは下記仕

様の生 コシグリ ート を打 込現場にて官給したっ

コシタリ ート仕様 ( 1 立 米当り)

社の製品で下記仕犠のもの 3 台でおる。

コγ ! / リー トポ γ プ仕様

型 式 単 儲 拭7. ラシジャ ーポ γ プ

能力 1 0 m
3
/ hour  

廻転数 40r .p. m ストロ - !l 3 0 0 mm 

プラ γ ジャ ー径 1 6 0 mm モ{ ター 40- 50FP 

ホッパ ー容量 O. 8 m
8  

輸送管口径 6i nch 

(筆者※ 第三港湾建設局次長 ¥ 

※ ※ 第三港湾建設局神戸港工事事務所長ノ
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工 場 本 館 延 1，060坪

基礎 ペデスタノレ杭打、 主体鉄骨、

陸屋根コングリート 、4 階建、壁

ユニオンボ ー ド貼、床モノレタ J レ仕

上

動 室 延 144野

ポイラ{ 基礎のみ、 ペデスタノレ杭

打、 主体鉄骨、屋根ロ ー ノレ アノレ ミ

板 葺、一部 2 階建、壁ユニオンボ

ー ドR占

原 積 倉 庫 延 678呼

主体鉄骨、 屋 根 ロ ーノレアノレミ板

主革、平家主主、鐙ユニオン ボ { ド貼

製 品 倉 庫 延 364坪

基礎 ペデスタノレ杭 打、主 体 鉄骨、

2階建、 壁ユニオン ボ{ ド貼

包装用品倉庫 延 150坪

主体鉄骨、屋根スレ ート 主革、壁ユ

ニオンボ ード結 、 2 階 建

薬 品 倉 庫 延 32係

木造瓦立、平 家 建

倉 庫 延 10坪

煉 瓦 造、平家建

雑 品 倉 庫 延282呼 ( 三 棟〉

主体鉄骨、屋根スレ ート 主革、壁ユ

ニオンボ ー ド貼、平家主主

務 室 延 170坪

鉄 骨、屋根ロ ーノレアノレミ板主革、壁

フレキシプノレポ { ド及ユニオンポ

{ ド貼、2階

食 堂 、 浴 室 延 172坪

鉄骨、屋根ロ ーノレアノレミ芳、壁ユ

ニオンボ ー ド貼、一部2 階 建

場

堺市神南辺岡r5

13，540坪

エ

置

地

物

位

敷

建

原

社 堺
.60.  

:;ZJ:; 日 本 製 糖 株 式大

般 計 新 制 作 協 会 建 築 部

担 当 建 築 綜 合 研 究 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

大阪市の外れから堺市に這入って間もなくの海岸に面した埋立地

にこの工場がある。 キユ { ノミからの輸入原糖の荷揚げ、精製品の発

送等を考えると 、 まことに絶好の敷地 といわねばなるまい。

さて、 この工場の建設計画中こ当つては、いくつかの特殊条件が、

為っ たが、今それらを要約してみると次の様になる。

1  工期が極度にきりつめられていた事

2  埋立 地 で地盤 が や L 軟弱だった事

3  製糖工程の要求する機械の据付や配管工事等にブレキ シピリ

テ ィー ( 可変性をもっていること 〉が必要な事

基本条件は以上の三点だが、技術的には鉄骨乾式 構造 を採用する

以外に、これらを満足させる方法はなし、。当初は鉄筋コンタリ ー ト

によって計画することになっていたが、以上のような理由で鉄骨構

造に計商換えされたのである 。 さて、 この鉄骨だが、 為る工場の解

体 トラスを全面的に転用するという方法をとることになった。そ れ

はこの工場を低コストで建設するキ { ポイン トには違いなかったが、

それだけに 「やりくり 」 の苦心は大きく 、サッシユを十数種にふり

わける段になると全く手古ずったものである。

木毛板の両面にアスベス トボー ドを定着した 「ユニオンボ ード」

を外壁兼 内壁として全面的に使用 した が、施工当初は材料の乾燥度

など十分でなかったせいかへヤ グラツグ等に悩まされたり 、 また目

地に充填したピッチ等も施工上や、難 点をのこした。 しかしながら 、

2，∞0坪 をこえた工事 を170日聞に完成するというような過急の工程

をともかく無事にや りとげ得たのは、現場に於ける施工関係者の努

力 もさることながら 、 ユ ニオンボ ー ドという取扱やすい材料を採用

したことに侠つものが大きいといえる。

今後の工場建築についても 、 この工場に課せられたような現実的 t  

な条件が山積してくるものと思われるが、それに誠実に対処す ると j  

い う地味な仕事が建築家の一つの役割であることが痛感されるので j  

ある。 ( 建築綜合研究所〉 j  

i由

事

象文

と ぱ

.口

設 計 者 の こ

山

建 設 部 設 置

地 鎮 祭

起 工 式

製糖本館上棟式

工 場 竣 工

話事糖開始

事務所及食堂工

事着 工

向上竣工

竣工披露式

着工から鎗エまで

昭和27年11 月

11 28年 1 月20 目

。11 2 月16 目

。11 4 月 5 日

11 11  G月20 日

11 11  7月1G日

。11 7月20 日

10月25 日

11月 5 日

々

々

11 

11 
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1一一一一一 大 日 本 製 糖 工 場 建 設 工 事 一一一… t

L … … … … … 一一一 施 工 面 に つ い て … … 一一一一一一J

5 ま え が き

準 倫 、 整 地

大日本製糖株式会社が製糖工場を、大阪府堺市の三宝

浜に計画され、現地に建設部を設置し、建設業務を始め

られたのが昭和27年11月で・あった。英の年の年末までに

敷地造成を済ます事となり 、工場及事務所関係の各建物

の周囲 、 Ｓ Ｎ ＶＰ 米の拡さに各々 ＵＰ 恒 ｾＶＰ 甑の盛土を進め

た。これは建物の基礎を掘盤するのに、当初から盛土を

するのは不経済のように見えるが、非常な短期間の工期

に竣工さす為に敷地全体の高低を考えて、 先づ盛土を

し、敷地造成をする事を計函されたのは、誠に賢明なや

り方で・あったと考えられる。

般 計 監 建

設計監理は、東京の建築終; 合研究所、及建設工学研究

会で、設計者と して有機的な建物の配震と他工場? こ一寸

見られない新味のある外観に苦心を払はれた2知士、竣工

した建物を見ればーえしてうかがい知るiJ' j I が出来る。そ

桑 山 音
士

ロ

れだけに施工者として、設計者の意図を充分呑み込んで

設計者の意志に忠実に しかも優秀な施工をする事に一段

と努力を主要した訳で、ある。

工 期 厳 守

昭和28年 1月始めからペデスタル杭打櫓の準備を進

め、先づ締結工場を第一番に、原動室、煙突、製品倉庫

と云う JI蹟序で杭打をした。英他の建物は全部杭な しで、

直接地耐力にもたせた。

2 月上旬から基礎痢墜を開始し各建物は勿論工場用水

の給水から排水工事に至るまで、機械の運転に必要な施

設を一切完了するのを、 6月20 日と定められたので 、工期

厳守を確約し当初から笑貨の体制j をもって工事を始め

た。 基砂捌怒にかかってか ら僅々 4 ヶ月半の短期間に竣

工するZよれま相当の難事で、従来此の種の建設で予定期浪

がかなり延引 した例があって、此の京会社建設部でも 非

常に心配され、工期j絶対厳守は此の工事の最も大きなポ

図

匿三塁

ニ グ
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イン トであった。

主 要 構 造

本工場lま、精糖工場を始め各倉庫芙他事務所食堂( 守

衛詰所のみ木骨造〉もすべて鉄骨造で、慾出入口はスチ

ーJ レサッシユ及スチ ーノレドア ーである。鉄骨は東京羽田

の茶会社所有の既設建物を製糖会社で買い取られたもの

で、これを解体し、海上輸送 して大部分利用、極めて少

量の新材を補足しただけで聞に合った。スチ { ノレサッシ

ユ、 ドアーも水切板の腐蝕したものを除いて殆んどその

まま使用した。此の点経済的に見て非常に賢明なやり方

をされたものと思う 。

次に工事: 計画と施工の詳細二三について述べる。

5 工 事 計 画

工場建設の施工に当って最も苦心を払ったのは、精糖

工場( 本館〉の建築工事進行と同時に精糖機械の据付及

各種記管工事が進められるのを如何に支障なくやるかと

言う事であった。建物が援工した時は機械の据付も殆ん

ど終っていなければならないので、各階の床コシグリー

ト、 外壁仕上、内部仕上等はすべて機披据付と併行 して

施工した。

図 1 の計画図に示す よ うに鉄骨現場加工及荷捌用のガ

イデリツグ( マスト 130尺、 プーム100尺、 12屯釣) 1基及

精糖工場鉄骨建方用ガイデリツグ〈マスト 120尺、 ブー

ム100尺、12屯釣) Ｑ ｾ 去を使用 し た 。精糖工場の 分は建方

終了後、前面までガイデリツグを水平移動、これを主と

して機械夜込み及据付に利用した。 約 400屯の機械も伊

めて短期間に予定通り据付が進められ、非常な好成績を

収め得た事は此の計画が成功 したものと 喜んでいる次第

である。 ( 表 1 、表 2 参照〉

材斜運搬関係について言えば、鉄骨材、スチ ーノレサッ

シユ、 ドア ーは羽田から海上輸送して来たものを敷地隣

接の荷揚場で水切し、 トラツグで場内に搬入した。骨材

セ メント、金物、仕上材料等は殆んと' 陸送によったもの

が多い。主な工事の数君主を次に示す ( 表3)

表 3  

5 ヨ 基 礎 工 事

地耐力は測定の結果掘盤深さ 1. 50米の所で約 5屯でら

った。精糖工場( 本館) 製品倉庫、原動室; 煙突の基礎

はペデスタノレ杭打を施工 し、 英他の建物の基礎は地耐力

によった。ペデスタノレ杭打は 2基の櫓 (ス ティーム ハン

マー〉を使用 した。杭長12米、径43館。次にペデスタ ル

杭泊能率表を示す。

| 建 物 名 弥 |数 量 |杭打期間li 日平草|櫓 数

締 結 工 場 276本 17日間 16.2本 2基

製 品 倉 庫 ＳＶ ｾ＠ 色 ｾ 4. 5 1
1  1基

原 動 室 16 ｾ＠ 2  ｾ＠ Ｘ Ｎ Ｐ ｾ＠ ｾ＠

盛 ，;健 25 1
1  3  11 8. 3 1

1  11 

.  

5 鉄 骨 工 事

精糖工場、原鯖倉庫、製品倉庫は大部分を工場加工と

し、 一部を現場加工とした。英{ 也は現場加工である。建

方には精機工場をガイ デ リツグ 、原諸倉庫、製品倉庫に

鉄製ジシボ ーノレ、英他に木製坊主を使用 した。

5 屋 損 仕 上

精糖工場は屋根鉄筋 コシグリ ート のフヲツトスラプで

セメ γ ト防水を施工し、 原糖倉庫、製品倉庫は屋俣野地

板貼 ( 勾配 1: 20) の上に瓦俸を取付け、ロ【 ルアノレミ

板貼りとし、詳細は図 2 ( 次頁〉の よ うになっている

が、事務所食堂の屋根は木製の瓦棒を使わないで、図 3

の如く施工した。

本工場は海に近いため特に風は通常の日でも相当強く

昨年の台風13号の時、極めて少しで・はあったが屋線アル

ミ板がー笥3損傷した。特に貼付けには入念に、動子の間隔

も一般のものよりは細かくしなければならぬ。ローノレア

ノレミ板の長さはエシドレスで好きな長さに出来るから継

手が不要になりそれだけ雨漏り等の心配 もなく 、亦葺き

手間も経済的で従って施工期間も短縮 し得る駅である。

5 壁 仕 上

主き i $. 畠 ｾ品意思 凍結綿 絹槍玉揚 ぞ搬‘ 錦 1聖 突 富十 主として外壁について言えば、各 建

物共ユニオ Y ボードを鉄骨胴縁にブツ

F ボーノレトで取付る施工法であったが

最初から目地の仕上と目 地からの漏水

を如何に肪ぐかと言う事について非常

な苦心を払った。結局図 4 の詳細の よ

うに施工 したが、 一部目地から の漏

水があって手直 しを憂する箇所が出来

た。

低事] 刀リート 13175 J i4.10 同

附

172. 70 

骨R筋3刀' ) - ト 11057 664.00 

ｾ＠ 官1 ＴＮＰＶｾ＠ 442 句ヒ
4o. 1f 

ｾ＠ 脅 102. 1f  ]50 Ｙｾ＠ n 4.f f  
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ユニオシ ボードは大量的には始めて

本工事に使用 した もので、圧縮 したモ
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図 2
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リノイドの両国に石綿入りモルタルを圧し塗 りしたもの

で、厚 8 分、大きさは、 3 尺 x 6 尺、を定尺としたもの

である。工事中途からその製作が期限に間に合わな くな

って、片商塗りのものを一部使用したが、多少歪を生じ

たのを認めた。 これはやはり両国塗りのボードの方がよ

い。叉目地の施工法についても更に研究を要し、ボード

自体も 殴水性をよく試験して、も っと耐水性の よいもの

とし、歪の極めて少いものとする様、この上の研究が必

要である。

然し本工事のように短期間にかなりの数量の壁を買える

必要のあった所には、期限の点、から言って一応当初の目

的を達し得たものと考える。

5  事 務 所 、 食 堂 れ、111来上った建物はまことに感じのよいものであるつ

工場関係の建物及機織の鋸付が終了してから事務所、 外窓f;:: 連 動 式 J レーパーを取付けた。上に、 J レーバーを取

食堂等の工事にかかった。 当初に述べた様に解体鉄骨を 付けた外観写真を掲げる。

使用した鉄労構造であるが、 設計に非常な努力を払わ ( 録者 株式会社大林組工務課長〉

国際建築科学生会議開催の招請状 ( 学生の動きは 15頁参照)

親ｾなる友よ

学生諸組織、学会権威者及び知名人の支持を得て 、学

生のーグル【 7' は国際建築科学生会議を組織するために

準備会をつくった。そして会議は 1954年 4月15 日か ら21

日までローマで関かれる。

いろいろな国での建築学の傾向について知りたがって

おり彼等の様々な経験、彼等の学校に於ける課題につい

ての討論を行い、また学生組 織 l聞の建築科学生の交換の

ための具体的計画の組織化を切望している多くの学生及

び卒業生によってこの会議の必要性が感じられている。

0 予定される議 題

委員会は会会議中又は委員会で討論されるべき議題の

テーマとして次を提案する。

1. 現代建築と国民的伝統

2. 建築教育の状態と卒業綱o就職

3.  建築教育のカリキユラムと方法及びその改善

4  建築科学生交換

0 会 議 の 準 備

委員会は諸君に準備を進めてこの会議に 1人以との代

表を送るよう招請します。君遠のペストを尽してこの準

備をするために我々は次の事を提案します。学部の学生

の集会を呼びかけること 。 そしてそこでこの会議に提案

されたテ ーマと同様な問題に就いて討論するため 、 また

建築技師、教授、建築学会、都市計画学会の支持を得る

ため可能な形で全国会議を聞くこと、学生新聞建築雑誌

紙上でこの間起を討議し 、作品の企図的展示を組織する

こと 。 など

0 プ ロ グ ラ ム

会議期間中は多ての国々から作品の展示と建築学映画

の昼間i奥行ーその他すべての国々に資科を送るよう要請

されるーが関かれるであろう 。 7日Itlj の会議中ロ ーマの

記念物芸術作品を訪ねること、叉テ f グs リを訪ねるこ

とが予定されている。興味をもっこれら学生の為フロ ー

レシス、ボロ ーニ z 、 グェニスへ各々 2 日づっの旅行も

予定されている 。

0 費 用

会議参加者は1 日3 ドル ( 4月15 日~ヨ1 日) 7 日!日121 ドル

が必ｾである 。 この中には食事つきの宿泊、ローマとテ

イグ: T リへの組織と訪問の - CJ Jの費用が合まれている つ

フローレ y ス、ポロ ーニュ、 グェニスへの旅行は別に考

えられるであろう c

我々はローマ の学生と若い卒業生のこの発言が他の都

市や国々の学生の支持を得ることを確信する 。 そして我

々は君遠の返事と提案を待っているc

我々の宛名は次の通りである。

COmi tato  Pr omot or e Del l a Conf er enza In-

t ernazi onale  Degl i  St udent i  di  Ar chi t疋t t uτa

vi a Gr ams c i  54， R o ma  

主主記アルベルト ・サモナ
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竣工当日のm和磁を西南隅より望む

灘五郷でも屈指の銘酒 「大関J . の醸造元たる長部商庖

では此度復興計画の一部として新しく「恒和蔵J と名付

けた新蔵を建設された。既に本年度新酒の醸造も始めら

れているが、設計に関係したものとして、その全貌につ

いて概説させていただこうと思う 。

I 工 事 概 要

地 鎮 祭 昭和28年 5 月4 日

銭 功 式 昭和28年11 月20日

事 務 所 議 一 様 に 連 続 し て 二

宿 舎( 平家〕

敷地坪数 2，130坪53

建 坪 841. 85 

階 681. 20 

事答 屋 10. 40 

延 坪 1，533. 45 

事干 高 酒 蔵 標 準 草 子 高 30尺00

塔 屋 バ ラ ペ ッ ト迄 40.  70 

事務室ノ〈ラペット迄 33. 50 

宿 舎 12. 50 

階 高 酒 蔵 一 階 16. 00 

二階 13. 50 

事 務 室 一 階 15. 00 

二階 13. 00 

煙 突 口径 2 尺 高 60尺 2 基

構 造 酒蔵一階及び事務室棟鉄筋コシグリ{ ト造

酒蔵二階鉄骨鉄筋コンクリート造宿舎木造

E 酒 造 の 工 程

工場 としての酒蔵を説明する前に、工場内で行われる

F暗雲のあらましを述べてみると、

1  酒造に適 したう! との選定、搬入

2. 精米

3. 洗米 水 洗 浸 漬

4. ｾま米 飯米を蒸すのと同じ作業。

5.  .損 Z在米に膨母を働かせて麹をつくる。

6. 酒母 7!i.米、麹に宮水を加えて酸菌手作用により

所諮 「翫J ( もと〕を造る。
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「大関J 醸 造 工 場

に つ い て

太 田 違

7. 仕込 翫、鶴、蒸米に宮7. K を加えて毘詳し、酒

精を加えて、醗酵させ、謬 ( もろみ) を

造る。繰返し作業されて謬となる。

8. 圧持 謬を布袋に入れて圧力を加えて絞る。 こ

こで粕が除かれる。此の作業も繰返す。

9. 苦手置 酒を搾ってから澄ましの段階を通る。

10. 火入 清澄になった酒をもう一度煮込む。

11. 貯蔵

12.  蔵出 母詰、瓶詰として商品化する。

以上を図式に綴めてみると次の様になる。

S署W'.Hl i→. Wi 7 l t - 書留「→飯ーー干→醇ー+ ヨE

第 tfi イ 書留一斗

木 J 、 苦言*- 1

フK ・; t! i 精」

所謂 「酒蔵」は「沼を造る蔵造りの建物」の意味で、

・工場の性絡を有し、その機能を蔵するものでゐり 、新緩

は ( 2) の精白う! との小出原料庫から ( 3) を経て、 ( 11)  

迄の工程の運びを持った酸造工場である。

E  所 要 の 諾 工 室 と そ の 機 能

1 . 精米場 「大関」の他の酒蔵と共に本社に附属して共

通の施設を有す。

2. 原料慮 8 坪。一部にうj ( :植を有し、周壁に荷摺木を打

イコ。

3. 洗米場米極に直結してコ γ グエイアーあり、洗米合

上の二台の洗米機に送り込む。洗米機は電動、各 1 ，馬力。

4. 釜 場 55坪

和風の重量が大小 4 基並ぶ。内側に径 5 尺のもの 2 個外

側両端に径 6 尺のもの 2 個で、深さも夫々 3、5尺 と4 尺

位もある。 分厚いっぱがついていて、床面に据えてある

から 、焚 口は 6 尺も下ったピッ トに面して聞いている。

ピットの幅はスコップを使う鱈で 8 尺、対面に半地下式

の貯炭庫の取出口がある。この部分は各 10 坪と 4. 5坪と

つである。

窯は煙突の効率の具合で、大小 1 個づつを一つの煙道



大 関 恒 和 蔵 平 面 図

1 階

段の附治

ヨ Y クリ【

l'  5寸

窓間 l寸

土Eま4. 8寸

言↑ 10.7寸

天井の高 2

15.5尺 ，

トヲ見詰 13 ノ.

. 15尺 〆

フラットの

高さ 6. 3尺

(1) 仕怒癌お4

埠

客怨58本

4 依仕舞貯

雌; の場合

112本 { 位 即 日 1 階王手前図 (841. 85坪〉

(2) 圧 掠;jl 133坪

酒帽 10蕊

第 Ｒ 大量百Ｈ湾号 ｉｾ 品Ｉ .  

128li1! 

(3) 釜都洗場42.5坪

釜4基

統米機2喜喜

2 階

天井の高 2

1.:.>5尺

トラλ 主主11尺

天 井( 下より)

板

アルミ奴

板浪路辺

自l s  238.til' 

タンク7品本

(③37石- 2.8∞石 J

鈎量ｾ 64.5li1! 

床の附造( 下よ均)

モ} " t } " 仕上

炭化ヨ } L ク

.tlI llt 

叙 頭

側 壁

コンクリート

土 陸

路込級' i I

2 階平面図 (801. 2坪)

屋階王手面図

• 

li ・I !

tWI ・υl lai ，''' ''， 12.11 

.- ・・・・・

後処・'.貯・. '

告 ・リ Q u: o  

制 定 Q n o  

.雪. ... 

臼e・3電

図 咽 "

... 

母 ・リ刷
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で煙突に導き、送風機とダ γ バーを備えている。重量の上

には径 7 尺の「こしき」を のせ、洗米を入れて、弁館と

同じ原理でう択をまますが、一度の分量は16石かと聞いてい

る。

天井には釜全部長こかぶさってヌ査を設け、越屋根によ

り、移しい湯気のフ ード としている。

釜の前面は、こしきゃ英の他の小橋の洗場になってい

て、浅いが幅広い誇を設けて、一時に多量の流水の排水

を考慮しである。慌の置場にもなるが、洗うj ( : 合と共に釜

場は全酒綴の作業の中心地と考えられ、動線が軍属較する

大切な場所であり 、室内には 1*も柱が立っていなし、。

蒸気式の釜や、洗米機から自働的に続に洗米を投入す

る方式もあるが、この蔵には理由あって古来の方式が採

用された。米粒が長手に平行して慨に入ると蒸気の通り

が均等でなくなるといわれる。

Uゐ金え

5.麹 室 「室前」共約 140坪

釜場から二方向に 2 本の直遜階段が通じて、階上の室

前に到り 、二重厚を経て二つの惣室に入る。

伎に入れてZまされた米は、左官屋の鉄砲の様な小桶に

スれられ室前に拡げられて放冷する。約20廷の蒸米を若

い元気な蔵人主主は交替に担いで、一直線の階段を動け上

るので、 階段l掘は内法で 6 尺、 踏面は板張りとしてあ

るo 折返しの階段は許されない。

室前はコシグリ { ト床の上に転ばし根太tこより杉板張

りの二重床とした広い室で、蒸したての米を、箆敷きの

上に敷拡げて放冷させる場所である。

ま迦室は勉の磁酵の室で、 文字通りのむろとなってい

る。即ち、間仕切は二重で、外部は真壁造り 、内側のも

のは厚 8 分の杉板張となって、その聞には籾殻を入れ足

で踏込んでいる。在来の方法は室の周壁と天井、床にも

施工するのであるが、当工事では床は室前と同様梅造で

籾殻を充演 し、 コノレグ板をアスフアルト貼として、僅か

な空間で断黙層とした。叉天井にあっては、金属板と空

気騒の組合せによる断熱性の優秀なる点に着眼し、アル

ミ箔三幅と空気層に より断罪事層を形成し、野縁を大き自

にして周塁走と同機の級車買層をも併用した。この天井踏込

みは 1尺 5 寸の厚みで、附加的な意味で施工された。皇室

内の空気に接する最下ifi の仕上は、周壁と同じ杉の 8 分

板で、アノレミ商での結露を防ぎ、多年の経験から指定さ

れた材・斜で、ある。

二重壁の間隔は柱内法 1. 8 尺で踏込時の作業の最小間

隔を権保したもので、出入口もこの間隔に二窓康とし、テ

ツグスを重ねて断殺をした層を包み込んだ板戸. である。

英の他態皇室の設備と しては、内部の培養棚、通路上部

の天井換気孔、側壁の排気扇風機、乾燥用の電突きヒ ータ

ー等がある。叉総室と室前を境とする上部大屋根の糠に

は換気越屋根を設け、室の天井換気筒もこの越屋根に迄

導いである。
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恒和成の基準における趨室の大きさは、) ; f 面積24坪、

天井高 7 尺以上の 2 室である。

6. 翫 敷 ( もとじき )

酒母坊であって、魅室の近傍、大穣の階上の一部を当て

ている。やは り釜場からの直通階段の便が必要である。

7. 仕 込 蔵

酒蔵の斗皆大部を占める広大な室で、仕込の作業を行

い、貯積所を兼ねる。

旧来の酒の仕込桶は近時殆ど議 ｭｾ 引の鉄製の桶に変

り、タ γ グとさえ呼ばれて、高7. 5尺、外径 7 尺程の40石

入りの巨大なものが、周壁に沿って立J ，: べられるの この為

に柱劉は 8 尺の{ 音数を基準として設計され、当歳では16

尺 x 24尺に配置され、磁の梁間は48尺となっている。そ

して中央列の独立柱は構造上の損失にも拘わらず、円柱

として、 タ' /tI の配置位便宜を計つである。

周壁には仕込時の作業台として床より 6. 3 尺の高さに

プラットプオ ームを跳ね出しとし、 壁面から 1. 8尺の幅

をとった。蔵人はこの合にのって、プロ ック の足の上に

据えられたタン グの中の毘祥の作業等を符うのである。

筒柱型当りはタ γ タの丸味に沿って台も炎出し、作業時

には更に木造の足場を掛けて ! 7' /t I を繰らし、昇降Jこは

機子を用いる。

置持に使用する俸は、 「かい」 と呼ばれ、長さ 10尺程

の先にT 字状に腕をつけたもので、このかし、の操作には

天井下の高さを床面から 15. 5尺とつであるm

仕込の際には蒸米を床面に拡げて 「むしをとる」ので

あるが、 この際下に敷かれる貨の子や廷は湯気のために

結露で濡れるので、 床の構造は殴湿を考えねばならな

い。 当初は石炭毅属 1尺と三和土叩きの計画であった

1肉、 実現l ! なかった。

佐込磁の断黙と換気については別項で・詳述するの

8. 庄 搾 場 約50坪

ここは慰を絞る圧搾樽が10糟並んだ特に消潔な場所で

仕込磁の一部を占める。

圧搾柑はタイル貼16石入りの所謂 「ふね」で、税務署

立会いで厳密に計盆される。 圧搾は油圧式の ポγ 7・で

ＲＰＰｾ 斤 平方吋の圧力を使用するため 、 ふねの十誇造の関係

はむづかしし、。搾り汁は即ち酒であって、 ピットになっ

た所で、蛍光灯の照明下で受けられる 。ふねと周壁蚊5. 5尺

が白色タイノレ貼、一般床は排水よくし、人造石研出し仕

上 である。近傍には圧搾用の磐木其他附属品の倉庫が設

けられて便利である。槽の配列は作業段階により等間隔

で、は不可。

9.  澄 ま し 蔵 仕込蔵の階上の大部分。

ここでは仕込に使ったタシタをもう一度使って、搾り

立ての酒を入れ、布目を通った固形物が完全におりる迄

静置する。その間タ γ F は40石の酒を湛えて澄し磁ーぱ

いに並ぶので、二階の床は満載の状態で構造計算されて



いる。叉此の床には各所に小さな孔があけてあり 、 ここ 2.  動 線

にホースを通して、ボシプの力で酒の輸送をする。この 中庭に商する出入口は東西線の中央に各一つ、南練の

為仕込蔵には 6 ヶ所に動力のコシセ γ トが設けられた。 東西両端に一つづっとなっているが、千特業に伴う動線は

10. 火 入 殆ど建物の外部に出 ることがなく 、東西の両翼の仕込穣

動線は再び主主場に戻り 、ホースが大蛇の様に床を遣う の中央に釜場、圧搾場があって、動線はいはば放射状と

ことになる。ホ ースは普段は事務所との境の倉庫に格納 い うこと が出来る。

しておく 。所諮 「絢」をして貯蔵に備えるn 前記の在日き階段の直適性の外に、上下の通路と して仕

11. 貯 蔵 込践にはスパイラ ル階段があり 、了度 タンク大きさと等

仕込緩はそのまま貯蔵所となり 、空いたタ Y グは再び しい半径で 、 タング配列の 1 ケ分の場所を占める様に設

階下に下されて、貯蔵タ γ グとなり 、蓋と封をされて自 賞されている。

然放冷し、タシタの底の取出口( のみ) は封印され、原 タ' ./t1 の上け下ろ しには容量 1 トシのエレベ ーターを

酒として保存され、歳出しを待つ。 設備している。ヵ ープの大きさは 8 尺角で、高さ 9 尺、

12 洗 ひ 場 55将。 押ボタシ式に手軽 に上下す る。タ Y グの上下は実際には

釜場の部分は平家なので、その陸屋根を利用して色々 頒度の/J、さいもので、通常は 1階に停っていて、前室か

な桶やタ γ タの水洗場としている。その為屋根は厳重に・ らハッチを通りぬけて渡廊下に通じていて、通路の一部

アスフアルト防水を施工しである。磁の大屋根を利用す

る方法も普通であるが、広い掴積に厳重な防水工事を必

要とするので、48尺スバシの鉄骨屋根には不向きであっ

て、採用されなかった。コの字形の中庭も冬の低い陽射

しでは不充分であるが、洗場と'干場に利用する様にコ γ

タリ ー ト舗装しである。

13 休 貫 貴 重 約15坪。

大蔵の二階に階段室を兼ねて磁人遠の休憩の場所を設

けた。酒蔵にらつては蔵を全部閉めて人の出入を断つの

で、遠路や休憩室等は張出しの下屋等に設けられる。

14. 前 室

大蔵への玄関として、下家のi I ! 廊下の中心部に設けら

れ、エレベー夕、ホーノレをも兼ねるが、最も大切な機能

は、大蔵に直接外気の流通する様な関口部を設けないた

めの前室である。

lV 特殊設計各論

1  建物の配置

当新般の敷地は南北に長て 、北端に寄って在来の 「和光

殿」がコの字型に建っていた。その南半分の空地に和光

践と向つて、両様コの字型の建物を新築したもので、東

棟が Ｘ 間大ｾ、西棟が Ｖ 聞の第二大蔵 、 南棟が釜場、圧

搾場、麹室等が並んで、者11合敷地の外局全部を建物が績

り、中央に中庭を残している。そして外側道路に聞く出

入口は一つもなく、西線の在来建物との取合に当る事務

室棟の一部をトシネノレ式の通路と. し、酒蔵への入口は一

旦中庭に入ってから全部内側に設けである。これは和光

蔵のみの時から行われていた方法で、酒税にはこの交通

の遮断性は特に重要である。しかもこの通路は道路に面

して スチ ーノレ ・シャツターを設け、守衛塗の前を通り中

庭に出る所で更にネット ・シャツタ { を開閉する様にな

っている。従ってその大きさはトラツグが積荷のまま通

る隠と高さを有し、二階梁下路面迄の高さは13尺で、トラ

ッタに大グ γ タを積んでも楽に通れる様に設計された。

になっている。 この為に、機械の電源回路は各階各遮断

機の開閉、渡廊下の鉄扉の開閉によって開閉する如く迂

回 し、危難防止を計っている。

その次に気づくのは各室の出入口の大きな鉄康であ

る。 いづれもアシグノレドアで、 ハシガ ーレーノレに吊込

み、内法は高10尺、l隠 8 尺で交通量の要求する よりは遥

かに大きい開口部となっているのは後述の様に室の換気

を目的としているためである。

3. 採 光

酒蔵の中で行われる作業の中、重要なものは大部分夜

の仕事である。一年の中最も寒気のきびしい時季の、気

温の低い時刻jを選ぶためである。従って、作業面への日

光の保光は殆ど重要な意義がなく 、専ら電燈による人工

照明によっている。工場の作業室は法規の上では居室と

考えられ、酒蔵でも規定の保光面積を要求される答であ

るが、当磁の工事確認に当つては、採光は殆ど問題にな

らなかった。設計に当つでも窓箇積の計算には保光面積

は全く考慮してない。 昼間の僅かな作業 ( 主に夜の準

備〉の聞も 、断熱のために採光が許されないのである。

4. 照 明

前述の電灯照関は事情が許すならば、胡る過ぎると言

うことはなし、。殊にむしをとる時には蒸米の湯毛が寒夜

の冷気にふれて、蔵の中にはもうもうと聖書が立ちこめる

ので、電灯の効力も大いに殺獄されて了って、元気に完走

米をかついで走廻るには不足勝ちになるのである。昔は

電灯もなく 、滋霧の中の船の様に「オ ーイ」 と叫声をあ

げながら 、衝突よけとした柑である。それ程に湯毛が立

ちこめることを勘定に入れて照閉を設計しなければなら

ない。

文電灯器具には防水型のものを用ひねばならぬ所も多

く、仕込磁では、かいを摂廻すので、電灯には丈夫な保

護網が必要である。

5.  織気通風
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灘地i方の空事J切には西南からの季節風があって、仕込の

時にはこの冷風は最大限に利用せねばならない。矛盾す

る様な他の面からの断黙の事情さえ許せば、窓は出来る

だけ大きく、沢山とりたし、3 且、床面近くの地電車は冷風の

通風には特に有効である。叉各窓は外開きとし、まとも

に風をうけて、蔵内に導込むために特殊な煽止めを取付

けた。出入口が特に大きいのも主に通風のためで・ある。

換気は通風と相官民って行われるもので、冷風に代って

排気されるものは、湯気を含んだ暖気である。その対策

となった設計では、窓を出来る丈け天井近くに聞き、二

階の床にはホース孔兼用に小子しを設け別に東西両穏に 1

ケ所づっ、 ドラフトとしてタ γ グと等大の孔をとり、鉄

板の筆をつけた。叉 2 ケ所の廻階段の上り口にも蓋床を

おいて、調節の出来るドラフトとしている。

更にドラフトに苦心を払ったのはエレベ{ ターハッチ

で、建物にも、カ ーコーにも一切建具を取付けず、カーゴ

の天井も張らずに、ハ ッチをドラフ トの シャフトとし、

この為に上部機械室は最づ恨の跳ね出し床に留めて吹抜

としたことである。そして機械室は大屋根の上に突出し

て、 大きな J レーパーをつけ、 季節風の通り抜けによっ

て、ハッチにI J &引力を期したので・ある。

豪華室の換気については前項を参照されたい。

6. 断 黙

酒E誌の断黙の目的は日中及び夏季の外気の温度を遮断

し、内部を保F令するにある。叉日光の車高射熱も防がねば

ならない。之を屋根と外壁について考えると屋根は略式

として二階の空間を利用することとし、主にー惜の外壁

を設計の対象とした。

外壁は厚 5 寸の鉄筋コ' . / ! 1 リ{ ト造で、その中側に従

来の土蔵造を建込んだ形としたもので、その構造は、コ

γ タリートの内側に 1 寸 5 分の胴縁により空気鴎を設

け、木毛セメシト板の 6 分のものを貼り木軸によって径

8 分の太小舞竹を縦積 4 寸問に掻き込み、荒壁を土塊に

して打つ土蔵造の構法により、土壁を塗り立てて漆喰仕

上げにした。断突き機に土壁を使ったのは、土壁が計算に

出ない特質を以て湿度の調節作用を有し、古来、土蔵の

中で造られた酒が最も賞用されて来たからである。

近年になって鉄筋コ γ グリート造の酒蔵が二、三建設

されて、断殺に関しでも種々研究されたが、近千対語法と

土蔵造を科学的に組合わせて併用した今回の計画は11.期

的ということが出来ると思う。

次に、壁を断製材で厳重に施工して外部の殺を断つこ

とと、通風を良くして冷い季節風をスれることは矛盾し

た条件で、ここに窓の設計を非常に困難にしている。こ

のために、一階の窓は全部二重に建具をスれ、外側の鉄

扉は両面張りとして、内部に岩綿をつめて鶴屋断を行っ

た。出入口の扉も同様である。叉建込みの納りも出来る

だけ空隙を小さくする様に努めた。

調

貯蔵は時には夏季迄も行われるので、別個に冷房設備を

するのが望ましいが、室の容積が大きいために効率が悪

〈、大きな機械設備に費用がかかることになるので、強

く一部の地下室を貯蔵所に当てる計画でもない限り、な

かなか実行し難い。

V 附 属 施 設

1. . 務 室

大関では本社が近傍一割に在るので、事務室として設

けられたものは、酒造部研尻室、税務署関係検査室、雑

品庫、集会室、貴賓室等で、特殊な設計としては化学実

験室に準ずる研究室が、滅菌室、培養室を有するのを挙

げるに留めておく。貴賓室に附属する湯沸室では、新酒

彼露のための 「かん」もする。検査室は特記すべきFもの

がなし、。

ＮＭ ， 内し ｾ､

2. 宿 舎 ( 会所場〉

蔵人達は欝母期に出稼ぎに出る人達で、酒蔵の一部に

泊り込んだ生活をし、酒造りに従事する。宿舎廻りの諸

室は一般の寄宿舎と同じで、寝室を主とし、食堂兼休憩

室、炊事室、浴室、便所の他に、蔵人達の幹部の室とし

さじ

て杜氏室、三役室を設ける。蔵の規模によるが、約50人

の勝人達の設備が必要で、杜氏は総自由 ともいうべき全責

任者である。

炊事: 員は別におかず、若い者が係として当る習わしに

なっている。三役とは麹の専任者、配の専任者等の班長

株で、断がその一つを兼ねぶことがある。

3. 還 綴 車

施設といってはおかしいが、ガツリ γ の: <' . / ! 1 車と向

型の自動車で、酒の運搬に当るタ γ グカーが必要で、 F

' . /! J を運ぶトラックとは別に、自家用車として車庫の要

を考慮する必要がある。

以上予定の紙数も超えて後々と書き綴ったが、 「恒和

蔵」の紹介を兼ねて、酒蔵の設計に当って建築設計者と

して理解の要があると考えられることを思いつくままに

述べて見た。しかし以上はあくまでも 「大関」の場合で

あって、銘毎に酒の味が違う様に、その工場の内容や性

絡も叉一々変化がある答であるので、設計に当つては当

該の酒造元の醸造責任者と緊密な連絡をとることが必要

で、殊に聞きなれぬ専門用語等はー亥1] も早く理解せねば

ならない。叉夜の作喋等も実地について会得し、一般の

工場と同じく、働く者の立場で建築専門の設計に当られ

ることが望ましし、。意外なことが微妙に風味に影響する

ことの多い、数字や尺度にのらぬ世界を管見する感に打

たれることが多いもので・ある。

終りに、 「大関」の米国酒造部長に御懇切な御指導を

賜ったことを感謝して筆を掬かせていただ く。

( 筆者清水建設大阪支庖設計部技師〉



タイガ一計算器株式会社大阪工場に就て

概 脱

日本に於ける計算器の歴史を顧みれ

ば、大正12年に創業し30年を閲するタ

イガー計算器の歴史以外に見るべきも

のがなし、。この事は計算器の発明と製

併が甚しく困難であることを物語って

いると同時に、叉計算器の適切な紹介

干狩及に対する努力をも物語っているも

のであって、今日工業所有権は吾国だ

けでも特許20万件実用新祭40万件に迫

っているが、それ等の量産化には多く

の困難があり実際に工業化し企業とし

て一応成功を見たものは極めて少いの

である。此等の意味より機能の秀れた

低廉な計算器をもって奉仕する事に依

り社会の理解と支援に応えるべく努力

する次第で、あたかも創業満30年に当

り新たなる起点として世界市場の No.

1 たらしめるべく生産過程に新しい機

能の発閲考慮を期して工場拡張の企画

をされているのである。即ち第 1 工場の拡強、第 2 主場

の増改築、第 3 工場の場濃の企画、叉は工員の福利施設

として今回竣工した食堂及診療所の新築、更に此等に伴

うボイラー室の内容拡充等である。

滅的戦後を通して種々の大工場の建設を間断なく全国

に新築されているが、タイガ{ 計算器の大阪工場は内容

の充実している点では他にはその比を多く見ないのでは

ないかと思われ、その一端として昭和24年 7 月G H Q近

畿民事部の企画と援助に依りタイガー計匁器株式会社は

企業合理化モデル工場として指定されている。

製 作 工 程

各建物の機構を知る前にタイガー計算器の構造を簡単

に税関すれば、計算の答を表示する機

構「キヤレージ」と置数した数を「キ

ヤレーグ」に伝える機構「ドラム」と

を合座即ち「ペツド」に据置したもの

である。然し「キヤレージ」は数字を

表わす字率とこれを定位置に保つため

の右プレ{ キとから「ドラム」は数字

を置く置数レパーとこれをキヤ ν { ジ

に伝える文学繰歯車とからなっている

ので、タイガー計算器の製造は置数レ

紺 谷 繁 信

30年記念館の外観と夜景

パー、文字繰歯車、字率、右プレーキ、ベッドという 5

つの主要部分品の工作から始まる。 これ等の部品は夫々

鉄鋼板真鍛板等の板金から必要となる部分を打抜いた

り、曲げたり、絞ったりするプレス鉄鋼俸から部品を削

り出し国仕上げ孔穿けネヂ切等の作業をする旋盤部品の

切断平商仕上、瀞入れ総形削出等を行うフライス、砥石

に依って部品の平面或いは円犠函を研磨する研摺ドリ

J レで孔を穿けリーマーで孔を仕上げタップでネヂ立て

をする孔穿け等の諸工程を経て形をなしていくのであ

る。

放に作業の流れは次の如くになる。機械工場( 部品の

製造) ー検査工程一仕上組立工場部品の仕上と組立作喋

一検査一市場販売 ( タイガ ー計算器板売株弐会社にて販

売・サーピス担当) となる。
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建 築 概 要 ( 線機〉

既設の工場と将来計画との融合性に依

る全体の機機として発揮する規模に於て

建設中である。今回中間報告の意味でこ

の工場全体の概要と共に将来計函を含め

て規模を配置図に示すことにした。然し

未だ全体計画としては工事の途中でゐり

設計中の部分もあり、叉資料等も充分整

理されていないので極く要点だけの紹介

に止まらざるを得ない。

厚生施設として完成し、既に使用を開

始した食堂、診療所は建築的には工期の関係、経済的な

面より乾式構法を用いてその成果を上げた。この意味で

概要と共に写真及び図面を掲載することにした。

A 工 場 関 係

本社事務所一一鉄筋コ Y グリ ー ト造地下1階地上2階 建

なるも 地上 3 階に計画設計中である。

第 一 工 場一一鉄骨鉄筋コ γ グリ ー ト造屋根波型スレ

40 

配 置 図

ー ト及アノレミ板の二重葺にして空気層

を作っている。主要室は機械工場とし

て僧築設計中である。

第 二 工 場一一鉄骨鉄筋コシグリ ー ト造、屋根アルミ

板葺、主要室は地下 1 階はボイラ ー室

、更衣室、工員洗面場等をとり 、地上

作業場としては仕上組立工場にとり増
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築設計中 である。

第 三 工 場一一主要室は鍍金、塗装仕上工場 として新

らしく工法及び機構を計画設計中であ

る。

鉄骨鉄筋コ γ クリ ー ト造地上 2 階建

工場事務所一一鉄骨鉄筋コシタリ{ ト造にて既設の木

造を撤去し工事中である。

研究室及益

成 工 室一一木造平家建で未熟練工を養成して u、

ゐ。

守衛隻及率庫一鉄筋コシタリ { ト造である。

害 警 警 主 主一鉄筋コ :.--t! リー ト造にして地帯電と

?  

ホ

令
令

，、
令

ロ

の連絡をなす。

その他空気圧縮器室、アセチレン発生炉室火造場、便

所等を設備施設している。

以上建物の概要を述べ、次に工場の施設について一言

するなれば、作業場は凡て天井よ り一本 もベノレ トが下っ

ていないで、 1 合 1 台の工作機械に直結モー ターを置き

動力闘線を地下に施す、勿論通風採光俊房等の完備を持

ち個々の作業に充分にその効率を発輝せ しめている。

洗面器の数も 3 人に 1 つの割合に配置されて、その清

潔さを保っている。

B 従 業 員 数

上表参照

北側立面図

南側立面図

2 階平面図

1 階平面図

イ

山叫tw
東側立面図

T IIIIII1111111 i llll f  

I  I  I  I  I  I  I  I  I  1 11 I  L J I I  I  I _j _ J  

西側立酉図

断 面 図

2階 1、従業揖食堂 2、手洗康問

3、lle ｾ書省

1階 イ、初料倉庫

ロ、購買高u書道、隠縫3!

ハ、東宮、レ ン トグン量、歯科、休養箪

内科室

ニ、役員食堂

点 、 厨 房
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従 幾 員 食 堂 ↑ 役 員 食 堂 ↓

厨 房 ↑ 診療室受付
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C 厚 生 施 殴

従業員数の場加、給食の改善、健康の保

持等の関係と同時に30年記念館 として種

々の催しにも使用されるとい うことに よ

り融通性をもたしたこと等を考 慮した。

概要は次の如くである。 ( 平面、 立菌、

断面図参照〉

構 造一一欽骨鉄筋コ ングリ ー ト造内外

壁コシグ リ { トプーロツ F 積み

地 上 2 階建とす

建築面積一 1 陪198. 36坪、 2 階 199. 73坪

計398. 15坪

高 さ一一一軒 高6. 450米

税、高7. 500米

屋 根一 一アノレグラツド瓦棒葺 1 寸勾配

主要室一一従業員食堂、幹部職員食堂、

厨房、配膳 室、診療室( 内料

歯科) 購買事務室、材料倉庫、

階段室、洗面場; 便所等とす。

仕 上一 一 1階床アスフアノレトタイル張

り天井コシダリ ー ト打放し仕

上 とす

2 階床アスフアルトタイル張

り天井駁 音有孔テックス張仕

上と す

外窓は全体を通してガラスと

スレ ー ト張りとす。

附帯設備

電気

A 設備ー 電灯、動力融 政 躍 よ り

引込その他火災事長報設備、電

話、拡声器設備

B 管工一一暖房設備、衛生設備、給排水

設備 給湯設備、換気設備、厨房設

備、瓦斯設備

その他汚水海化槽設備等とす

設計者一一株式会社松田平田設計事務所

施工者一一主体工事 株 式 会 社 新工務所

電気設備株式会社大阪電気

暖房商会

暖房衛生須賀工業株式会社

厨房設備富士厨房設備株式会社

以上の企画と規模が完成された結果

は、その精密機械工場としての特異性を

誰々発慰 し、 生産工程にー威力を加え得

ることを特記し得ると思う 。おわり

( 筆者 株式会社松田平田設計事務所〉



タ イ ガ ー 計 算 器 株 式 会 社 大 阪 工 場

一 十 年 記 念 館

設 計 松 田 平 田 設 計 事 務 所

施 工 新 工 務 所



工 場 計

9  1. 

私達が通常 工場計画或は工場設計と云う場合の工場

は、工場建築群としての工場と 、その各独立した建物乃

至、単独の工場を指す場合とある。従来工場を論ずる時

は、工場の個々の建物を取扱う場合が多かった。全体の

計画は、企業家乃至はその企業家に従属した機械技術者

の作ったものであった。当初の計画が、長年月のすべて

の怒張計画を、 能率よく解決してゆく惑は、 困難であ

り、従って膨践してゆくにつれて、順次解決してゆかね

ばならなかったと云う理由もある。

近代工業の発達と多角経蛍に伴って、福利施設の充実

と共に、 工場の規模は拡大し、 生産工程の精密度の上

奏、集約化、能率化等により 、その敷地も何十万坪と云

う事になり 、一つの工場を建設するについても私達は、

用地造成から工場建築群の構成迄、土木、電気、機械は

勿論英の他の諸技術者と緊密な関連性をもちつつ考究し

てゆかねばならなし、。

9  2  

工場誘致の問題は戦後各地で盛んに叫ばれて居る。 工

場建設に当って直ぐ当面する問題は所諮立地条件であっ

て、その工場の主な製品対象によって、各種の諸条件を

勘案して工場経蛍者がきめるわけでらるが、その位置に

よって、原料と製品の値段は格段の相異が出て来る。こ

れに関連する主な要素は、 原料の供給先、 製品の消費

地、電力、水、陵海運交通施設、労働力の供給、土地地

層の状況等である。

地方自治制がしかれて、 府県都市の首長が公選とな

り、都市乃至は府県の政治財政が多分に企業性を婚して

来て、土地開発、産業の発展と共に、此の工場誘致は、

極めて重要な事であるが、兎角夫に伴ふ、敷地の造成、

水、電力の供給、陸海運設備等の諸施設が、直接企業者

の負担になり 、同時に福利施設に莫大な経裁を要する事

が多い。固定資産税の低誠によって成功して居る例が多

いが、工場を誘致しでも、夫に伴う都市の諸施設を為政

者はあわせて考えてゆかぬと、いたづらに産業の開発が

逆に企業者に無理な荷重をかけてゆく事になる。工場敷

地のみ提供しでも、福利施設乃至住宅敷地の提供をこば

むならば、都市発展乃至造成の永遠策とは云えない。

道路、上水、下水等の完備は、産業の発達; こ伴い、l順次

実備号されてゆくべきであって、五どは屋家財政の見地から

も助成策が諮せ・られなければならなし、。

防潮堤の矯築は都市造成の一つの重要な施設の例で為

って 、土地: 泡下の問題と共に、解決せらるべき事であるつ

画 雑 観

塚 本 猛 次

土地の沈下問題は古くから先覚者に依って叫ばれて居

るが、その対策については、今向、お確固たる方策が立て

られて居ないが、最近の池袋に対する研究の発展につれ

て、最善の方途が発見されるであろうと考える。

大阪市や尼崎市の防潮堤工事の完成は、莫大な経費を

以て、実施されているが、 之は当然、 都市発展のため

に、助成さるべき結構な事なのである。

最近の機会から大阪市の地盤調査が京大の防災科学研

究所を中心に進められると聞いて居るが、従来の調査と

異って一段と詳細な地下探査の結果が まと められると 、

二どを基礎に、地盤地下の問題も、研究者によって極めマ

適切な方法が見出される事であろう。期 して待つべきも

のがあり 、文私達も去の仕事に出来る限りの援助をささ

げなければならぬと思う。

ままで本旨より外れるが、一言させて頂く事を許される

ならば、地盤の研究は、建築ー技術者にとっては、大へん

じみな仕事であったし、兎角若死すると云った変な迷信

などがあって、不充分で: . ; t ; ，った。之は一面、机上でやれ

ぬ仕事で、長期にわたり叉突際例を数多く 持たねばなら

ない多額の経貨を要する仕事であって、最近土質問題の

解聞と共に、基礎の重要性が従来に増 して認識され、結

果的には或は同じ形態となっても 、充分の調査を許され

る様になって来た事は、建物を建てようとする一般の人

々の理解が深まった事のあらわれであって、大へん仕合

せな窃: と思う。私達は土木技術者或は鉱山技術者と 協力

して、この問題に取くまねばならなし、。

9  3  

工場構内の建築苦手は、工場敷地の外部交通網の接触か

ら、プロック別に工場地帯、倉庫地帯、事務所地帯或は

福利厚生地帯等、更: こ之らを細別して各建物の機能、或

は工程の流れに応じて整理されねばならない。此の間の

平面連絡をする道路網は、外部との関係は勿論、交通

或は運搬施設に応じて、あたかも都市の道路計画の如く

その断面にも、何| 穏脅かのグラスをつけて笠備されねば

ならない。

兎角当初の計画が小規模に考えられて、土地の買憎し

或は埋立等Jこよって、発展してゆく規模に応じ切れなく

なってゆく傾向が多L 、。たしかに製品の販路の広がりと

共に発展してゆく企業も当初は極めて小規模に考えられ

易い。此の傾向は企業家として当然の事ではあるが、道

路の巾と広さ、或はボイラ ー施設、変電施設等の附閲 し

た計画に錯誤を起し易い。一つで もこつでも工場を計画

し、建設した事のある人は、止tの様な点について、極め
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て慈眼を持って居て、前の失敗から新たな形を造ってゆ

くもので、十年二十年先において、始めてその計画が、

成る程とうなづけることがある。此の様な計画は、企業

家にとっては莫大な無形の投資ではあろうが、その工事

の悶容や、質によって具合よく教えるものであろうと考

える。

道路網の配置と共に、水道、電力、ガス、蒸気、下水

或は悪7. 1 ' < 等の処理が計画性をもって整然と考えられねば

ならない。之らの熱源或は附帯施設は工場経蛍或は保守

に直線影響をもつものであって、当初の計画に於ては充

分ラシニ γ グ、コストを念頭に於いて突施されねばなら

ない。

建物乃至附帯施設の計画に当って、例えば化学工場等

に於てその工程上寿命の短い建物が、その聞にはさまる

ことがある。 此の様な場合には、 二重の敷地を用意し

て、 A の建家は十年後にはA' の位置に新設ししかも生産

工程を阻害しない様にしたい。よく年数を経ても建物は

そのままで、梁も柱も危険な状態にありながら、内部の

諸1i fL設i1すっかり新しくなって居る例がある。災害の場

合恐るべき事であろうと思われる。

工場に附属した寄宿舎を含めて住居施設は管理上、と

かく工場敷地の附近に或は附属して設ける傾向が多L 、。

しかし住生活の本質を考え、叉消費としての都市活動か

ら考えても 、適当な遜勤距織をおいて計画さるる事が望

ましし、。企業の種類によっては、夜勤の問題や、管理の

点から 、解決は困難であろうが、人道よの問題について

も、諸雑誌等にその報告が散見せられる様な事態であっ

て、企業者は充分考えねばならぬ問題であろう 。繊維工

場の計画に於て 、無慾形態の工場によって、製品の品質

の向上が、はかられて居り、反面寄宿舎の施設も順次よ

くなってゆく傾向にあることは、甚だよいヰ主であって、

私達も亦、 よりよぎ施設を意図計画しなければならな

し、。

工場の建物の企画はあく迄機能的に追求さるべきであ

るが、特殊の場合を除いては、柱の真々の統ーはすべて

に亘って好都合で・ある。勿論之は主体となる工場が基礎

になってきめられるものであるが、例えば柱真々を 4m

に定めると、桁行、梁聞は勿論、建物の間隔もすべて此の

数字の倍数に統一するので・ある。之が本になって窓、出

入口、ガラス、或はグレンースバ γ 等建物各部分の規絡

も統一され、構内道路巾も主道路或は通路と整然とし、

軌条の布設、運搬系統配水、配管等も整備され易L 、。且

つ、すべてに渡って保守管理が好都合になって来る。

工場の階高は極力下げる。必要以上の階高或は天井高

機械技術者の方で柱梁に大きさやセイが必要だと云う事

を考えないで、立案して居られる場合がある。之はその

立案者が知らないのではないので、検討が足らないでそ

ういった結果になる場合が多L 、。私達は柱は大きさが必

要であり 、梁には適当なセイと巾が必要だと知って居る

ので、そのために説明の不充分な場合があって思わぬ失

敗をする事がある。

工場建物に使用する材料は極力規格化されたもの叉軽

量なものを活用してゆく事は将来の保守の上に都合がよ

し、o 予算が少くてとかく殺伐な形態となり易いが、若し

充分設計が検討されて居り、あくまでそ¢機鎗が追求さ

れて居れば、当然機能を表現した美しい形態のものが生

れる筈である。唯、工場が企画される場合にその予算編

成の途上、徽寄せが、建物に来易い。工場建設の場合に

勿論内部の諸施設が出来ない限り工場は成立しないが、

建築に対しても適切な予算が当然編成さるべきであり 、

全施設の保守の費用とその消却を考慮してゆけば、凶来

る筈である。 叉ここで建築家のぐちを云わしてもらえ

ば、例えば機械的処理を当然すべき事柄を建築で解決さ

せようとする場合が間々ある事である。機械から発生す

る悪瓦斯の処理等で、之を回収するか集めて放出するか

当然機械的に考えるべき事を建築で処理しようとする事

である。此のために瓦斯排気と、その瓦斯による影響の

処理のために、建築は思わぬ費用をかけてゆかねばなら

ない。之も始めかく協優した上て‘ 工費とラ γ ニγ グコス

トを考えてゆけば何れか利裁が分ることである。

9  4. 

今迄述べた事は広くありふれた事であり 、20年前に先

輩に云われた考えと少しも進歩して居ない。むしろ現代

の我霞の経済状態から云えば、恐らく建築家としての私

達が望む処は、ゼイタグと考えられるであろう 。併し決

して私達は企業家にゼイ究グを要求して居ない事を朗ら

かにする努力が必要であろう 。むしろ工場建設について

は、もっと科学の粋を駆遂してゆかねばならぬ場面が、

数多くある事を知ってもらわねばならないと思う 。慈水

の処理、悪瓦斯の処理等、らるいは気象学者のお世話;t .こ

ならねばならぬ問題も数多くある。叉工場を企画される

当面の責任者が早くから建築家、土木技術者の協力を求

める様、胸禁を聞いてもらいたいものものなのである。

かくて、所謂耐乏生活下でも、正しい能率のよい機械主

義によった工場建築が生れるのであり、それが即ち新日

本の工業力の吹像となり、表現となる筈なのである。街

ディテールにわたって譲くべき事は多L 、。此処では急の

求めに応じて概論ならざる雑観を書いて 、資をふせぐ次

をとる事は企業者自体は、恐らく考えないが、企画の当 第である。 ( 29. 2) ( 筆者 日建設 計工務K K常務〉

初に於ては安全を見てとか く高くし易い傾きがある。 グ

レーν 等の捲き上げしろwt は〆 F トの高さ等を充分考究

して低くする。之による工事費の減額はホきい。 とかく
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= 資 料 =

工 場 労 務 者 の た め の 福 利 施 設

( 訳者J *) 工場における福利施設は，ｾ悶では，そ

の必要性が在接生産施設に比して二次的或は三次的に考

えられているが，これは正しい行き方ではない。生産に

従事する労務者を幸福にすることは，単に人道的立場に

おいて必要であるばかりでなく，そのことに依つてのみ

生産工業の大きな進展が期待される 。現在では，欧米の

建築家たちは口を揃えてこのことを力説している 。著者

の Edwar d D.  Mi l l s 1'1 Royal  I nst i t ut e of 

Bri t i sh ａｲ｣ｨｩｴ･｣ｴｳ の会員で，本文は彼が ＱＹＵＱｾ Ｑ 三に古

いた T he Moder n Fact or y の中の- t f l I である 。

S  1 . 食 堂 施 設

綴 説 醤: つてはぜいたくな施設と考えられていた

工場内のの食堂施設 ( C a nt een) は、 二度の世界大戦

の結果、現在では工場の必要施設のーっと考えられるよ

うになった。政府は、臨時条令 ( 1940年法令第1943号)

に基いて労働省に福利局を設け、叉 250 人以上を使用す

る工場の凡てが暖い食事を供給するための適当な施設を

もたねばならぬことを規定した。工場内の Cant een は

従業員が各自持参した弁当を食べるための簡単な食事室

のこともあるし、毎日数百人に緩い食事を提供する広い

複雑な建物になることもある。

位 置 Cant芯e n は工場内の余り不便でない位置に

設けねばならない。しかし、作業場の凡ての部分から便

利にゆけるからと云って工場中心部に設けるべきではな

い。それは、工場の騒音、臭 気、雰囲気等から隔離し、

出来れば工場的な建物とせずに、庭園と樹木を附設して

快的な眺望をもつものにする。筒、隣抜道路に近く設け

て商人の卓が直擬厨房に品物を届けられるようにする。

Cant een が作業時間後の慰安行為にも利用される場

合には、従業員及びその友人等が工場を通り抜けなくて

も英処に行けるようにする。叉天気の好い日に戸外で食

事するためのテラスは、従業員に非常に喜ばれる。

必要施政 Cant een に必要な施設は、工場の全人員

数及び食堂を利用する労働者数によって決められる。工

場の位置が一般の料理屈や従業員の家庭から速い時は、

Cant een ( 1 . 工場人員の大部分のものを対象として考え

ねばならない。 Cant een は、その規模の如何にか L わ

らず、次の ような施設が心要である。

仰 ) 食 事 室

(b)  サ{ ピス ・エリヤ

E D WA R D  D.  MI L L S  

室 井 修 訳

(c) 厨房、食器洗い場、貯蔵庫

(d)  事務室と職員用設施

(e) 衣帽主主その他

以上の各々について 、 その設計上の重要点を次に述べ

る。

( 幼 食 事 室 食 事 室 の 計 画 に 際 し て の 一 般 的 基 本

事項は、 1人当り所要煽積を最小限10平方吹とすること

及び l テープノレの活路人員を 8 人以下とすることであ

る。長いテープノレと長椅子を連続させるのは、学校のよ

うな感じになるから、これは極力避けねばならない。食

堂ホーノレは明るく快的なものとし、充分な自然光線を採

り入れなければならない。換気は自然換気と人工換気の

両者を併用する。絵画や壁飾りを取付けること及び壁の

色彩をE しく撰ぶことは、従業員を Cant een に親しま

せるのに大変役立つ。

備え付けの家具は軽くて丈夫なものでなければならな

い。バイプ製家具は、デザインがよければ、非常に適当

である。乱暴に扱って も丈夫であるし、狭い スペ ースに

片附けるのが容易である 。 このことは、食堂がダンスそ

の他の慰安行為に使はれる時7こ、 大変重要なことであ

る。

食堂ホーノレの床上は、それが充てらるべき用途によって

異るが、堅木プロツグ床及び小劉板床は、耐久性がある

こと 、洗絡が容易なこと 、見掛けがよいこと等の点で、優

れている 。

Cant een の中に設ける食事室の数は、その工場の賄

方針によって決まる。ある工場では 1 ヶ所の大きな食事

室を設け、12時から 1時迄職工が使用し、 1 時から 2 時

迄職員が使用するようにしており、これに怜部と訪問答

のための小さな別室を附設している。叉ある工場では、

従業員の階級に応じて別々に食事するように数室に分け

ている。工場内の各階級聞の障壁を打破するためには 1

室にする方がよしこの形式の方が好ましいと思う 。

(b) サーピス・エリヤ Cant een で採用されるサ ー

ビスの形態は、次の二つの要素によって決められる。即

ち工場の賄方針と給仕を要する食事者の数とである 。サ

ーーピスの領煩は大体次の三つに大別される。

(1) 女給仕のサ ービス・ これは工場の食堂では一般に

余り行ばれない。のみならずこのサーピス形式は、一般

の公衆食堂においてすら余り採用されなくなった。無 理

のないサ ーピスをするためには、食事者の16- 17人に対
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しi 人の女給仕が必要であるが、適当な女給仕の充分な

採用が六ケ敷くなったからである。

(2) キヤフエテリヤ・サ{ ピス これは最初アメリカ

で初められ、現在では、多くの工場食堂に採用されてい

るばかりでなく、多くの有名な斜理庖でも採用されてい

る。この方法は、今ではよく知られているように、部分

的に区観した長いカウンターを設け、そのカウンターの

上に 1 人前宛売るようにした所菱重の食物を陳列する。

食事者十主ナイフ、食器及び食物を自分で集め、カウンタ

ーの端で金を払う。この方法によれば非常に早いサービ

スが得られるが、そのためには、カウンターに食物が欠

乏しないようにする能力を厨房員が持っており、叉カウ

ンターが食事者の数を充分こなし得るだけの長さのもの

でなければならない。 カウンターは食事者12人に付約12

吋の長さとし、各区劃毎に保温食器棚を設ける。叉食事者

が一時に殺到するのを防ぐため平行な柵を設けてホーノレ

から区切る。街食物を乗せた盆を移動させるためのレ{

ルをつける。この方法を成功させるためには、食事者が

撰ぶ料理の積類を適当にすることが極めて大切である。

(3) ハッチ・サーピス 之はハッチ叉はカウンターが沢

山並んでいて、芙処で血に盛った粉理が 1 人宛)1民香に渡

される。食事者の多出土、二つの櫛の聞で、渡し場所に直

角に並ぶ。ハッチサ{ ピスで重要な事項は、出来たての

籾理を渡すのがおくれないように、渡し場所の数を適当

にすること及び充分なサ{ ピス人員をおくことである。

渡される料理は予め皿に盛られ、カウンターの下の保温

食協器の中に置かれる。御茶その他の飲み物のサーピス

は別の渡し場でなされる。 もしハッチが壁面に設けられ

ているな らば、食堂を社交上の用途に使う時それを閉ぢ

得るように、倦上げ シャツ ターをつける。

自給式食堂において忘れてならない事は、手押車の準

備である。これは、汚れた食器を各テ{ プノレから集めて

針器洗い場に運ぶためのものである。食堂と食器洗い場

の間には、ばね付自在戸をつけて、両者の関の交通を直

接的にする。

(c) 厨房、食器洗い場、貯蔵庫厨房は Cant een の

中の仕事場である。位置は、食堂と売庖に隣接して設け

る。食堂の大きさに応じて、普通食事者 1人に付3 - 5平

方択の厨房函積が要る。但しこれは食器洗い場と貯蔵庫

を含めての面積である。厨房は、不必要な動線交叉を極

力避けるように、叉厨房員の無駄な労力を出来るだけ省

くように設計する。煮炊する場所及び肌に盛る場所の他

に、野菜調理台、肉類調理台、菓子類調理合、洗い場等

が必要である。

貯蔵庫は、嵩高い品 (例えば小麦粉の袋〉乾いた品

( 織詰〉野菜、腐り易い品( 例えば肉、 パター、ミノレグ〉、

予備器具、ごみ箱、空瓶等に対して、夫々必要である。

理想として貯蔵庫は北向きがよく、腐り 易い食品のため
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には充分な大きさの冷凍室が心裏である。

調理合に棚や狛出をつけるのは、ごみが溜るし叉害虫

の巣になり勝ちであるから、感心しない。厨房の壁と床

はタイル貼りとして、適当な床排水E撃を設ける。床排水

は炊高台の周囲で特に必要である。工場の厨房では、保

混食器棚と炊事器具から黙を発生するので、一般に援房

を必要としない。炊事器具の上には底引式換気装置を設

けるが、これは絶対に Ca nぬe n の全体換気設備に連結

してはなeらない。斜理場の臭気が建物全体に分散するお

それがらるからである。 厨房にはよい照明が必要でら

る。完全被覆の掃除し易い照明器具を用いるのがよい。

燃料は、その場所の供給条件に応じて、ガス、電気、

蒸気あるいは国体燃斜を用いる。使用燃料の決定は、経

営者、建築家及び斜理人の三者が充分検討した上で、な

されねばならない。食器洗い場は厨房から区切る。そし

て厨房から人り易くし、食器の循環に具合ょくし、叉遮

温の温水を充分供給し得る皿洗い器を設置する。食器を

しまう棚は、メイプ製の方が掃除と維持の点で堅木製の

ものより優る。食器洗い場の床と壁はタイル鮎とし、床

排水を考慮する。叉手押事を止めて食器を降すため、適

当な面積が主要る。

ω 事務室と職員用施設食堂支配人のために、厨房

を監督し得る事務室が要る。その他の必要な事務室は事

務職員の状況から決められる。食堂職員の便所及び衣幅

室 ( 何れも男女別〉は食事者に対するものとは全然別個

に計画する。

(e) 衣帽室その他衣帽室設備の必要量は、その建物

が食事サーピス以外のどんな用途に充てられるか、によ

って決まる。衣帽室は玄関の近くに置く 。建物が社交的

用途にも用いられるものならば、衣帽を一定時間安全に

保管するために、充分な面積を割当てる。叉此処には 1

人の番人をおいて管理させる。

食堂が定期的集会にも用いられるものならば、務附室

をもっスチ{ ジを必要とする。このような附加物をどの

程度にするかは、その建物に予想される社交的用途の範

囲によって決められる。もしダンス、演劇或は演奏会等

を定期的に開催するものならば、関係官庁の許可を受け

且その規定する条令に従って設計する。これ等の条令は

一般に、照関条件、非常出口その他の避難方法、消火器

具等に関するものを含んでいる。

S  2. 医 療 施 設

概 説医療施設の必要量は、工場の従業員数によ

って異る。施される医療の種類は大体次の三つに分けら

れる。

凶作業中の傷害に対する応急手当

(b) 雇備の際の健康診断

(c) 定期診断及び一般治療



相当数の従業員をもっ大工場は‘ 専任の医者と看護婦

をおいて 、以上 3 街類の処置を全部行うが、小工場では一

寸した負傷を手当する程度の施設しか持たなし、。後者の

場合、新雇仮i者の健康診断は地方の開業医に依頼する。

位置及び平面計画 診療所は主要道路から直接行ける

位置で、且つ工場の他の部分と往復し易い場所に置かねば

ならなし、。そしてもし福利施設に関する広範囲な計画が

許される場合には、医療施設は人事部室及ひ・食堂に及び

看護古書室をもっ小さな建物があればよし、。毛布、器具、

医療品等を入れる棚を置くため、充分なスペ ースを考え

る。叉常に充分な・温水を供給する流しを設ける。

処置室から担架を運び出すのに待合室を透るのはよく

ない。担架が楽に通るために、 原の巾は 3 沢6吋以上と

する。定期診断を行うことが予想される場所では応急手

当を受ける患者を他の者と別にするのがよし、。その為に

は別の待合室が必要になる。叉カ{ テンで診察室と仕切

られた約 4 択平方の着換え場所が要る。限の検査がなさ

れるものならば、診察室の一方向に、邪魔のない20択の

長さを考慮する。ゐる工業家は、歯科、眼科その他の専

門科を霞くのが望ましい、と考えている。アメリカの或

る工場では、医療施設の中に、 X 線室、手術教室及ひ医

療研究所まで備えている。

たとえ、医療施設の程度はどのよう であろうとも 、こ

れに属する建物は凡て単純で、掃除がし易く 、叉採光と

換気のよいものとする。室内は適温に保ち、叉朗るい感

じにする。壁、床及び天井の入隅は、塵撲のたまらぬよ

らに丸味をつける。床は緩い弾力性のある材斜で被う 。

厚いリノリウム叉l主コノレグ・タイノレは非常によし、。装飾

にけばけばしい色彩を使うのは避け、建物全体を通じて

軽い水彩式の色調を採用する。

S  3. そ の イ 也 の 施 設

人 事 部 新しい人員が間断なく履い入れられる大工

場では、それ等の採用志顎者に対して面会と試験を行う

ため、 必要な務室を準備する。これ等の話室は、工場の

入口に近く、出来れば医療施設に隣接して設ける。待合

所、面会室及び試験室はそれぞれ男女別にする。もし関

係官吏がその工場の福利問題を取扱うことがあるならば

それに必要な事務室( 休憩室及び便所を含む〉を準備す

る。熟練程度を実際的かつ心理学的に試験する方法が発

達して来たので、種々の作業に対する適切な人物の撰摂

が一般に可能になった。適切な人物の撰訳に関する経費

は、その工場における事故の減少、能率と生産のt曽進等

が急速にこれを償う。工業心理学会は、事務員から職工

に至る迄の凡ゆる種類の勤労者に対する試験方法を研究

しているが、その忠告と援助は、工場における「丸い穴

に四角な釘」を避けたいと思う製造家逮にとって非常に

役に立つ。

運動施重量その他 以上福利施設の種々のものについて

述べてきたが、この他に、事業家があまり金をかけたが

らない施設がある。 それは、 運動場、 観覧席、養成所

〈工場独自のもの叉は地方教育機関とタイ ・アップした

もの〉、屋内競技場、ダンス ・ホール、演劇場等である。

新しい工場を計画する場合には、完全な福利計画を樹て

し夫々の所要施設に対する場所を考えておく事が肝要

である。たとえ全部の計画を直ちに突施することが出来

ぬにしても。

更衣所、洗面所、浴室及び便所

(伺更衣所工場法は、凡ての工場に対して 、種々の衛

生施設を要求しているが、中でも更衣施設を最も重視し

ている。更衣施設は、たとえ法が要求しなくとも、労務

者の衣類を作業時間中保管するために必要なことは論を

またなし、。労務者は、作業着手の前に、外出着を脱いで

或る場所に仕舞う。叉工場に よっては、保護衣を着る。

更衣施設( 男女別) についての要点を次に列挙する。

(1) 外出着と長靴を脱いて作業衣叉は保護衣を着るた

めの充分なスベ{ スを採る。

(2) 労務者 1 人毎に、ロッカ ー、 衣類掛叉は他の保管

場所 ( 肪盗設備のある) を用意し、これに使用者の名前

と番号をはっきり記す。

(3) 雨天の時衣類を乾かす設備をする。

任) 消音量、採光、換気及び適当な管理について考慮す

る。

更衣所の最も適当な位置は、工場入口及び大時計に近

い所である。その建物は一方交通に計画し、これに隣接

して洗面所を設ける。工場における衣服入れの最も好ま

しいタイプは、上衣、帽子、はきもの及び持物を一緒に容

れることの出来るロッカーである。 ロッカーは亙鉛鍍金

網で作るのがよし、。内容物が濡れている時に通風をよく

し、叉ロッカーを聞けなくても中の品物を調べることが

出来るようにする為である。蒸気、混水叉は電気を害事源

とするホニト ・バイプをロツカ{ の下に走らせ、雨天の

際に内容物を乾かす役目をさせる。叉はきものを変える

のに便利なようにシートを設ける。

更衣室は消潔でなければならぬ。材: 斜は治官を保ち得

る£うなものを撰ぶ。床はタイノレ、人造石、その他の水

の鯵みない材料で仕上げ、洗い流し得るようにする。床

排水は、水が自動的に排出されるように考慮する。壁は

タイル貼、 殺事実際瓦貼、 叉は硬質プラスタ{ 仕上とす

る。更衣室の入口にはドア・マットを置いて、建物全体

の清潔を保持するようにする。建物は自然及び人工の手

段で適切な採光、換気をする。

(b) 洗面所と浴室工場における洗面所の最も適当な

型式は円型叉は連続型のそれである。これ等の器具は原

則として金属で作られるが、着色テラゾ ーで作って非常

に成功した例もある。給水は足ぷみのレパ F で加被され
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温水の連続噴水のもとに洗面する。温水の充分な供給

が、凡ての洗う設備にとって大切である。 この型式の器

具は、相当永い期間清潔に保ち得るばかりでなく 、水の

使用量も普通のものより少し、。 各々の器具は、 同時に

7 - 8人が使える 。円型は直径が 4 択 6 吋- 5 択で・給水管

は上向き叉は下向きに結合される。冷水と i温水を混ぜる

ための混合用穿がつけられる。

工場洗面所における石鹸の準備は六ケ数しい問題でゐ

る。 普通の閤形石鹸はなくなったり盗まれたりするの

で、ある特許式の分国法によって液状叉は粉状石宣告とし

て分配するのが、最も経済的である。

もう一つの問題はタオルに関するものである。 タオノレ

の分配法に次の よ うなものがある。

(1) ローラ ー・ タオノレ これは度々取換える。

(2) 個人別 タオノレ 一度使って備付けの績に入れる。

(3) 段収性紙タオル これは使ったら棄てる。

仏) 自動式 ロー ラ{ ・ タオノレ

この最後のものが、おそらく最適で‘ あろう 。 これは、

小さなキヤピネットに収められた長さ約25ヤードの連続

ローラ{ ・タオルから成る。使用者がタオルを引張ると 、

汚れた部分は捲き上げられ、きれいな部分が自動的に統

制された長さだけ出てくる。タオルは毎日夜換えられ、再

使用のため洗濯に出される。叉工場の更衣室では、ハ y ド

. ドライヤ ー( 温気〉が思いられるようになりつ L ある。

或る簡の工場は、従業員のための浴室を設けることを

法によって要求されているが、多くの工場は、たとえ法

の婆求がなくても 、特に汚れる作業を行う労務者のため

に浴室を設けている。風呂には、シャワー ・パスと大浴

槽のニつの型王えがある。普通、女子は大浴槽を好み、男

子はシャワ ーを好む。何れもプライパシイを奇襲つため、

仕切った室の中に置かれ、 これに脱衣場を附属させる。

シャワ ー型は普通約 3 択 x 4 択のスベースを必要とし、

大浴樽はパスの型にもよるが、普通 6 !lR x 4 ! l Rの大きさ

が要る。 シヤワ{ の場合には、混一微温ー冷を調節する

ための穿がつけられる。頭からの散水よりも肩にか L る

散水の方がよ L 、。浴室内の小仕切室の間仕切は、洗し、易

い水の穆みない材料で作り、高さは少くとも 6 択 6 吋主主

る。 材斜はスレ ー ト、 タイル、金属張りの木材等がよ

い。小仕切室の間仕切は床から 6 吋だけ上げ、床は洗い

易いようにタイル貼とし且つ排水を考慮する 。入口はド

ア叉は耐水カ戸テンで閉めるようにする。 シート、着物

掛、木製歩み板を凡ての小笠に備える 。

工場法は叉、25人以上を使用する凡ての工場が、適当

な欽斜水供給設備( はっきりとその旨を示して ) を設く

べきことを規定している。呑口と鎖のついた金属査をも

っ旧式の噴水型は衛生的でない。前述の押しボタン噴出

裂が凡ての工場7こ作らるべきである 。更衣室及び洗面所

における暦入れの設置は、整然とした衛生条件の維持に

役立つ。これ等は亙鉛鍍金網製とするのがよく 、叉不用
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の新聞紙、包み紙、その他を入れるため十分の大きさの

ものとする。

信) 便所公衆衛生法と工場法の両者によって、凡て

の工場は、男女別の適切な便所施設を設くべきことを要

求される 。監P賢官庁は便所に関して次のような規定を設

けている。

(1) 使用者数に対して充分な数を設ける。即ち男女各

25人に付 1個所以上とする。( 人員が 100人以上で且つ

衛生設備が充分なされている時は、最初の 100 人迄は25

人毎に 1 個所、それ以上は40人毎に l 個所とする 。〉

(2) 使用者が便利に行ける位置に設ける。

(3) 作業室と離す。叉は作業室との間に換気のための

スペ ースを介在させる。

(4) 換気を充分Jこする 。

(5) 採光を充分Jこする 。

(6) 清潔に保つ。

ワ) 屋根を架ける 。

(8) 仕切をつける 。女子用には、適当な扉と締め具を

考慮する 。

(9) 男子と女子の入口を別にする 。内部には適当な仕

切を設け、異性側から見えぬようにする 。

使所は普通洗面所及び更衣室と接して計画する 。然し

大工場では、全工場敷地内に適当な間隔をおいて 、小さ

な便所プロツタを数多くおくのがよい。便所は、適当な

採光、換気を得るため、外気に直接接せしめる 。 自然換

気で充分でない時は、特別な人工換気を行う 。

便所が作業場に隣接する時は、両者の聞に換気の充分

な廊下を設ける 。叉便所が更衣室、洗彊所に隣接する時

は、その聞の間仕切帯天井迄のばし、両 方 の 部 別 々 に

換気する。便所の大きさは、間仕切の高さが 7 ! l R以上に

なるように設計する 。大使所は巾 2 !lR
6吋以上とし、シ

{ トの端から扉内面迄も 2 択 6
吋長l上とする 。扉の上端

は床面から 6 9尽6 吋以上にする 。扉には内から締める盆

具ーをつける。衣服掛とトイレツト ・ロー ノレ掛をつける。

洗器は、 ヒンジ付ベーグライト ・シー トをもっ白色陶器

製のものとする。

多くの工場では、つめかえが早いので、連続フラッシ

ユ1 - 習を使用しているが、普通は単独フラッシユ ・シスタ

ーンが最もよい。

便所の壁、間仕切、天井及び床は、硬質の、容易に洗

える、 71<のf:i. みない材料で仕上げる。床は時々ホースで

洗うから 、排水を充分考慮、する。

更衣室、洗商所及び便所をよくする事は、近代工場で

は絶対必要である 。 このことは、汚れ易い危険な作業を

行う工場では、特に強調さるべきである 。

便所、洗面所、更衣室プロツグを常時管理するために

専任の事録員を雇って、 これ等建物の使用と維持を適切

にするための世話をさせることが望ましい。

( 訳者: 日建設計工務K K技師、大阪工大講師〉



私たちの建築史 (9

林 野 全 孝

一中期その 5 -

寺院建築各論

前節では仏教とその建築の大系を述べましたが、ここ

では実例に よって説明しましょう。大体当時の仏教建築

は、シナの宮殿官街の様式によったもので、印度のまま

で・はなかったのです。しかし細かく見ますと前号にも述

べましたように、西方や印度のえいきょうを見ます。

金 堂 金堂は仏教建築の中心ですが、風土記等には

厳堂( ごんどう 〉 と脅かれ、金堂という名古、と共美弥で

シナでは単に仏殿等と呼ばれていました。金堂は仏教々

義の一つの具現化した世界を表すもので、コド毒事の仏像と

その脇侍仏、例えば本増・が薬師如来ならその左に円光菩

薩、右に月光菩薩を置き、( 第54図〉台座の四隅に四天王

を配 します。 叉壁には薬師如来のいる浄るりの世界を

ゑがき、天井の絡間 〈天井の樟像が弁型に組まれたその

問〉には蓮華や法相翠の花をゑがきます。

現存金堂で最も古いのは、いうまでもなく法隆寺金堂

ですが、他に三月堂、唐招提寺( 第55図〉、海竜王寺、そ

れに円堂( 八角形のプラ γ 〉として夢般、栄山寺、計 6

校残っています。〈新薬師寺金堂はもと食堂であった。〉

現在では、仏像や壁画が完全に惑っていませんが、この

ような仏教の世界を表現する方法は、既にシナや (第56

第 54図

薬師寺金堂

内 部

図) 印度〈第57図〕に見られ ます。 fムの世界で‘ は如来が まh 。

最上で、喜善薩が次席、閉王が 3 席、天部は仏教以外の神

とされ、明王、天部共、仏の守護神

で、いかめしい形をしています。如

来、菩薩共性はなく葵涯は如来Jこ使

える仏で、裳衣をまとい、優しい形

ですが、如来ともなると修主主足りて

( ? ) わずか衣一枚で表されます。，印

度のパ ークやアジヤ Y タ{ 等の壁画

と比べると兵くわかりますが、印度

の王貴の階級的生活が、ここに表現

されて来ているとすると面白いで

す。白鳳以前は、一寺でいろいろの' 敏

宗があったので・法隆寺のよう fこ内部

の構成は複雑ですが、唐招提寺、東

大寺等ー宗の世界だから簡単です。

宅、ｾｾ .. 

正Y・1t

さて法隆寺金堂を見て下さし、。第

58図は浅野氏による復原模型で、今

回の修理では、路々この案に従い竣 策 ＵＶ 図 ＱＱ 岡第 ＱＲｾ 言 。彫られた 建物と 、 我国の寺院建築と比べよ。
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第58図

務隆寺金堂機m図

第 59図

芳隆寺金堂婆飾及

勾測の復原

( 黒い部分が

発見された !日

材)
第57図 アジャンター第26窟。

前 Ｓ 図の尿言語を見よ 、 ｾｩｉ度の王貨の生

活が表われている。

H  n  I I . - n  

寸首童話罫翌日市西豆諸担当掛町田百五ヨi

ｆ よｾ s . . . 電7 古 ご 市

晶

脳

陣

守

会

堂

彼

帽

主

立

-
8

・

敏夫沼1・土復原法隆寺金堂第61図

工されます。但し裳階は附きます。復原で特に注意すべ

きは、妻部がき長叉首になっていることと、勾欄の様式は

よく原形を止めていますが、修理前より全長が短かくな

り、 p きしまった感を与えます。( 第59図〉。今一つは法

=隆寺磁の玉虫宮殿 (60図〉の屋棋が、法隆寺の金堂の屋

根の原形であろうという想像が、天沼博士によりされて

いました。( 第61図〉つまり 、屋狼が、銭主主( しころぶ

き〉で、棟、の両端に鴎尾が付いたものです。しかし浅野

氏は、もとから入母屋の屋根であったことを発見してい

ます。( 浅野清博土、「法隆寺総動〉。筒鴎尾は最近金堂

附近より発見された資斜等により小山連一氏が復原され

つつあります。それまでは玉虫宮殿や伝法堂地下、法論

寺発見のものによっていました。金堂内部は、12の大小

壁に分れ、夫々に壁画が脅かれていました。内大壁が 4

つで、東西に各 1 壁、北に2 塁まありま した。I1闘に、 1 号

6 号、 9 号10号と呼び、この 4 壁の名題について種々

ました。しかし故望月信亨師の東方薬師、西方阿弥陀、

論議されて来南方釈迦、北方弥勤の世界を現すとする説

が、良いのではないで、しょうか。( 参考春山武松著「法

隆寺の壁画「。田中重久「日本壁画の研究」等〉。この壁

画は( 第62図〉白鳳時代とされ、金堂の建立柄、と同ー

であることは閉かになって来ました。叉、天井小壁に飛

天の図や、格聞に蓮華、叉天井板には、おびただしい落

があり、手法はよく白鳳らしさを物語っています。落

には、ずい分わいざつなのがあり 、 これは唐招提寺に

ある天平の作、発天、帝釈天の台座のもの中特に楚天の

落窃に男根を奮いたのがあったり、およそ神聖な仏の道

に反するも甚しいものです。これらは絵師や彫刻j師のし

業でしょうが、これらから見て、仏教が本当はどれ程人
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々の心の中に這入していたか疑問で、す。

さて、法隆寺の瓦について今少 し書き

添えま しょ う。第63図は金堂の天井より

発見されたものですが、この見事な瓦は

6 号壁にある蓮華や、天井絡間の蓮華・に

精通じ、白鳳の香りがはっきりします。

第64図は若草伽藍祉や、東院の飛鳥時代

の遺跡中から出るもので、前図より少し

古いのも明かです。これは、法隆寺再建

非再建論の終止符を打つ一つの資料とな

ったトけです。( 村田博士、「法隆寺研究

史J ) さて、明治20年頃より初まった再

建非再建論争は、若草伽藍祉の発掘によ

り、四天王寺式配置をたしかめ、瓦の古

いことより 、焼失した法隆寺をここに見

出したわけで‘ すが、非再建論の有力な機

式論も 、村田博土のシナの建築との比較

により( 宝震36冊) 白鳳再建説が有力に

浮んで‘ 来たわけで- す。しかし、現金堂が

しからば白鳳時代のいつ建ったか? とい

うことは恐らく永遠に不明で・しよう。倦

むべし、1950年 1 月26 B ，金堂下層は全

焼し、後復原修理にかかり 、1954年 7 月

完成予定であります。 係62図 逮隆寺金堂6号壁 「阿紘陀浄土変J

東大寺は天皇権力と中央集権の最も甚しい時に建立され れは国分寺でない。一体扇分寺は園南の所管であるが、

ました。東大寺は各地の国分寺の総国分寺となし、「金光 官の大寺たる東大寺が国司の所管である筈がない。只、

明最勝王経」を中心に宗し、総圏分尼寺として、大和法 大和東大寺建立のとき 、一時金光明寺の寺籍を東大寺に

翠寺が「法主主経」を宗した。これが従来我々の聞かされ 置いたので、国分寺と混同され、且総国分寺と誤られた

ていました国分寺と東大寺との関係です。しかし大正前 のだ。」と普かれていました。 大正 5 年 2 月「宗教界」

期に、喜田貞音符土がこの定説を完全にくつがえしてい に小野玄妙氏が宗教の専門の立場からこれに反パグされ

ます。このことは不思議にもあまり知られていませんの 論争が展開します。芙後昭和12年角田文衛氏論の「国分

で一寸述べて見ましよう。大正 Ｔ 年から Ｕｾ 手 にかけて 、 寺」上下 2 巻一一 この本は国分寺研究には必読のもの

「芸文」誌上に喜田博士は、「大和国分寺は恭仁京にあっ 一一中に、喜田博士が更に自説を主張しています。 しか

た、( 寺担1 : 残れり〉東大寺はもと近江のしがらきの地に金 し現在来してどうなったのか? 両氏故人となった今日

鐙寺( こんしゅ寺〉として建立されようとしたので 、こ 不明のことですが、 最近角田氏にお聞きしますと 、「喜

生存63図 法隆寺金堂発見友 第64図 同若草伽藍瓦

田説の方が正しい」というとの

ことです。

ずい分廻り道しましたが、東

大寺の創草についても突は良く

わかっていません。福山博士は

持統天皇のときから既に金鍾寺

として奈良にあったと言われて

いますし、一説に三月堂中心と

する金銭寺が天平 5 年良ベん僧

正により聞かれた、と も言われ

ています。東大寺という名紘は

平城京内衰の東の大寺で、これ

に対し西の大寺を西大寺と言つ
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第65図大仏建立の様子がわかる。正面は模

型で、下では阪の原寸を書い ている

吠こので、全く略称で‘ す。

さて大和東大寺は全国から仕丁を集め霊功労奉仕と

いっても全くドレイのようにコグシされて建立に当

らされたもので・す。東大寺要録によると、材木知識

3 万人、金知識37万人役夫218万人と脅かれ、使用さ

れた材籾、銅45万斤余、滅金 2 万余斤等で、 2<Y-年も

かかって 5 丈 3 尺 5 寸の大仏を造り、 156 尺の大仏

殴、約300 尺の七重塔を東西ニ基等々 、 驚くべぎ工

事を行ったわけで‘ す。 65，66図は大映映画の提供に

よるものですが、大仏の姿は大変まずいのは別とし

て、良く当時の面影がしのばれます。この大仏は前

述のように見慮舎那仏と言います。 V ai rocana の

訳 で、光明遍照、つまり太陽ということです。東大

寺は英後焼失し、鎌倉時代に再興され、再び焼失、

今の主要伽藍及び大仏は江戸末期のものですが、大仏の

下にある蓮華の弁が数葉当時のま ま残り 、その花弁に第

<67図のような毛彫りがされています。上に一つの中釈迦

があり下に多くの小釈迦がありま す。大fムは大釈迦で、

この弁が1000葉ありますから 、 1 人の大釈迦を1000人の

中 釈迦が守り 、更に 100 億の小釈迦が取りまいている。

つ まり1 人の天皇と 1∞ 人の貴族、高官と 、多数の人民

を表し天皇中心国家意識を高めるための方策が良く理解

されます。この小釈迦たる人民は草の屋根、ムシロの上

に生活し、中釈迦にコクシされて大釈迦のためにこの大

仏や寺院を建立しました。因みにこの連弁は華厳経の喜重

量査蔵世界海を表 し、 無欲を教え、叉金光明最勝王経はそ

れを称すれば医家が強大になることを強調し、中央集権

のシシポノレと したものです。

ついでに国分寺について述べます。随の仁寿 2 年に、

文帝が51i十| に舎利塔を建て、唐代には則天武后が天授元

年 10月、各ナ| ‘ | に大雲光明寺を置き( 新唐警本記第四) 、開

元26年( 天平10年〉、開元寺と致事伝( 唐会要巻48) 、天下

諸州、| に勅して竜輿( { 齢、 関元( 尼〉二寺を建てしめた

( 仏祖統記40) 事情と大変良く似た事情が、底分寺に当

ては まります。開元26年より 3 年後の天平13年 3 月翠武

天皇の国分寺同尼寺を各国に置け、 という勅が 下 りま

す。全く唐の マネですが、突は国分寺という名弥がすで
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第66図大仏が出来上り、足場をとっ ている

ところ

第67図 大仏台座連弁

に養老のときより見え、叉、国府寺なるものが、天武天

皇14年より見えます。これは随の文帝のマネでないでし

ょ うか、 こうして、国司所管の国府寺が、そのまま国分

寺に転化 したり 、叉合体して国分寺が出来た、つまり国

分寺のキソ( ' I 既に以前に萌芽して いたとも考え られます

( 角田氏、国分寺の設置、昭和12年) 。紀伊、阿 波、伊豆

圏分尼寺から白鳳時代の瓦が出る等、 この一面を実証さ

れます。しかし天平16年現在、近畿地方にすら国分寺末

設置の国もあり 、出挙稲( 既述) の利を毎年 2 万束、造

国分寺i斜に当てた記録もあります。

東大寺といい、国分寺といい、その財政的基礎は、特

に大化以来合理的に蓄積されたドレイ制による中央集権

制廃のたまもので、内には公民( 農民を〉の労力を提供

せしめ、相当の重税を集め、外にはシナの政策 lこ右へな

らい、専ら一部階級の富と安楽を願い、栄えるのはただ

都と国司のいる附近にすぎなかったのが、当時の実情で

した。

附言しますが、興福寺、海竜王寺、西の京、薬師寺等

は金堂が正面と東西計 3 つありま した。そして東院、西

院と分れていたようです。薬師寺の現礼堂( 鎌倉) は東

院金堂の名残りで しょ う。

( 筆 者 大 阪存立大学建築計画及史学研究室〉



米 国 の 景 気 と 建 築 の 役 割 ;  

建設工事: が景気の好感を反吹することは常識でわか

るが、米国のように経済が年々発展を続けて止まない

ところでは住宅や工場の建築は自然に放任しても槌加

していくのが常道だ。それが何かの事情によって停頓

夫は減退するということになると 、それは景気の前途

に暗影を按ずる憂慮すべき現象と見倣される。

米国では景気を支持する四本柱 といわれるものがあ

る。その第 l は国民の消費で 1 f:意 6 千万人という人口

が世界最高度の生活水準を維持しているのであるから 、

年 4 の金額は莫大なもので1952年は2146t意ドノレ、昨年

は2256t窓ドノレであった。国民所得が増大 し、この消費

が膨脹する傾向にあるときは前途に好景気が予想され

るつこれは米国に限らず日本でも同じことだ。例えば

日本では昨年のように生産が地高 し、消費がそれに従

って膨脹したから一見好景気のように見えた。しかし、

それはインフレ景気、空景気て・あって米国のような固

い地盤の上に立つものではなし、。 その第 2 は政府の財

政支出だ。 トノレーマ y 大統領時代には朝鮮事変の発生、

続いて再軍備というように総歳出 400 位、ドルから一躍

800 ( ，志ドルに霊んとする激胞を示 したから、その巨大

な資金が圏内にばらまかれ、因果のポケットに入札

期せず して空白riJ の好景気を示現 した。 しかし、アイゼ

γ ハワ ー大統領の天下になってから朝鮮休戦が成立し、

国防支出 にも大鈴が擬われたから 、明年度のが「予算は

656 億ドノレに縮少 した。 この財政デフレは米国最気現

下の後退の重要な原因をなすものである。

それから第 3 の米国景気を支えるものは産業の新資

本投下だ。目的はどこの国でも同じように生産設備の

改善、拡張にあって、米国では毎年総生産の大体2 0 %位

は この投資に向けられている。従って、生産能率が年

々改善され、コストが低下のー絡を辿ることになるわ

けだっ昨年の産業新投資(;: 287 t意ドノレである。本年は

少 し減少するようだ。これ も景気前途に一株の不安を

懐かしめている。第 4 は建設だ。この中には個人、団

体の分を包括して含んでおり 、毎年その金額は 300 億

ドノレ以上に達してし、る。五躍にし、うと、 1952年 は 326

億ドル、昨年( 土347{窓ドノレ、本年は少し滋って大体340

億 ドノレだとは政府筋の縫定ーだ。金額からいえば産業新

投資よりも多く 、それだけに景気を支持する上に於て

重要な役割を演じている。

大 島 堅 造

建設に米国民が 300 億ドノレを超える支出をすること

自体が景気支持上、欠くべからざる要素であるが問題

は寧ろそれ以外にもある。住宅、工場、オツアイ ス ・

ヒツレなどが建設されると 、それを装備す る莫大な支出

が必然的に発生して来る。例を住宅にとる と、米国の

ことであるから冷蔵庫、テレグイ 、 電気洗濯器、ピア

ノなど高価な家具を一応備えなければならぬ。そうな

ると鉄鉱類の新しい需要がそれから派生して来る。こ

のように一波生じ万波これに応うというように、建 設 r

によって生じた新需要は経済全体に浸透して止まない。 j

その結果、雇傭関係もそれによって増大し、国全体と 1  

しての購買力の憎大を招来することは必然だ。このよ i  

うな現象を世界的に敦= 名な経済学者で 、オツ F スブオ J  

ード大学の教授であるコリ γ ・ダラーグは名づけて 〉

“ Chai n react i on" というている。 この頃日本で

噴き ｾｊｩ 反応」 と訳しているのがそれだ 。 それだから 、

建設が景気に及ぼす影響はそれに裂す金額の何倍かに

なるのそれによって労働者に新しい織を与えるが、産

業投資で・生産設備の近代化をやる場合は逆に入手を省

くことになるから失職者を出すわけだ。

しからば、米国が年々やっている建設の内容はどん

なものか。 これは米国政府は私的建設と公的建設とに 〉

分類している。私的建設の内容は次の通り だ。( 単位 j

百万ドノレ) ｾ＠

1952年 1953年

1954年

〈予想)

イ主 宅 11，100 11，715 11，225 

ヱ 場ー 2，320 2，263 1，950 

E主 書長 1，610 1，475 1，300 

公共建設 4，003 4，430 4，575 

E請 主芝 1，137 1，775 1，950 

其 4虫 1，642 1，772 1，800 

合 計 21，812 23，430 22，800 

次に公的建設は次に示す通りである。

1952年 ＱＹ Ｕ Ｓ ｾｊ 三
1954年

( 予想〕

工 言迄 1，667 1，786 1，600 

陸 海 軍 1，388 1，360 1，200 

関 発 854 833 750 

病 院 833 811 750 

イ主 宅 654 551 365 

，一 一 一-- -- --------_. - ....-一一一一一一一一一一一一一
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道 路 空， 860 3，145 3，4. 50  

Aーォ詩ー 校 1，G19 1，712  1，925  

水道下水 G92 761 825 

其 イ也 259 301 335 

合 計 10，826 11，290 11，200 

公私累計 32，G38 31，720  3'. ，000 

私的といい、公的というのは建設の当事者が個人叉

は会社でらるか、それとも政府その他の政治単位であ

るかの区別に過ぎなし、。前にも述べたように、建設の

直接支出は320億乃至3401.意ドノレであるにしても連鎖反

応によってそれが他の多数の新需要を喚起するから 、

景気に対する比重は遥かに政府財政支出の上にあるわ

けで、個人消費に次ぐ重大要素であることを看過して

はならぬ。

第 2 次大戦後、建設の最も践んであった年は1950年

で、朝鮮事変の勃発、再軍傍若手などで最も長気の良

かった年の一つだ。国民総生産に対して建設支出の占

める割合は1947年の5. 7% 冶‘ ら 1950年には9. 9% という

高率に達した。 1951年には9・4% に落ち、昨年第3・4半

季には 9・1 % に低下した。これは景気の後退の表象で

ある。米国では建設、特に住宅の建築がもっと増加 し

ないのは不思議とされている。昨年、新たに建築に着

手 した件数は 110万、本年は 100万と観測されているが、

1926 年は国民総生産は現在の半分であるのに、100 万

戸とし、う高水準で・あった。その理由はコリ γ . ダ ラ ー

グ教授の指摘しているように、建築資が高きに失する

からだ。

米国の長気が後退しつつあることは衆知の通りであ

るが、それが一段と烈しくなり 、何らかの対策を政府

の手で講じなければならなくなる時には第 1 は減税、

第 2 は金融経和、第 3 ( 主公共事業を起すことと決定さ

れている。ここにいう公共事業とは道路、橋梁などを

含んでいるが、学 校、病院等は戦争以来、長らく放任 t

されていたので、既に計画されているものだけでも数

百億ドノレに達するそうだ。しかし、それは中央政府が

やると都市地方団休がやるとを問わず、資金の出所が

ないから 、どうしても愈々という場合は赤字財政によ

る外はない。共和党政府は赤字財政は大嫌いで、それ

をやるとすれば、一昨年の大統演選挙の際、党として

国民に公約した健全財政の看板を下ろさなければなら

ない。勿論軽々にはやるまいと思う。

以上述べたように、米国経済において建築の占める

比重は非常に大きいから 、わが国の経済に重大な影響

を与える米国景気の前途如何を観測する上に於て、わ

れわれは時々外電で入って来る米国政府発表の住宅建

築着手の件数に深甚の注意が必要だ。

( 筆者 元住友銀行専務取締役〕
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一一一新進気鋭の青年建築家のすいせんを望む一一一

一 一 木誌 6 月号「青年建築家特集」に帰載一一

編集委員会では、本 誌 6 月号を「青年建築家特集」と

することに企画しました。約十数名ばかりの芳年建築家

をピツグアップし、その優秀な能力を広〈社会に紹介し

ようとするものであります。

建築事務所、設計部、建築の団体、学校( 同窓会〉に

おかれましては 、 下記ｾ偵のもとに 、 有能な青年建築家

をごすいせん下さい。

主. 氏名 、職場、年令( 年令は限らず)

2  掲載すべき作・品、論説の題名

3.  すいせん者の簡単なすいせん玉虫歯

1.  3 月27 日までに下記へ御連絡のこと

大阪市東区京橋 3 建設会館内 日本建築協会編集委員会

Ｎ｟一一、…｟Ｎ｟ー…一一……ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ，ＮＮＮＮ ｶＢ ・Ｍ……… Ｎ ＮＯ Ｎ ｊ ｶｶＮＮＮＮＮＮｾ 、Ｂ， Ｎ

建紛'iI 弘fa描 222砕'1の庖

創業30年古い歴史と新しい殺術

ii;高鳴3i 伝言語)請負

室 主 美 素 工 業 所
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正 会 員

田辺平学兵の死を悼む

昭和29年 2 月4 日の朝日新聞紙上で田辺氏の言トを知

り識に鷲樗、取急ぎ弔電を発し確報を得て弔詞を呈し

た。故人は人も知る苔圏構造学の権威で温厚な人格と

共に人望極めて篤い方であった。木会7こは夙にス会さ

れ各種事業に協力されたが、不燃建築、不燃都市建設

並に防空問題等本会主催の事業に尽力された御功績は

多大であった。今後共本会のため斯界のため君に待つ

ものが多かったが病魔の冒すところとなり遂に五十六

才を一期として他界されたことは惜みても余りあるこ

とであり追慕の念禁じがたい。構造講演会の時、筋違

いの少し、小屋組模型を演盛に持出し、ユラ三ヲ動か し

ての説明叉、欧州より帰朝されてからの防空講演会に

数多くスライドを用いての黙心明解なお話・振り 、そし

て木会主催の四圏、九州、京都、英他連日諮演旅行を

共にされた等、想い出っきずお名残り一入切なるもの

がある。

しかし今は他界され主主に御冥福を祈る外な〈ままにお

なつかしき御肖像を掲げ、なお御略歴を掲載する次第

であります。

故田辺平学教綬履歴 (一部〉

大正11. 3. 東京帝国大学部建築学科卒業

11. 4. 神戸高等工業学校講師

11. 8. 建築搭造学研究の為、満 2 年間、イギ

リス、 ドイツ、及アメリカへ在留を命

ぜらる

14. 1. 帰朝

14. 2  神戸高等工業学校教授に任ぜらる

昭和 4. 3. 東京帝国大学より工学博士の学位を授

く

4.  4.  東京工業大学教授栄神戸高等工業学校

教授に任ぜらる

9. 3  建築材粉研究所々負に補せ られる

9. 5.  日本学術振興会学術部第14ノj、委員( 耐

震構造) 会委員を委I民さる

12. 1. 震災予防評議会評議員を仰せ付けらる

12. 12.  中華民国へ出張

13. 5. 内務省専門委員を仰せ付けらる

丑5. 9.  海軍省建築局に於ける研究業務を婦託

15. 11 欧州各国へ出張

16. 10.  帰朝

17. 12.  満州国へ出張

18. 4  早稲田大学講師を嘱託

18. 4. 企画院委員を仰せ付けらる

18. 12.  学術研究会議会員を仰せ付けらる

20.  3. 帝都改造委員会委員を嘱託

20.  9. 戦後対策審議会臨時委員を仰せ付けら

る

22.  7. 建築材料研究所長に補される

27. 12.  東京都耐火建築促進審議会委員を委嘱

さる

28.  7. 建築材斜研究所長の併任を解除さ る

1. 日本建築学会より 、昭和16年に「耐震壁に関する

実験的研究」に対し、学術賞を授与された。

2 昭和22年文部省直轄並に国立大学附属研究所長会

裁が結成されるや、各種委員を歴任、全国Jこ亘る

研究所の調査整備充実に努力を尽し、多大の貢献

がらった。

3. 夙に「都市不燃化J を唱導、殊に昭和22年以来、

全国80余都市を歴訪し、各都市の防火診断を行

い、防火思想の啓裁につとめると同時に「都市不

燃化同盟」の結成に当つては、主導的役割を演じ

今日の「都市不燃化運動」の礎石を築いた。また

この方面には、 「都市防火」の大著がある。

4.工場生産不燃建築の一つである「組立鉄筋コ γ グ

リ{ ト 建築」は「都市不燃化」対策の一所産であ

るが、昭和27年その共同研究者と共に発朗協会よ

り発闘賞を授与された。
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吉 野 与 作

若 木 望 太 郎

責箪道辺渡

問

問

問

同

大 弁 弘 治 郎

犬 家 清 次

A、 田 島 兵 吉

岡 本 弘

奥 島 正

員委

問

問

問

同

岬

渚

弓

雄

好

修

同

問

問

問

問

問

出 版 愛 員 会

委 員 長 谷 口 併 武

雪会 員 五 百 殻 芳 明

同 伊 藤 正 文

同 大 弁 弘 次 郎

向 上 林 博 雄

同 小 西

同 小 林

間 滝 沢

同 馬 場

同 日 野

同 主主弁

真

義

勝

建築主主規委員会

員 越 回 正 勝

中 沢 誠 一 郎

委

同

昭 和 29 年 度 監 事 評 議 員 当 選

昭和29年 1 月30 日開会の通常総会に於て監事並びに評議員の半数改選による選挙を執行したしました結果下

記の通り夫々当選されました。

事 ( 1 名〕監

君E匹被沢中票4 8  9  選当

三 君鐙

員 ( 29名〕議

尾

内

七夏草1 8 3  同

茂 君

隆 君

人 君俊山

1 8 2  

夫 君

夫 君

君

君

君

三

助

一

君

君

君

宏

君

郎

吉

稔

一

広

悌 治

繁

主主

木

家

山

大

行

之

武

原

林

海

国

山

伊

笠

若

船

和

佐

票

粟

議

I E 

昇

倉

1 7 6  Ｎ ｾ＠

1 6 8 漂

察

官

財

栗

東

慕

1 6 5  

1 5  9  

1  5  7  

1  5  7  

1  5  3  

1 8 3  同

同

野

Fも

永

本

豆

問

問

問

問

問

問

問

中

矢

知

徳

評

君

宏

君

君

君

君

君

宏

君

宏

君

君

君

君

君

孝

世

郎

雄

修

俊

郎

郎

夫

夫

敬

作

三

治

古

口

貞

鴻 太

遥

立

制

相

上

国

禁

票

禁

事長

1 8 0  

1  8  0  

1  7  7  

-
8
 

豊

圭

広

江

井

野

本

久 間

本

足

揖

百

井

池

室

島

問

字

什

波

培

矢

山

佐

阪

1 8 8  

1 8 8  

選

1  8  8  

1 8 7  

1 7 9  

同

同

葉

商

問

栗

東

禁

葉

栗

東

菜

粟

葉

栗

漂

票

宙

開

当

同

同

同

1 8 4  

1  8  4  

1 8 4  

1  8  4  

1  8  4  

1 8 3  

1 8 3  

太

三

信

貞

井

田

中 良

湾 木

口

問

問

問

問

問

同

同

同

問

問

問

問

問

1 8 6  

1 8 5  

1 8 5  

1  8  4  

々
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昭 和 27 年 度 決 算 並 に 昭 和 28 年 度 予 算

昭和29年 1 月30 日開会の遥常総会に於て標記予算並に決算下記の通り失々承詩情成りました。

追て2鮮 度 予 算 案 は 昭 和8年3 月開催の評議員会に於て議決され定款35条に依り執行中のものであり ます。

昭 和 21 年 度 決 算 並 収 支 内 訳 表

収 入 の 都 支 出 の 都

科 目 | 予 算 額 ! 突 牧 入 額 | 差引過不足 科

占E孟三卜民走主f出去ご記: 医誌|

U 入|い臼m叩 8. 0∞…0

後主長会費 I 132，000. 001  132，000. 00 

計 16 3 6 0 0 0 0 o oh ，2 m， ふ291 73，362. 71 

事 務 所 費 605，000. 00 611，087. 006 6，087. 00 

会 議 費 ， 150，000. 00 54，444. 00 95. 556，00 

事 業 費 3・071，000. 00，3，369，225. 50 ム298，225，501

事 務 受 582，000. 001  633，506. 00 ム 51，506. 00

諸 給 1，350，000. 001，409，200. 006 59. 200. 00 

準 備 金 52，000. 00 50，000. 00  2，000. 00 

予 備 費 550，000. 00

1  

62，580. 00 487，420. 00 

計 ;6， 360， 000.  00i6、190，042. 50，169，957. 50 

自昭和27年4 月 1 日 至昭和28年3 月31 日 枚 入 総 合 計 ￥6，286，637. 29 支 出 総 合 計 ￥6，190，042. 50

差 引 残 ￥96，594. 79 

貸 借 対 照 表

自 昭 和 27 年 4 月 1 日 至 昭 和 28 年 3 月 21 日

借 方 之 部 貸 方 之 菩E

科 目 額 科 目 額

備 品 I 6  7， 3  6  9. 3  3 基 本 金 4 7，6  72 .  6 5  

仮 払 金 2， 4  0  0. 0 0  磁 兵 退 職 手 当 準 備金 2  0  4， 5  1  7. 4  0  

振 替 貯 金 1  4， 0  6  6. 0  8  I 事 業 準 備 金 4  1， 2  7  6. 2  5  

現 金 1  3， 8  3  O. 9  3  11 1& ^ 欠 損 補 填 準 備 金 1 4 0， 0  0  O.  0 0  

徴 金 笠3 1 1 9 2 0 0 1 仮 受 金 | … 合 o 0  

定 期 預 金 1 1  2， 0  0  O. 0  0  i 未 払 金 1  4  0， 0  1  6. 0  0  

普 通 預 金 2 6， 6 1 2  . 0 0  未 経 過 牧 入 金 1  8  6， 7  6  8. 0  0  

宋 牧 入 金 1 5 0 0 0 0  0 0 1 本 年 度 牧 支 勘 定 9  6， 5  9  4. 7  9  

計 I 1， 0  0  9， 2  1  6. 1  3 計 1，0  0  9， 2  1  6. 1  3  
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員オ 産 目 録

昭 和 28 年 3 月 31 日 現 在

資 互主
，ζ  ， 

部 負 償 之 部

摘 要 金 額 摘 要 額

薗
定 資 産 67，369，33 1/ J  当 動 定 309，63ヨ. 69

f常 品 67，369. 33 職準員退備職手金当 204，517. 40 

沈 動 資 産 558，254. 80 事 業 準 備 金 41，276. 25

当 座 預 金 56，745. 79 備品償却準備金 23，839. 04 

普 通 26，612. 00 枚2格入欠備損補金填 40，000. 00 

定 期 112，000. 00 雑 動 定 355，316. 00 

振 替 貯 金 14，066. 08 仮 受 金 28，532. 00

投 資 信 託 預 金 335，000. 00 来 払 金 140，016. 00

現 金 13，830. 93 未 経 過 枚 入 金 186，768. 00

一 一
雑 動 定 383，59宮. 00

仮 払 金 2，400. 00 

敷 金 231，192. 00

未 枚 入 金 150，000. 00

ノj、
計 1，009，216，13 A、

計 664，948. 69 

差 1 / J 純 財 産 344，267. 44 

令 計 1，009，216. 13 合 計 1，009，216. 13 

昭 和 28 年 度 以 支 予 算

自 昭 和 28 年 4 月 1 日 至 昭 和 29 年 3 月 31 日

ｾｬＨ＠ 入 之 部 支 出 之 部

科 目
|内 皮 参 考 1

28 年 皮 予 算 科 目

1

27 年 度 参 考

1 ］ｾ年度予算
会 雪量 3，500，000. 0。 3，520，000. 0。事 務 所 受 605，000. 00 630，000. 00 

雑 誌 枚 入 2，600. 000. 00 3，000. 000. 0。事 デ［［Ｚｴｾ定 ーモ

雪量 3，221，000. 00 3.， 430，000. 00 

雑 牧 入 128，000，00 408，000. 00 務 望量 582，000. 00 676，000. 00 

後 援 会 聖 堂 132，000，00 72，000. 00 給 1，350，000. 0。 1，940，000. 0。

準 備 金 52，000. 00 102，000，00 

備 受 550，000. 00 222，000. 00 

計 6，360，000. 0。 計 7，∞0，000. ∞ 
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日 本 建 築 協 会 の 活 動 報 告 ぉ見おとしのないように ー l Jl :5J'ー

を求めた上検討し決定支給次回報告する事を承認。 5. 入

退会 々員詮 衡 ( 入会者12名) 6. 英の他

言平 議
. 6.  

Z 弐貝

評議員会 ( 1 月21 日木午後 1時) 於大阪建設会館会議

室 鈴木評議員会議長外12名

東焔副会長議案第一号の審議を煩すため本会召集の旨

挨拶、只今出席者 9 名なるも委任状による出席者36名お

り都合45名ありて定数28名を超過するにつき本会議成立

の旨を鈴木評議員会議長述べ開会を宣す。議案第 1号、

細則一部変更に関する件、 大和常務理事より会の財政状

態を詳細に説明し理事会も慎重に考慮した結果この際不

本意ながら会費を値上げするの止むなき事情を述べ下記

の通り変更することに賛同を求めた。 細則第10条第 1項

中正会員第1号会費年額960同を1200円lこ、同条第 1項中

正会員第2号会費年額1 ， 0叩円を2，000円に、同条第1項中

准会員会費年額回O円を720円に議長会費値上けYこ闘し賛

否を問いたるに全員異議なし、依て本案は原案通り 可決

確定の旨を宣し、議案の審議終了に付き閉する旨を告げ

終了午後 2 時30分。

i亙 常
. 6.  

ヨコE
総

通常総会 ( 1 月30 日土午後 2 時〉於大1阪建設会館会議

室 竹原会長外24名

竹接会長議長となり開会の挨拶後、監事及び評議員選

挙 に 入 札 (刻表昭和29年度監事評 議 員 当選参照のこ

と〉次に昭和27年度決算報告、昭和28年度予算について

質疑を諮りたる結果賛成承認を得た。総会察官E終了後

U I S S提供の映画「技能者養成」を観賞し午後 3 時半

盛会裡に終了した。

理 事

d 与.

::z::s;; 

委 員

. 6.  

Z 耳

出版セミナー

第 8回 「建築と社会J ( 1 月 3 日日午後 3 時〕於竹腰

会長宅 中村編集委員長外10名

会長並一同新年挨拶を交歓後、種々座談を開始現在の

社会状勢及建築協会の動きから編集上の意見発表と今年

度の方針等語り合い終始なごやかに午後 7 時間会した。

第 9回 「建築と社会」編集委員会 ( 1 月28 日木午後 4

時〉於朝日ピノレ本会々議室 中村編集委員長外 6 名

議事 1. 3 月号工場建築特集の晶画報告。2. 4 月号建

築労働問題特集の原稿依頼について。 3. 5 月号基礎およ

び地盤特集について。 4. その他表紙 ( 3 月号〕の絵につ

いて尾崎理事の作品を決定。

諸 会

必』

r::I 

第22固定例午餐会 ( 1 月14日木正午) 於大阪ガスピノレ

8 階食堂 竹腰会長外51名

松村、高橋帰朝歓迎をかねて、叉 新 年 挨 拶を交歓 し

た。

順序 1. 竹腰会長の開会の挨拶。 2. 午餐。 3. 講演「欧

米の製鉄工場」高矯慶夫氏。 4. 講演 i 1  L O労働会議の・

模様とフヲ y スの社会について」松村雄吉氏。以上午後

2 時終了。

新年慣例観劇会 Ｈ Ｑ 月 Ｑ Ｔ 日木午後 Ｔ 時 〉於中ｾ 浅 沼

会努委員長外66名

松竹新喜劇を観劇午後 4 時半開演 8 時半閉幕迄笑の自

第 9回定例理事会 ( 1 月19 日火午後 4 時) 於朝日 ピノレ に和かに時をすごした。

本会々 言葉室 中野理事外 7名

議事 1 . 会費改正の件( 値上〉評議員会に上提を再確 関 係 ニ ユ ー ス

認。 2.評議員会開催の件。 3. 栄える産業博覧会の件。 4.

事務局員給与昇給に関する件、旧冬来主記主言↑ 代表一任 O このたび当協会に対し下記の如き申込書に接したので

となっているが本日細部的発表に至らず事務局長案提出 直に理事会に計ることにした。
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申 入 書

来る 4 月15 日より ロー マで開催される予定の国際

建築科学生会議に関西建築科学生会議も代表を派遣

することに決りました。つ きましては、当面する問

題が沢山ありますので、何卒御協力の程御願い しま

す。

昭和29年 3 月4 日

関西建築制拳生会議

会 長 絹 谷 裕 規 @

国際建築業↓ 拳生会議準備委員会

委 員 長 石 村 勇 二 @

。大阪建設業協会の新年度役員が下記の如く決定されま

した。

敬意革路

会 長 ( 株 〉 竹 中 工 務 底 社 長 竹 中 錬 ー( 新)

副会長 鍵 仲 建 設 ( 株う 社 長 鍵 イ 中 尊 雄 ( 重)

翠 事 (株〉大 林 組 社 長 大 林 芳 郎 ( 1; )

1; 
鹿 島 建 設 大 阪 支 庖 常 務 取 締 佼 山 色 励 二( 11 )  

11  
(株) 松 村 組 社 長 松 村 雄 吉〈新)

11 
(株〉藤 木 工 務 庖 社 長 藤 木 正 一( 重)

"  
(株) 鴻 池 組 社 長 鴻 池 藤 一( 11 )  

11 (株) 小 坂 井 組 社 長 川 崎 盛 治( 新)

11 
(株) 浅 沼 組 社 長 浅 沼 猪z吉 ( 1 1 )  

イシ ( 株 〉 新 工 務 居 常 務 取 締 役 僧 井 敬( 重)

11 
目! ? 水建設( 株〉大阪支底 小 原 賛 否 ( け

イシ
(株〉森 組 社 長 森 幸 治( 11 )  

11  
(株) 銭 高 組 社 長 銭 高 輝 之( 新)

監 事 (株〉間組大阪支庖

取 締 役 支 庖 長 牧 村 利 勝( 1 1 )  

11  (株) 西 田 工 務 庖 社 長 西 国 義 郎(1; )

会 員 相 互 欄

¥ 、
、

、

宝塚市高台上ノ池28

0 徳島市役所建築課 ( 課長福本友一

徳島市幸町 1 丁目

0 池内建材庖 (池内英雄)

和歌山市田中町 3 丁目 11

所 在 地 変 更

0 株式会社戸田組大阪支庖

新、大阪市北区真砂町32 TEL .  @9631- 5 

0 株式会社藤田組広島支庖

新、広島市国泰寺町67

営 業 所 新 股

。株式会社大阪建築事務所東京事務所

東京都港区芝新僑 6 丁目 48 T E L. 芝 8403

所長 後川泰雄

0 株式会社明正社神戸出張所

神戸市生田区栄町通 2 了目 40 A 産汽船ピノレ 4 階

T E L . 元 町 ④3306

メ ン バ ー 移 動

森口 消( 京都府建築部建築課長より福岡県建築部建

築課長へ)

電 話 番 号 変 更

0 株式会社日本セメント防水郵j製造所

新宝塚2153番 旧宝塚153番

0 サンエス石膏株式会社大阪事務所

新戎@ 6695番 |日=戎. @3806番

相 互 斡 旋 欄

新 加 入 会 員 紹 介 入 を 求 む

団 体 会 員 莱建築請負会社にて30才前後で建築現場責任者を求め

。株式会社 日本セメント防水剣製造所 ( 社長森上次雄) ている。至急本会事務局窓記長宛連絡のこと。

大 会 株 |合
防 耐

阪 社 式 理
錆

震

電 市 的
"' => 

堀話北 奥村 一γ  

フじ
耐

区 す 法
会 火

川 木 重 .  .  

@ 幡 丘. 責 中 経

一 四 町 ，、

空
量

0 一 三 葡 任

一 六 一 商 施
防

堅七 四 呑

呑番 地 底 工
1日z  

牢

採 は

用 日

下 進

さ式

いを

.  
御

を|に間

- は仕

軽軽切(

量 量 -

鉄 鉄!天

骨 骨|弄

毛色オイ ｉｌ 拭・ｾ Gt 8喜代isiSぬLた/

株式会社ケントク大阪市北ぎ優賞i. 産宣ピ' " 前

電 布 施 島 ⑬ 1;5 416;3557￥ 
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台古 編 集 後 記 会 食

プ. ロフイ J レ

飯 田 精 次 郎

今月の「工場建築特集号」は沢山の方々から玉腐をい

ただいたおかげで内容の豊富なものができたと自負して

いる。我々綴集委員はこの雑誌を日本での一流のものに

また異色のあるものにしたいと思っている。 将来にはブ

ヲ γ スの L' AR C HI T E C T UR E  D '  AUJ OURD' HUI ， 

アメリカの F OR U M，イギリスの R E V I E Wに比敵す

るものにしたいと念願している。

高橋慶夫氏 の欧 米の「製鉄工場凡学の記」は生々しい

見聞記と して我 々によい東l敦を与えるものだ。基礎産業

である我々の鉄工業の工場の紹介がでまなかったのは残

念であるが、それは後日にでも期待したい。だが、基幹

産業のーっとして繊維工場の言己申が得られたととは読者

諸兄の参考になることが多いと思う。陶i良氏の 「サイ ロ

について」は設計者はもちろん、経営者にも m婆な記事

であり、その道の方々から特 ｬ 乙主主昂 ｉｊ のｾ求があっ た位で

あるから 、せ' ひ御一読を乞う。

大日本製糖工場は異色ある作品であり 、 新建築 3 月号

でも紹介されている由であるが、本誌には特に絡エの建

設面からの特色ある記事とするととができたことを蒋ん

でいる。そのf也、 神戸港の倉庫建設工事や、大関酒蔵工

場、 タイガー計算器工場など、他誌ではみられぬ記事を

集録した。
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造
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3  ， 、 大阪 市 西 区 江 戸 潟 市 2 ノ17
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一 電話土佐堀@2677. 4471
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塚本氏の「概論ならぎる雑観J とけんそんされる記事ー

も、我々にしさする所大きい。 i 福利施設」についても.

参考となる 記事が集録でき た。合せ務まれたい 。

なお、共産圏の工場建築は 非常に発達しているだろう

ということ は我々技術者として興味あることである。協.

会の主催でやった狭商「モスコーの建設」にでてくる ifa..

立 て式の コγ F リ{ ト パネル工場生産の過程が、 ソグエ

トの雑誌にのっているが、大仕掛に被械化されたもので

ある。この方面の資料のある方はお寄せ下さい 。

伊藤幸一氏の努力で水害特集の本誌にエスベラ γ トの，

目次がついているので、遠くペノレ ーからもドイツからも

註文とか交換などがあった。ますます本誌が世界中に広司

まるようにしたいものだ。

なお関西経済界の先懇大島堅造氏が特に「米国景気と

建築の役' e i ll J を寄せられ、我々はこれを他山の石として

参考としたい。また、林野氏の「私たちの建築見J は 9

図を lli ね、治がのってをた感がある。 との論文に女すして

若い人遠の間? と色々と意見があるようであるが、 そういー

う御意見を本誌に発表していただきたい。また討論会を

開いてもよいから編集委員会まで申込まれたい。最後

に、本号に玉稿をいただいた方々に厚〈感謝する次第で

ある。 ( 飯田編集委員言己〉

「建築と社会」誌に会員のいつわ らさ' る芦をのせ j  

て、 よい機関誌にしていきたいと思っています。 下 !  

記の要領で原稿をお送り下さい。字 数 400 字。 けい i  

さいの分には務諭を呈しますo ｾ＠

= 会員の声をのぞむ=

1. 磁場の便り。

2. 感想。

3. 建築界の社会について。

4  建築協会への御な見。

5. 雑誌への批判。

建 接 と 社 会

第 3 5 輯 第 3 号

売価 1 部 100円 ( 送料共〉
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発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中/ 島3 ノ3朝日ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 6 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 14 町 6 6

印 刷 所 縁 式 会 社 研 文 社 電 富 盛 崎 駅 慨 .



-

第

三

五

集

第

三

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

ナ

シ

ョ

ナ

ル

ッ

ク

工

業

伊

丹

木

材

田

中

工

業

久

保

商

庖

大

阪

城

ロ

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

桐

回

商

会

斉

久

工

業

三

機

工

業

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

栄

輿

商

会

三

晃

商

会

第

一

工

業

浅

海

電

気

産

業

近

畿

電

気

工

事

中

央

電

気

工

業

玉

光

電

機

工

業

矢

橋

大

理

石

商

庖

岸

田

塗

工

庖

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ブ

ロ

尾

北

商

庖

明

正

社

黒

川

化

学

工

業

所

樫

野

石

灰

工

業

三

舟

窯

業

吉

田

芳

雄

商

庖

林

塗

装

庖

福

昌

三

幸

商

会

田

中

風

呂

製

作

所

内

外

工

業

不

二

製

作

所

川

岸

窯

業

前

沢

商

行

京

阪

建

設

社

田

村

商

会

シ

フ

カ

1

工

業

所

日

本

サ

ッ

シ

ユ

ナ

ニ

ワ

瓦

今

西

建

築

デ

ザ

イ

ン

ル

l

ム

東

邦

商

会

福

屋

工

業

所

福

島

産

建

工

業

室

谷

商

届

金

剛

商

会

鈴

木

シ

ヤ

タ

ア

商

会

中

央

写

真

木

下

工

務

庖

井

上

工

材

ケ

1

ア

ー

ル

ゴ

ム

和

泉

産

業

亀

井

明

青

工

業

写

真

杉

田

組

協

栄

三

高

製

作

所

水

島

商

庖

大

仏

組

大

阪

コ

ン

ベ

ス

建

材

社

大

阪

建

材

工

業

玉

置

産

業

ラ

イ

ト

製

作

所

谷

山

鉄

工

所

高

野

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

東

京

鋼

板

工

業

汎

建

製

作

所

藤

森

工

業

理

研

サ

ッ

シ

ユ

内

外

土

木

建

材

社

ミ

ツ

ワ

商

庖

麻

村

サ

ッ

シ

ユ

工

業

浪

速

建

材

工

業

日

本

金

具

製

作

所

輿

脂

化

工

社

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

木

下

謹

三

商

庖

日

本

セ

メ

ン

ト

防

水

剤

製

造

所

朝

日

石

綿

工

業

荏

原

製

作

所


